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自己点検・評価報告書（平成 29 年度）の刊行にあたって 
 
 

 
平成 年度に、自己点検・評価報告書（報告書）が刊行されて以来、今回で 刊目の発

刊にあたります。大学の年間活動の概況をまとめることは、大変な作業ではありますが

年間の取り組みを整理し、次年度への課題を認識することにつながります。つまりは、報

告書の刊行は、大学の「自律」と「自治」の取り組みの証と考えます。

私たちは入学から卒業までの、大学教育を充実させるために教育評価を行ない、教育や

大学運営の サイクルを回し、その積み重ねが確かな歩みとなるよう努力しなければな

りません。看護系大学の増加に伴って看護教育の質保証が大きな課題となっており、平成

年には、分野別評価がスタートする予定と聞いています。本学においても、教育科目の

適切性並びに教育目的・目標に対する学生自身の達成評価を可能とする仕組みの構築と学

習成果の可視化に向けた検討を進めていく課題があります。

本学は開学以来、学校教育法第 条の認証評価機関である大学基準協会の 回目の審

査を平成 年に終え、平成 年の 回目の受審に向け準備を進めています。平成 年

月末には、努力課題に対する報告を行い、基準協会から再度報告を求める事項はありませ

んでした。

平成 年度は、中期構想 年目の年にあたり、学長退任に伴う総括をする年となりまし

た。教員の業績評価や業務評価を導入し、看護実践国際研究センターの新構想に基づいた

活動がスタートして 年目を迎えました。また、新たな取り組みとして出前講座や教員が

互いの授業を参観する 活動が後期から始まりました。

現在、文部科学省は高大接続システム改革を推進しており、大学入学者選抜改革と大学

教育改革が進められています。大学運営にとって少子化という厳しい時代に向かっていま

すが、県立の大学としての使命を果たすためにさまざまな課題に取り組みながらも、教員

と事務局が協働しながら社会から期待される人材育成に邁進しなければなりません。そし

て、教員一人一人が着実に研究や社会・地域貢献活動を推進し、地域の公立の大学として

の使命を果たしたいと思います。

平成 年 月 日  

長野県看護大学長 清水嘉子 
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長野県看護大学の概要

１ 設置の趣旨・目的

人口の少子高齢化等の社会環境の変化、医療の専門化・多様化・高度化等の対応に指導的役割

を果たし得る資質の高い人材を育成するとともに、看護学の発展に寄与し、看護学の研究・研修

の拠点となることを目的とする。 
 
２ 学部・学科の構成、入学定員等

構 成 修業年限 定 員 総定員 卒業（修了）時取得可能資格 

看護学部看護学科 ４年 

入学定員 
８０名 

編入学定員 
年次１０名 

から募集停止） 

３４０名 

学士（看護学） 
看護師国家試験受験資格 
保健師国家試験受験資格 
助産師国家試験受験資格（選択） 
養護教諭二種（保健師免許取得後） 

大学院看護学研究科 
看護学専攻 
博士前期課程 

２年 １６名 ３２名 修士（看護学） 

大学院看護学研究科 
看護学専攻 
博士後期課程 

３年 ４名 １２名 博士（看護学） 

 
３ 施 設

（１）所在地 長野県駒ヶ根市赤穂１６９４番地 
（２）敷地面積 ７５，７３３．００㎡ 
（３）建物延床面積 １９，１４４．５４㎡ 

〔建物等の面積及び主な施設・設備〕 
区 分 面 積（㎡） 主 な 施 設 ・ 設 備 

管 理 棟 学長室 事務室 保健室 会議室 食堂 売店

教育研究棟 講義室 演習室 実習室 実験室 情報処理教室 研究室

図 書 館 閲覧室 席 キャレル 席 グループ学習室 ＡＶルームｰ

体 育 館 バスケットボール１面 バレーボール２面

屋内プール棟 ｍ コース（内スロープコース１）健康増進研究室

講 堂 席 ＡＶ設備 ピアノ

学 生 棟 学生ホール 自治会室 クラブ室

非常勤講師宿舎 １棟 室

学生寄宿舎 ２棟 室

グラウンド ｍトラック テニスコート４面

有酸素運動研究コース コース延長 ｍ

語らいの並木 ｍ×２

４ 沿 革
昭和 ）年 月 ・県行政審議会答申

  
「看護婦養成体制の質的強化を図るため、看護専門学校は、将来一校体制看護

大学等として充実すべきである。」平成 ）年 月 ・県看護婦等養成確保対策研究会報告

  「高度な看護教育を行なうため 年制大学を設置する必要がある。」
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平成 年 月 ・看護大学設置決定

月 ・県立看護大学設置準備委員会の設置

平成 ）年 月 ・看護大学設立準備室の設置

平成 年 月 ・看護学部看護学科設置認可

平成 （ ）年 月 ・長野県看護大学開学（看護学部看護学科定員 名）

・第１回入学式

月 ・開学式

平成 （ ）年 月 ・３年次編入制度（定員 名）開始

平成 （ ）年 月 ・科目等履修生制度開始

月 ・長野県看護大学大学院看護学専攻博士前期課程設置認可

平成 （ ）年 月 ・第 回卒業式

月 ・大学院博士前期課程（定員 名）開設

月 ・屋内プール棟完成

平成 （ ）年 月 ・長野県看護大学大学院看護学専攻博士後期課程設置認可

平成 （ ）年 月 ・第 回大学院修了式

月 ・大学院博士後期課程（定員 名）開設

月 ・長野県看護大学とサモア国立大学との相互協力に関する協定の締結

平成 （ ）年 月 ・大学院小児看護分野 コース認定申請承認

月 ・社会人特別選抜制度開始

月 ・長野県看護大学と放送大学との間における単位互換に関する協定の締結

月 ・大学院老年看護分野 コースの認定申請承認

平成 （ ）年 月 ・長野県看護大学とカリフォルニア大学サンフランシスコ校との相互協力に

関する協定の締結

月 ・創立 周年記念式典

平成 （ ）年 月 ・長野県内 大学単位互換に関する協定締結

平成 （ ）年 月 ・大学院に里山・遠隔看護学分野を開設

平成 （ ）年 月 ・大学基準協会の大学基準に適合していると認定 平成 年 月 日～平成 年 月 日

平成 （ ）年 月 ・長野県組織規則に看護実践国際研究センターを位置付け

平成 （ ）年 月 ・駒ヶ根市と災害時における協力体制に関する協定を締結

月 ・健康センター開設

平成 （ ）年 月 ・大学院小児看護分野の コースの更新申請承認

月 ・講座の再編

月 ・認定看護師教育課程開講（皮膚・排泄ケア分野、感染管理分野）

平成 （ ）年 月 ・大学院老年看護分野の コースの更新申請承認

  ・大学基準協会の大学基準に適合していると認定 平成 年 月 日～平成 年 月 日

月 ・大学院長期履修制度開始

平成 （ ）年 月 ・認定看護師教育課程認知症看護分野開講、皮膚・排泄ケア分野休講

平成 （ ）年 月 ・駒ヶ根市と長野県看護大学との包括的連携に関する協定締結

月 ・大学院精神看護分野 コース（ 単位）の認定申請承認

月 ・創立 周年記念式典

月 ・長野県立こころの医療ｾﾝﾀｰ駒ヶ根、伊那中央病院、昭和伊南総合病院、

飯田市立病院と看護連携型ユニフィケーション事業基本協定締結

平成 （ ）年 月 ・３年次編入生募集停止

平成 （ ）年 月 ・認定看護師教育課程感染管理分野休講

・伊那神経科病院と看護連携型ユニフィケーション事業基本協定締結

平成 （ ）年 月 ・大学院小児看護分野の コース（ 単位）の認定申請承認

・大学院老年看護分野の コース（ 単位）の認定申請承認
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第１章 学事と組織

第１節 教育理念・教育目標

（１）教育理念

本学は、 年に長野県立では初めて設立された４年制の看護の単科大学であり、学

年進行に沿って、大学院博士前期課程、博士後期課程を開設してきた。それらの時期、

および 年の学部新カリキュラム導入時には、教育理念および教育目標の見直しを行

なった。教育理念の見直しは、これまでの学生個々人の資質を向上させることに加えて、

看護職者としての基本である人間理解、特に人間の生のありようを理解すること（「さま

ざまな生を営む人間を深く理解し」）を盛り込んでおり、その教育理念は学部・研究科と

も共通である。

○本学の教育理念

学生個々人のもつ可能性が最大限に開花することを目指し、自立性、主体性を育むと

ともに、さまざまな生を営む人間を深く理解し、人々への配慮が自然にできる豊かな人

間性と幅広い視野を養う。 
これらを基盤として、看護実践に関する総合的な能力を養成し、看護の社会的機能を

担い人々の健康福祉の向上に貢献する人材を育成する。さらに、看護の発展に寄与する

実践者、教育者及び研究者を育成する。 
 

（２）学部の教育目標

豊かな人間性と幅広い視野を養う。

学びの体験を通して命の尊さに触れ、人間の理解を深める。

豊かな感受性を養い、想像力と洞察力を身につける。

さまざまな文化や社会の中で生活する人々を理解し、多様な価値を尊重できる。

看護専門職者として社会に貢献できる能力を養う。

生命の尊厳を理解し、人間としての権利を尊重して主体的に行動できる。

看護の対象となる人を身体的、精神的、社会文化的側面から全人的に理解できる。

対象となる人の主体性を尊重し、協力して援助関係を築くことができる。

あらゆる健康段階にある人々に対して、よりよい社会生活を支援する看護実践を

展開できる。

科学的な根拠に基づいて適切な判断を下し、問題を解決することができる。

自らの看護実践をふりかえり、新たな課題に取り組むことができる。

専門職としての責任を自覚して行動し、リーダーシップを発揮できる。

保健・医療・福祉等に携わる人々と協働し、看護をより有効に機能させることが

できる。

看護実践における課題の究明に取り組む能力を養う。

看護実践における課題を見出すことができる多角的な視点を身につける。

課題解決にむけた創造的で論理的な思考能力を身につける。
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（３）学部のディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

卒業までに所定の単位を修得し、看護の基盤となる豊かな人間性と幅広い視野を備え、

深い人間理解にもとづいた看護を創造的に実践する能力を有すると認められる者に、学士

（看護学）の学位を授与します。

○ 看護の対象となる人と援助関係を築くことができる

○ 科学的なアセスメントに基づいて看護を実践することができる

○ ケアに関わる人々と協働することができる

○ 看護職者としての専門性を生涯にわたって高めていくことができる

（４）学部のカリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

学生個々の可能性を最大限開花させるという教育理念のもと、深く人間を理解し豊かな

人間性を持った看護専門職の育成のために、４年間のカリキュラムを以下のように構成し

ています。

【 人間理解の基礎科目 】

看護を学ぶ上で必要不可欠である、人を深く知るための能力、幅広い視野と創造性を養

うことを目的としています。

生物学的な存在としての「ヒト」のみならず、自然・文化・社会の中でさまざまな環境

と深く関わりながら生活を営む「人」を総体として理解する能力を育むために、以下の２

つの科目群で構成されます。

１．生命を維持する仕組みと機能

２．人と人を取り巻く環境

【 看護専門科目 】

看護専門職者としての基盤となる力を育み、看護に関わる諸問題をとらえて論理的に説

明し、問題解決に向けた実践・研究能力を養うことを目的としています。以下の４つの科

目群で構成されます。

１．人と健康

２．看護の基本

３．看護の実践

４．看護の実践と統合

このようなカリキュラムをとおして、看護職者としての基礎的な能力を養うとともに、

主体性と自律性をもった専門職として生涯にわたり学び続ける力を育みます。

また、長野県民の健康長寿を支える県内の豊かな健康資源について学生が理解し、多様

な場で様々な健康レベルに合わせた看護実践能力を身に付けることができるよう、地域交

流を積極的に取り入れています。

さらに、国際的な視野を持って地域社会に貢献できる看護実践者の育成を目指し、海外

の大学との教育協定等により国際的に看護を学ぶ場を提供しています。
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生物学 生化学

化学 薬理学

運動実技・理論Ⅰ 運動実技・理論Ⅱ 運動理論

人体の構造と機能Ⅰ 人体の構造と機能演習

人体の構造と機能Ⅱ

情報処理科学 生命科学演習

統計学 倫理学 保健統計学 仏語

英文読解の基礎 医療英文読解演習Ⅰ 医療英文読解演習Ⅱ 英会話演習

英会話の基礎 医療英会話の基礎Ⅰ 医療英会話の基礎Ⅱ 英語文化研究

教育学 哲学 法学 論理学 芸術と人間

社会学 文化人類学 生命倫理

信州学 経済学

数の話と教養数学 人間工学

独語

コミュニケーション論 家族社会学 臨床心理学 医療経済学

心理学 人間発達論

人間関係論

教育心理学

病理学 疾病学Ⅰ 看護栄養学 遺伝と人間

病理学演習 疾病学Ⅱ

保健・医療・福祉システム看護論Ⅰ 保健・医療・福祉システム看護論Ⅱ 感染学 感染学演習

公衆衛生学 疫学

看護学概論 フィジカルアセスメント 看護過程の理論と展開 症状マネジメント論 看護倫理

基礎看護方法Ⅰ 基礎看護方法Ⅱ

基礎看護実習Ⅰ 基礎看護実習Ⅱ

慢性期看護概論 慢性期看護方法

急性期看護概論 急性期看護方法

老年看護概論 老年看護方法Ⅰ 老年看護方法Ⅱ

精神看護概論Ⅰ 精神看護概論Ⅱ 精神看護方法

母性看護概論 母性看護方法Ⅰ 母性看護方法Ⅱ

小児看護概論Ⅰ 小児看護概論Ⅱ 小児看護方法Ⅱ

小児看護方法Ⅰ

地域看護概論 地域看護方法Ⅰ 地域看護方法Ⅱ

在宅ケア論 在宅ケア方法Ⅰ 在宅ケア方法Ⅱ

家族援助論 災害看護論

多文化共生看護学 助産概論
保健・医療・福祉システム看護論Ⅲ 地域母子保健

国際看護学Ⅰ 助産方法Ⅰ 助産方法Ⅱ 助産実習

国際看護学Ⅱ 助産方法Ⅲ

国際看護実習

看護研究方法 看護管理論 看護論

医事法学 看護統合実習 看護教育論

助産業務管理

看

護

専

門

科

目

看護の実践と

統合

人と健康

斜字：選択必修科目及び選択科目カ リ キ ュ ラ ム の 構 成 （ 平 成 27 年 度 以 降 入 学 生 ）　　　 

成人看護実習

前　学　期

３　　学　　年

後　学　期

４　　学　　年

前　学　期 後　学　期前　学　期 後　学　期

２　　学　　年

前　学　期

１　　学　　年

生命を維持する

仕組みと機能

分

類 後　学　期
科目群

人

間

理

解

の

基

礎

科

目

人と人を

取り巻く環境

卒業研究

地域看護実習

在宅看護実習

看護の実践

看護の基本

老年看護実習

精神看護実習

母性看護実習

小児看護実習

（５）学部のアドミッション・ポリシー（入学者受け入れの方針）

【求める学生像】

本学は、看護師、保健師、助産師として長野県をはじめ日本各地の医療・保健機関や自

治体において、多様な文化を理解し地域社会の人々の健康と幸せを守ることに貢献できる

看護実践者の育成を目指しています。

このような看護実践者の育成を目指す本学では、以下のような人を求めています。

①自然や人間の様々な現象に興味を持ち、積極的に学ぼうとする人

②相手の話に耳をよく傾け、自分の考えを適切に表現しようとする人

③人間の尊厳を重んじ、相手の個性を尊重して協調しようとする人

④問題に自ら進んで向き合い、柔軟な考え方で解決しようとする人

⑤看護専門職として社会に貢献しようとする人

【選抜方法】

本学の教育理念、求める学生像に見合った人を選抜するため、一般選抜入試 前期日程、

後期日程 と特別選抜入試 推薦、社会人 を実施しています。

一般選抜入試では、入学者の選抜は、看護学を学ぶ上で必要な基礎学力を有する人を求

めるため大学入試センター試験を課し、本学が実施する小論文及び面接並びに調査書の審

査の結果を総合して行います。特別選抜入試 推薦 では、本学が実施する小論文 英語の課

題文の読解を含む｡ 及び面接並びに調査書等の審査の結果を総合して行います。
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（６）研究科の教育目標

博士前期課程

専門分野に関連する理論と技術を学び、質の高い看護実践能力を養う。

研究のプロセスを修得し、研究に必要な基礎的能力を養う。

国内外の学術的な場において研究成果を公表する能力を養う。

専門性を基盤にして他職種と協働し、調整する能力を養う。

博士後期課程

看護学の発展に寄与する研究を独立して行う能力を養う。

国内外で学術的な交流をする能力を養う。

学際的な視野に立ち、研究活動および保健医療福祉活動に貢献する能力を養う。

専門性を基盤に、優れた人材を育成する教育能力を養う。

（７）研究科のディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

博士前期課程

課程修了の要件を満たし、次に該当する者に修士（看護学）の学位を授与する。

広い視野を持ち看護学に関する専門分野の学識を深め、科学的な思考力を身に付け、保

健医療福祉の現場において、研究成果を活用できる高度な専門知識と実践能力を有する者。

修士論文コースにおいては、看護の質向上に貢献できる研究能力を備えた者。

専門看護師コースにおいては、高度な専門知識と実践能力に基づき、多様な健康課題

を解決でき、看護の質向上に貢献できる者。

博士後期課程

学際的な視野を持ち、看護学の発展に寄与する研究を独立して行う能力ならびに優れた人材

を育成する教育能力を有し、課程修了の要件を満たした者に博士（看護学）の学位を授与する。

（８）研究科のカリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

博士前期課程

博士前期課程では、看護学に関する理論と実践を専門的かつ学際的に探求することを目指

し、修士論文コースと専門看護師コースを設け、以下のようにカリキュラムを編成している。

広い視野と創造性を養うための科目から編成される「共通選択科目」（ 単位）、修士論文

コース・専門看護師コースどちらのコースにおいても看護学の基礎的能力と倫理観を養うた

めの「必修科目」（修士論文コース 単位，専門看護師コース 単位）を置いている。

専門性を深め研究遂行能力を養う、または専門職の実践力を育てるための４領域

分野において、特論（ 単位以上）、演習（ 単位）を置いている。

修士論文の作成にあたっては「修士論文の指導・審査の流れ」に基づき、倫理委員会

の承認を得た後、論文作成に着手する手続きを課している。

修士論文コースにおいては、学際的な視野から教育を行うために主指導教員に加え副

指導教員を配置し、「看護学課題研究」（ 単位）を課している。

専門看護師コースにおいては、卓越した専門的能力を育成し、保健医療福祉分野でのケアと倫

理的課題について調整する能力を養うため、「専門科目」の特論、演習、実習を置いている。これ

に加え、実践者としての分析・考察力を養うため「看護実践課題研究」（ 単位）を課している。

― 7 ―



修士論文審査の透明性と客観性を確保するため｢学位規程に関する内規｣を設け、これ

に基づいた指導と審査を行うことで論文の質保証に努めている。

博士後期課程

博士後期課程では、看護学の発展に貢献する教育者・研究者を養成するために、以下

のようにカリキュラムを編成している。

学際的視野を広げるため、「共通選択科目」 ４単位以上 を置いている。

領域別専門科目９分野において、専門的な研究能力と倫理観を養うため、特論（２単

位）、演習（４単位）を置いている。

博士論文の作成にあたっては、「博士論文の指導・審査の流れ」に基づき、倫理委員

会の承認を得た後、博士論文作成に着手する手続きを課している。

博士論文審査の透明性と客観性を確保するために｢学位規程に関する内規｣を設け、こ

れに基づいた指導と審査を行うことで論文の質保証に努めている。

（９）研究科のアドミッション・ポリシー（入学者受け入れの方針）

【修士課程】

１ 臨床現場の課題を探求し、専門的で質の高い看護実践者となることを目指す人

２ 基礎的研究能力を培い、看護学の探求を目指す人

３ 看護の専門性を基に他職種と協働し、地域の人々の健康への貢献を目指す人

【博士課程】

１ 基礎的な研究能力を有し、人々の健康の保持・増進および生活の質の向上に関連した

研究に自立して取り組む人

２ 専門分野で修得した高度な看護実践能力を国際的・学際的な視点から養い、理論的・

実践的に発展させる人

３ 高度な研究能力や看護実践能力を看護実践の質の向上や人材の育成に役立てられる人

第２節 大学組織

（１）組織

）組織図

本学の管理運営体制については、設置主体が県であり、知事の指揮監督の下に置かれ、

予算については毎年県議会の承認を得るとともに、執行状況について監査委員の監査を

受けている。 
こうした体系の中で、学内体制は表２－１のとおりとなっており、大学全体の管理運

営責任を負う学長の下、大学運営に関する重要事項を審議する機関として教授会及び研

究科委員会がある。 
また、本学では、教員、大学院生等が専門領域・講座を超えて研究プロジェクトに参

画、地域貢献を行う看護実践国際研究センターを設置しており、看護地域貢献研究部門

他４つの部門が置かれ、各々活動を行っている。 
事務局の体制は、大学運営全般を行う総務課と学生支援及び教務全般を業務とする教

務・学生課との２つの課で成り立っている。 
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（表2-1）
（平成29年４月１日現在）

運営委員会

看護学部 看護学科 広報・交流委員会

教務委員会

実習委員会

入試検討委員会

学
長

）

長
野
県
看
護
大
学

教授会 図書（紀要）委員会

学生委員会

ネットワーク推進委員会

FD・SD委員会

大学運営協議会
（外部有識者会議）

研 究 科
委 員 会

教務部会

入試部会
防災委員会

倫理委員会

ハラスメント防止委員会

動物実験委員会

感染症対策委員会

評価委員会 コンソ－シアム信州運営
委員会(臨)

大 学 院
看 護 学
研 究 科

博士前期課程（修士課程）
看護学専攻

人事特別委員会 博士後期課程（博士課程）

附属図書館

　 看護実践国際研究
　 センター

看護地域貢献活動研究部門

国際看護・災害看護活動
研究部門

センター
運営会議 学外機関連携部門

安全衛生委員会

認定看護師教育部門
健康センター

キャリア形成支援部門
総　務　課

事務局
教務・学生課  

表２－２　学部の組織構成

哲学・倫理学

心 　理 　学

社会・経済学

健康・保健学

生 物・化 学

英語・英米文化学

基礎医学・疾病学

病態・治療学

基　礎

看護学

講　座

基礎看護学

母性 ・ 助産看護学

小 児 看 護 学

成 人 看 護 学

老 年 看 護 学

精 神 看 護 学

地 域 ・ 在 宅 看 護 学

広　域

看護学

講  座

人

間

基

礎

科

学

講

座

発　達

看護学

講　座

表２－３　研究科の組織構成

病態機能学分野

病態治療学分野

基礎看護学分野

看護管理学分野

母性・助産看護学分野

小児看護学分野

成人看護学分野

老年看護学分野

精神看護学分野

地域・在宅 看護学分野

里山・遠隔看護学分野

哲学・倫理学

心  　理　  学

社会・経済学

健康 ・保健学

生  物・化  学

英語・英米文化学

専門関連

領　　域

看護基礎

科学領域

発達看護学

領　　　域

基礎看護学

領     域

広域看護学

領　　　域

護学分野は、本学が立地する長野県の地域特性に配慮した地域貢献の視点からの看護

研究の領域・分野として平成 年度から開設している。

組織構成

①学部は、平成 年度に看護学体系に

おける各専門分野間の連携を深める

ため、学部講座制の見直しを行い、

平成 年度から新たに４つの大講

座に再編を行ったものである。組織

構成は、表２－２のとおりである。

②研究科は、基本的には学部の教育研

究組織の上にのせる形で組織されて

いるが、学部の講座を超えた５つで

構成している。（表２－３）そのう

ち、広域看護学領域の里山・遠隔看

護
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また、研究科には、質の高い看護実践能力を養うという本学研究科博士前期課程

の教育目標に基づいて、平成 年度に小児看護学分野・老年看護学分野、平成

年度に精神看護学分野の専門看護師（以後「 」と省略する。）コースを開設して

いる。

大学運営協議会

① 概要

県立大学としてその運営に広く県民の意見を反映させるため、運営協議会を設置し

ている。本協議会は、下表のとおり学外の委員で構成されている。学内規程として「長

野県看護大学運営協議会規程」を設けて、協議会の審議結果等を大学運営に反映させ

るよう定めている。

運営協議会委員名簿（任期：平成 年 月～平成 年 月）

区分 職 氏名 所 属

地方公共団体 駒ヶ根市長 杉本 幸治 市長会

看護現場
副院長
看護部長

菅沼 ふじ子 飯田市立病院

〃
副院長
看護部長

斎藤 依子 長野県立こども病院

〃 協議会長 川口 寿賀糸 長野県訪問看護ステーション連絡協議会

保健現場 課長 中村 杏子 飯島町健康福祉課

教育研究機関 学部長 坂江 千寿子 佐久大学

〃 特任教授 笠原 悦男 松本歯科大学

〃 学部長 川島 良雄 長野大学社会福祉学部

学識経験者 小児科部長 藪原 明彦 伊那中央病院

卒業生 看護師長 久保 貴三子 諏訪中央病院

  
（平成 年 月１日現在、敬称略）

② 平成 年度の開催概要

開催日 開催場所 協 議 事 項 等

平成 年

月１日

看護大学

大会議室

看護大学の概要について

・大学の概要

・入学者・卒業生の状況

看護大学中期構想の進捗状況について

高大接続改革について

平成 年度 新規事業について

ア ＥＳＣＯ事業

イ 出前講座

ウ 卒業生相談窓口の設置
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（２）教職員

①学部専任教員
講座 分 野 職 位 氏 名 講座 分 野 職 位 氏 名

学長 清水嘉子

発
達
看
護
学

小児看護学

教授 内田雅代

学部長 安田貴恵子 准教授 竹内幸江

人
間
基
礎
科
学

哲学・倫理学 准教授 屋良朝彦 助教 白井 史

心理学 准教授 松本淳子 助教 高橋百合子

社会・経済学 准教授 座馬耕一郎 助教 足立美紀

健康・保健学
教授 北山秋雄

成人看護学

教授 安東由佳子

講師 秋山 剛 講師 浦野理香

生物・化学 教授 太田克矢 助教 熊谷理恵

英語・英米文化学
教授 西垣内磨留美 助手 牛山陽介

准教授 井村俊義 助手 伊藤祐季

基礎医学・疾病学

教授 喬 炎

広
域
看
護
学

老年看護学

教授 渡辺みどり

助教 三浦大志 准教授 千葉真弓

助教 島袋 梢 助教 細田江美

病態・治療学
教授 坂田憲昭 助教 曽根千賀子

助教 中畑千夏子 助教 有賀智也

基
礎
看
護
学

基礎看護学

教授 伊藤祐紀子 助手 久保知奈津

助手 上原 卓教授 金子さゆり

精神看護学

教授 岡田 実

准教授 宮越幸代 講師 東 修

助教 近藤恵子 講師 有賀美恵子

助教 那須淳子 助教 長南幸恵

助教 上條こずえ 助教 森野貴輝

助教 田中真木

地域・在宅看護学

教授 安田貴恵子

助教 小林由美子 講師 御子柴裕子

助手 田村かおり 講師 柄澤邦江

発
達
看
護
学

母性・助産看護学

准教授 阿部正子 講師 小野塚元子

准教授 藤原聡子 助教 酒井久美子

講師 西村理恵 助教 村井ふみ

助教 塩澤綾乃 助手 中林明子  
助教 佐々木美果 助手 下村聡子  
助教 廣瀬紀子 助手 白川あゆみ  
助手 井出彩織

認定看護師教育課程
主任教員 細田江美  

※育休（２名）を除く 専任教員 高山陽子  
  

②大学院の領域別科目担当専任教員

領域 分野 氏名等 領域 分野 氏名等

研究科長 渡辺 みどり

広域

看護学

老年看護学
教 授 渡辺 みどり※

看護基

礎科学

病態機能学
教 授 喬 炎※ 准教授 千葉 真弓

教 授 太田 克矢※

精神看護学

教 授 岡田 実※

病態治療学 教 授 坂田 憲昭※ 講 師 東 修

基礎

看護学

基礎看護学
教 授 伊藤 祐紀子※ 講 師 有賀 美恵子

准教授 宮越 幸代※

地域・在宅看護学

教 授 安田 貴恵子※

看護管理学 教 授 金子さゆり※ 講 師 柄澤 邦江

発達

看護学

母性・助産看護学

教 授 清水 嘉子※ 講 師 小野塚元子

准教授 阿部 正子

里山・遠隔看護学

教 授 北山 秋雄※

准教授 藤原 聡子 准教授 座馬耕一郎※

講 師 西村 理恵 講 師 秋 山 剛※

小児看護学
教 授 内田 雅代※

専門

関連

倫理学・哲学 准教授 屋良 朝彦※

准教授 竹内 幸江 心理学 准教授 松本 淳子※

成人看護学
教 授 安東由佳子※

英語・英米文化学
教 授 西垣内 磨留美※ 

講 師 浦野 理香 准教授 井村 俊義※  准教授 井村 俊義※ 
育休（１名）を除く ※博士後期課程の科目担当専任教員

教職員名簿 
附属図書館

には、図書委員会委

員長の教員が兼務す

る図書館長と、司書

２名が配置されてい

る。

（平成 年 月 日現在）

（平成 年 月 日現在）
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③非常勤講師

担当科目 氏 名 現 職 担当科目 氏 名 現 職

統計学 中村 寛志 信州大学名誉教授 看護倫理 小西恵美子 長野県看護大学名誉教授

保健・医療・福祉シ

ステム看護論Ⅱ 山本 京子 長野大学社会福祉学部客員教授 精神看護学特論

Ⅱ

樋掛 忠彦 長野県立こころの医療センター院長

教育学 加藤 和之 下條村児童館館長 ﾌｨｼﾞｶﾙｱｾｽﾒﾝﾄ 山内 豊明 名古屋大学大学院教授 

独語 浜 泰子 信大高等教育ｼｽﾃﾑｾﾝﾀｰ非常勤講師 量的研究方法論 萩原 素之 信州大学農学部教授 

数学 二宮 晏 放送大学長野学習ｾﾝﾀｰ所長 ｺﾐｭﾆﾃｨ・ﾃﾞｨﾍﾞﾛｯ

ﾌﾟﾒﾝﾄ論特講

色平 哲郎 佐久総合病院地域医療部地域ケア科医長 

感染学演習 碓井 之雄 東京医療保健大学医療保健学部教授 長 純一 石巻市立病院内科部長 

人間工学 加藤 麻樹 早稲田大学人間科学部准教授 語法特殊講義 滝沢 秀男 高崎経済大学非常勤講師 

経済学 樋口 均 信州大学名誉教授 家族看護論 柳原 清子 金沢大学医薬保健学域保健学類准教授 

法学 成澤 孝人 信州大学経済学部教授 看護理論 阿保 順子 長野県看護大学名誉教授

看護栄養学 志塚ふじ子 長野県短期大学教授 ｺﾝｻﾙﾃｰｼｮﾝ論 大石ふみ子 聖例ｸﾘｽﾄﾌｧｰ大学看護学部教授

医療経済学 今野 宏紀 日本大学スポーツ科学部准教授

英会話演習 北原ｱﾝﾄﾞﾚｱ 信州大学非常勤講師

医事法学 浅村 英樹 信州大学医学部教授

芸術と人間 鷲沢寿美子 ﾋﾟｱﾉ教室「花の会」主宰

長江 朱夏 音楽療法士

人間関係論 原田 慶子 東京純心大学看護学部准教授

運動実技・理論ⅠⅡ，

運動理論，運動理論Ⅱ 杉本 光公 信州大学学術研究院教授

④事務局

事務局長 小口由美

総務課

次長 刈間俊也

専門幹兼課長補佐 竹澤隆幸

主幹 小笠原千寿子

主査 小出誠治

教務・学生課

課長 大日方隆

課長補佐 佐々木剛

主事 栗岡真理子

担当係長保健師 熊谷晶子

図書館
主査学校司書 原 猛

学校司書 堀内みちよ

行政嘱託員

学生支援員 篠原睦美

学生支援員 荒巻詩織

就職支援員 米窪伸一郎

教員の募集・採用状況

教員の募集・採用は、欠員が生じた場合や新たに採用の必要が生じた場合に「長野県看

護大学教員選考基準に関する規程」（以下「規程」という。）及び「長野県看護大学教員選考

基準細則」（以下「細則」という。）等に基づいて、適時実施している。

原則として公募により募集し、教員選考委員会（選考委員は委員会立ち上げの都度学

長が指名）による選考審査を経て、教授会に諮り、採否を決定している。

平成 年度教職員採用状況 （人）

教授 准教授 講師 助教 助手
認定看護師

教育部門
計 学内昇任

－ １ １ １

（１）

１ －

（１）

４ １

（注）上段の（ ）は任期付職員で外書数である（臨任、育休任期付を除く）

（平成 年 月 日現在）

本学の事務組織は、事務局及び附属図書

館で構成されている。事務局は、総務課、

教務・学生課の２課体制で、事務局長以下

職員９名及び嘱託職員３名が配置されてい

る。平成 年までは事務局外に学生支援と

して学生部があり、学生支援課と就職支援

課の２課体制であったが、組織の見直しを

行い、事務局内の教務・学生課として総合

的な支援を行っている。

附属図書館には、図書委員会委員長の教

員が兼務する図書館長と、司書２名（１名

嘱託職員）が配置されている。

事務局職員 
附属

図書館には、図

書委員会委員

長の教員が兼

務する図書館

長と、司書２名

が配置されて

いる。

（平成 年 月 日現在）看護学部非常勤講師 
附属図書館には、

図書委員会委員長の教員

が兼務する図書館長と、司

書２名が配置されている。

大学院非常勤講師 
附属図書館に

は、図書委員会委員長

の教員が兼務する図書

館長と、司書２名が配

置されている。

（平成 年 月 日現在）
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（３）全学委員会

委員会の構成

教授会の下部組織として、委員会組織（常設の委員会 、臨時の委員会 ）を設置し

ており、大学運営上の様々な課題については、委員会で検討のうえ、教授会に諮ること

としている。委員会組織は、助教・助手を含む全教員で構成している。

また、研究科委員会においても、下部組織として教務部会と入試部会の二つの部会組

織を設けている。両部会は、講師以上の職位にあるものによって構成している。

委員会及び部会等の構成員は、次表のとおりである。

１ 教授会委員会等
  

（ 現在）

委員会等 委員長等 委 員 等 事務局

教
授
会

運営委員会 清水学長
安田学部長 渡辺研究科長 北山教授 西垣内教授 刈間次長

坂田教授 内田教授 太田教授 岡田教授 小口事務局長 大日方教学課長

広報･交流委員
会

太田教授
○松本准教授 西村講師 有賀講師 小野塚講師

佐々木課長補佐
那須助教 塩澤（綾）助教 白井助教 熊谷助教 下村助手

教務委員会 安田学部長
○伊藤教授 安東教授 屋良准教授 千葉准教授

栗岡主事
西村講師 柄澤講師 高橋助教 浦野講師

実習委員会 内田教授

伊藤教授 ○安東教授 阿部准教授 千葉准教授

東講師 御子柴講師 上條助教 廣瀬助教 栗岡主事

足立助教 伊藤助手 久保助手 中林助手

入試検討委員会 坂田教授
○北山教授 伊藤教授 井村准教授 竹内准教授

佐々木課長補佐
座馬准教授 有賀講師

図書委員会
紀要委員会

西垣内教授
○宮越准教授 藤原准教授 東講師 柄澤講師

原主査司書
浦野講師 小林助教 佐々木助教 村井助教 白川助手

学生委員会 岡田教授

金子教授 松本准教授 井村准教授 ○藤原准教授 栗岡主事

御子柴講師 長南助教 酒井助教 井出助手 熊谷保健師

田村助手 （就職支援員、学生支援員出席）

ネットワーク推進

委員会
秋山教授 座馬准教授 ○東講師 三浦助教 有賀助教 牛山助手 竹澤専門幹

・ 委員会 安東教授
○西垣内教授 宮越准教授 西村講師 小野塚講師

佐々木課長補佐
島袋助教 曽根助教

倫理委員会 金子教授
太田教授 金子教授 屋良准教授 藤原准教授

小笠原主幹
○竹内准教授 秋山講師 （外部委員）

ハラスメント
防止委員会

喬教授
○内田教授 西村講師 御子柴講師 田中助教

森野助教 刈間次長 大日方教学課長

動物実験委員会 井村准教授 喬教授 ○秋山講師 金子教授 阿部准教授 小笠原主幹

感染症対策委
員会 坂田教授

○安田学部長 内田教授 岡田教授 中畑助教

小口事務局長 大日方教学課長 熊谷保健師

コンソーシアム信

州運営委員会
喬教授 宮越准教授 ○松本准教授 大日方教学課長

評価委員会 清水学長

○安田学部長 ○渡辺研究科長 北山教授 太田教授

大日方教学課長
西垣内教授 喬教授 坂田教授 金子教授

安東教授 内田教授 岡田教授 小口事務局長

秋山講師 井村准教授

人事特別委員会 清水学長 安田学部長 渡辺研究科長 岡田教授 小口事務局長

防災委員会 宮越准教授
安田学部長 岡田教授 ○屋良准教授 浦野講師 柄澤講師

近藤助教 廣瀬助教 小口局長 小出主任 竹澤専門幹

安全衛生委員会 清水学長
東講師 有賀助教 小口事務局長 熊谷保健師

刈間次長 竹澤専門幹

図書館長 西垣内教授

学年顧問
１学年 座馬准教授 御子柴講師 ２学年 藤原准教授 小野塚講師

３学年 有賀講師 島袋助教 ４学年 千葉准教授 秋山講師

「委員等」欄の氏名に○印がある委員が副委員長  
２ 研究科委員会

部 会 部会長 部 会 員 事務局

教務部会 渡辺研究科長
北山教授 ○西垣内教授 坂田教授 岡田教授

大日方教学課長
金子教授

入試部会 北山教授 喬教授 内田教授 岡田教授 ○阿部准教授 佐々木課長補佐
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（４）人事特別委員会

長野県看護大学人事特別委員会設置要綱に基づき、委員会では、教員の処分に関し必

要な事項や、教員の職務遂行に関する事項を審査する。

委員会の構成員は、要綱の規定により学長（委員長）、学部長、研究科長、教務委員長、

学生委員長、事務局長の６名であり、該当案件が生じた場合に活動を行う。

平成 年度は開催していない。

（５）教員業績評価

１）概 要

平成 年度（対象： 年度）からスタートした教員の業績評価は、長野県看護大学

教員として自らの仕事を点検し、よりよい仕事を実践していくために行い、その結果を

翌年度の研究費に反映している。

評価は、「教育活動」、「研究活動」、「社会・地域貢献活動」、「大学運営」の４領域につ

いて行い、教員が活動実績を自己申告し点数化している。また、評価の最後の部分に記

述式の自己評価欄を設け、自己評価の妥当性を高めるため、分野責任者、講座主任によ

る他者評価を行っている。さらに平成 年度からは、分野や講座を横断する形で大学全

体の仕事内容を評価するという観点から、学長による加点を行う仕組みを導入した。

年度の業績評価（対象： 年度）は、看護実践国際研究センターの体制整備などの

状況の変化や、教員からの意見・要望を踏まえ、４領域のウエイトの変更、評価項目の

追加、評価段階の細分化など、内容の大幅な見直しを行った上で実施した。

＜集計結果の概要（対象： 年度）＞

区 分 
評価領域・職位別平均 学長 

加点後 
平均（A） 

最高値 
（B） 

指 数 
(B)/(A) 

 授業時間 

教育 研究 地域 運営 小 計  平均 最高 

教 授 名

准教授（ 名）

講 師 名

助 教 名

助 手 名

２）平成 年度研究費への反映

各職位で、平均 に対する指数値が 以上となった者を研究費の増額対象とした。

（ 名中 名が対象： ％）

教授：２名、准教授：２名、講師：１名、助教：５名、助手：２名

（６）教員人事評価

１）概 要

県が実施している人事評価制度について、地方公務員法等の一部改正に伴い大学教員

も対象とすることになったため、平成 年度から教員人事評価を実施している。この評

価は、教員が教育・研究活動等を遂行するに当たり発揮した能力及び挙げた実績を把握
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し、主体的な業務の遂行及び人材の育成を行うとともに、能力・実績に基づく人事管理

を行うことにより、教育研究等の向上につなげることを目的とする。

＜制度の概要＞

区 分
人事評価

職務遂行力評価 業務評価

概 要 教員に求められる能力や仕事に対する意欲

や姿勢を、日常の行動に照らして評価

期首に自らが業務目標を設定し、中間及

び期末にその目標の達成度により評価

評価方法 職務遂行力評価表により、次のとおり評価を

行う

自己評価

一次評価

二次評価

業務評価シート（目標設定・中間評価・年

間評価）により、次のとおり評価を行う

自己評価

一次評価（評価面談を実施）

二次評価

２）評価結果の活用

評価結果は、査定昇給の際に重要な判断材料として活用した。また、業務評価の結果

は勤勉手当に反映した。

 
（７）健康センター

１）概 要

精神的な問題や不調を抱える人々は増加し、職場におけるメンタルヘルスの維持・増

進は喫緊の課題となっていたため、比較的早期の段階から専門的に関与していく機関とし

て、 年 月に学長直属の機関として「健康センター」を設置し、精神分野の専門看

護師を１人配置して、学生や教職員に対する心の健康相談を実施してきた。その後、職場

におけるメンタルヘルスが改善されたため、 年 月から、相談員は常勤保健師と非常

勤の臨床心理士が担当することとした。

健康センターでは、精神的な問題や不調を抱えている人に対して、治療の必要性の有無を判

断し医療につなげること、また現在、治療を受けている学生や教員の場合は、症状の重症化、

長期化を防ぎ、早期回復に向けた支援を行うことを目的に、次に掲げる業務を実施している。

① 学生・教職員からの相談・指導

② 学年顧問など他の相談窓口からの相談への対応

③ 休学・休職中の人への復学・復職に向けた支援

④ 学内外における心の健康づくりに関すること

２）実 績

＜教員及び学生に対する心の健康相談実績（延べ件数）＞

年 度 学 生 教 員 合 計

２５ ８８ ６０ １４８

２６ ７９ １６ ９５

２７ ５２ ０ ５２

２８ ４０ ０ ４０

２９ ８４ ６ ９０
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① 学生の相談状況

・ 年度の件数は大幅に増加した。年間を通して継続的に関わる学生が増えた。

・前年度中に、特に友人関係で何らかの問題があった学生が、それを抱えたまま新学

期に突入したと思われるケースが数件見受けられた。

・単科大学であるが故の人間関係の狭さに起因するものもあると感じられた。自分の

悩みを表出できず、ストレスをためている例があった。

・こんなはずではなかった、やめたくなってきた、看護職としての自信の喪失などか

らくる「大学をやめたい気持ち」など、理想と現実のギャップなどがストレスになっ

ている学生が見受けられた。

・一般的に発病が多いと思われる思春期世代であるが、家庭や家族関係の問題が、精

神面の不安定さなどに影響を及ぼしていると思われる学生も見受けられる。

・ 年生では、大学入学、初めての一人暮らしなどの新しい環境への不安を感じてい

る学生が多いが、１ヶ月もすれば落ち着いてきて気持ちの切り替えもできる。しかし、

中には学業や生活面に影響が出てしまった学生もいた。

・年度始めに学生が提出する「健康質問票」のメンタル系の項目にチェックが入って

いる学生については、個別面接を実施した。

② 教職員の相談状況

・センター開設以来、 人の教員の精神疾患に対応してきたが、現在、対応が必要な

教員はほとんどおらず、 年度中の相談も数人のみであり、状況の確認や、傾聴する

程度ですんでいる。

３）課題及び今後の展開

健康センターは、本学関係者の精神疾患の改善に大きな成果をあげてきた。今後も引

き続き、学生や教職員に対する相談機能を堅持する必要がある。

しかし、相談者が減少したため、常勤の相談員の配置を終了し、外部機関から相談員

（臨床心理士）を非常勤で雇うことで、必要に応じて心の健康相談が実施可能となるよ

うな新たな体制を整備して、状況を伺っているところである。

第３節 学生の状況

（１）学部

１）入学試験の状況

状況

年の開学以来、学部入学定員は 名で、３年次に 名の編入生を受け入れて

いたが、 年度入学から募集を停止している。選抜試験では、入学者受入方針（ア

ドミッション・ポリシー）に基づく小論文や面接を課して、一般選抜試験、特別選抜

試験を行っている。 
入学試験の過去５年間の状況は、以下のとおりである。 

 
項目／入試実施年度 （ 年度入学） （ 年度入学） （ 年度入学） （ 年度入学） （ 年度入学）

一
般
入
試

志願者

合格者

入学者

入学定員

推
薦
入
試

志願者

合格者

入学者

入学定員
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項目／入試実施年度 （ 年度入学） （ 年度入学） （ 年度入学） （ 年度入学） （ 年度入学）

社
会
人
入
試

志願者

合格者

入学者

入学定員 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名

－ － － － －

編
入
学
試
験

志願者 － － －

合格者 － － －

入学者 － － －

入学定員 募集停止 募集停止 募集停止

－ － －

合

計

志願者

合格者

入学者

入学定員

特別選抜試験

県内の高等学校からの推薦を受けた者及び一定の社会人経験を有する者を対象とす

る選抜である。定員はあわせて 名で、同一の小論文試験と面接を課し、結果を総合

的に評価して選抜を行っている。

① 推薦：県内の高等学校の卒業予定者で｢全体の評定平均値｣が 以上。推薦枠は各

校２名（分校は１名）以内。

② 社会人 平成 年度から受け入れ ：大学入学資格と一定の基準による社会人として

の経験を３年以上有する者。

一般選抜試験

分離分割方式で前期と後期に分けて実施し、定員は前期日程 名、後期日程８名で

ある。大学入試センター試験と小論文試験及び個別面接を課し、結果を総合的に評価

して選抜を行っている。

編入学試験

専門科目（基礎看護学、在宅看護論、成人看護学、老年看護学、小児看護学、母性

看護学、精神看護学）と英語の筆記試験、個別面接を行い、結果を総合的に評価して

選抜を行っていたが、編入生の定員割れが続いたこと等から、平成 年度試験（平成

年度入学）から募集を停止した。

課題及び方策

編入学試験制度の廃止と、それに代わる入学者選抜（募集定員の配分等含む。）につ

いて、入試検討委員会等で検討していく。

２）学年別学生数

状況 
在校生数は、定数の 名に対し同数

となっているが、近年の傾向として卒業

延期生が増加している。 
また、近年男子学生が各学年 ％程度

であったが、平成 年度は 人であった。

県内出身者は全体の で、年によ

り増減しているが、従前に比べその率は、

高まってきている。 

平成29年5月1日 現在 （単位：人）

男 女

１年生

２年生

３年生

４年生

編入１年生

編入２年生

卒業延期生

計

学　部
総　　　数 県内

出身者

県外

出身者
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（２）研究科

１）入学試験の状況

項目／入試実施年度 （ 年度入学） （ 年度入学） （ 年度入学） （ 年度入学） （ 年度入学）

看
護
学
専
攻

博
士
前
期

志願者

合格者

入学者

入学定員

充足率

看
護
学
専
攻

（
博
士
後
期

志願者

合格者

入学者

入学定員

充足率

合

計

志願者

合格者

入学者

入学定員

充足率

２）学年別院生数

（３）学部及び研究科の休学、退学の状況

学部、研究科とも、最終学年での休学が多く、そのうちの一部が退学へとつながって

いる事例がある。

また、修士課程では、体調不良によるほか、仕事の都合による休学が見られる

１ 学部・研究科の退学者数           
                 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

１年 ２年 ３年 ４年 合計 １年 ２年 ３年 ４年 合計 １年 ２年 ３年 ４年 合計

学部 １

研
究
科

修士課程

博士課程

小計

合計

※ 研究科のうち博士後期課程における単位取得退学者は、退学者数に計上していない。

 

                 

  在学生数は、博士前期課程が定数の 32
名に対し、定員割れが続いている。近年

の傾向として、入学生が少なく、休学等

による卒業延期生が増加している。 
また、博士後期課程は、定数 名に対

し定員を上回っているが、休学等により

標準修業年限を超える学生が多い傾向と

なっている。 

平成29年5月1日 現在 （単位：人）

男 女

修士課程

博士課程

計

県内

出身者

県外

出身者
大学院

総　　　数
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２ 学部・研究科の休学者数           
平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

１年 ２年 ３年 ４年 合計 １年 ２年 ３年 ４年 合計 １年 ２年 ３年 ４年 合計

学部

研
究
科

修士課程

博士課程

小計

合計

※ 休学者数のうち、年度を越える休学は各年度毎に計上しているが、年度内の同一人物による複数
の休学は実人数で計上している。
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第２章 年間の活動状況

第１節 学部及び研究科の行事及び教授会活動

（１）１年間の行事

月 日 内 容 月 日 内 容

月 日 水 入学式 月 日 （水） 大学運営協議会

月 日

日

木

金

教務ガイダンス

健康診断
月 日 土 特別選抜入学試験

月 日

日

月

火
新入生オリエンテーション 月 日 木 ※認定看護師教育課程選抜試験

月 日

～ 日

木

木
履修登録期間

月 日

～ 月 日

火

月
冬季休業

月 日 月 前期授業開始 月 日 火 後期授業再開

月 日 月 創立記念日
月 日

日

土

日
大学入試センター試験

月 日 水 ※認定看護師教育課程開講式 月 日 土
博士前期・後期課程二次募集

入学試験

月 日 土 オープンキャンパス 月 日 月 ※認定看護師教育課程修了式

月 日

～ 月 日

土

日
夏季休業

月 日

～ 月 日

土

土
春季休業

月 日

日

土

日
鈴風祭 月 日 日 一般選抜入学試験（前期）

月 日 月 後期授業開始 月 日 土 卒業式・修了式

月 日 土
博士後期課程入学試験

博士前期課程入学試験
月 日 水 一般選抜入学試験（後期）

※は看護実践国際研究センター認定看護師教育部門の行事

   
（２）教授会の活動

回 開催月日 協 議 事 項

月 日 基礎看護学の臨時的任用教員（欠員補充）の採用について

月 日
平成 年度予算状況について
長野県看護大学における競争的資金に係る間接経費の取扱要領について
精神看護学の教員（助教又は助手）の採用について

月 日

退学願について
入学前の既修得単位の認定について
平成 年度入学者選抜に関する要項（案）について
教員の平成 年度の業績評価について
教員の平成 年度の人事評価について
平成 年度長野県看護大学臨床教授（案）について
精神看護学の教員（助教）の採用について（投票）

月 日

基礎看護学の臨時的任用教員（助手）の採用について（審査結果報告）
成人看護学の育休代替任期付き教員（助教又は助手）の採用について
教員の職位昇任申請について
教員の職位昇任について（学長提案）

月 日

平成 年度学生募集要項《一般選抜入学試験》について
平成 年度学生募集要項《推薦入学試験》について
平成 年度学生募集要項《社会人特別選抜試験》について
成人看護学の育休代替任期付き教員（助教）の採用について（審査結果報告）

月 日
職位の昇任申請について（審査結果報告）
学長選考・選挙管理委員会の設置について

月 日

休学願について
臨地実習時に発生した事故への対応について
研究倫理審査申請書の修正について
教員の職位の昇任について（投票）
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成人看護学の臨時的任用教員（欠員補充）の採用について
教員の退職について
成人看護学の教員（助教又は助手）の公募について
長野県看護大学学長選考規程の一部改正について

月 日

退学願について
年度中途で卒業する学生の卒業認定について
平成 年度科目等履修生の選考について
長野県看護大学学部長選考規程の一部改正について
長野県看護教員選考基準細則の一部改正について
学部長・研究科長選考の日程等について
教員の退職について
母性・助産看護学教員の公募について
教員職位昇任について

（教授のみ）学長の業績評価について

月 日 教員の昇任に関する日程について

月 日

学長候補者の信任投票結果について
平成 年度学年暦（案）について
小児看護学の教員（准教授又は講師）の公募について
成人看護学の教員（教授、准教授又は講師）の公募について
精神看護学の任期付教員について
認定看護師教育課程の任期付教員（主任教員、専任教員）の公募について
客員研究員の承認について
学部長候補者選挙管理委員の選挙について

月 日

県内看護職者との共同研究実施要項改正について
教員の休職（期間延長）について
教員の退職について
地域・在宅看護学の教員（助教又は助手）の公募について

月 日
平成 年度推薦・社会人入学試験結果について
成人看護学の教員（助教又は助手）の採用について（投票）

（教授のみ）学長の職務遂行力評価について

月 日

学部長候補者選挙の結果について
母性・助産看護学の教員（助教又は助手）の採用について（投票）
教員の退職について
母性・助産看護学の教員（助教又は助手）の公募について
小児看護学の教員（准教授又は講師）の応募状況及び臨時的任用教員（欠

員補充）の採用について
教員の職位昇任申請について
選択科目の開講時期の変更について

（教授のみ）母性・助産看護学の教員（教授）の採用について（審査結果報告）

月 日
履修規程の改正について
教員の退職について

（教授のみ）母性・助産看護学の教員（教授）の採用について（投票）

月 日

地域・在宅看護学の教員（助教又は助手）の採用について（審査結果報告）
認定看護師教育課程の任期付教員（主任教員、専任教員）の採用について

（審査結果報告）
母性・助産看護学の臨時的任用教員（欠員補充）の採用について

月 日

平成 年度科目等履修生募集要項について

平成 年度県内大学単位互換履修生募集要項について

地域・在宅看護学の教員（助教又は助手）の採用について（投票）

認定看護師教育課程の任期付教員（主任教員、専任教員）の採用について

（投票）

職位の昇任申請について（審査結果報告）
成人看護学の臨時的任用教員（欠員補充）の採用について

月 日

職位の承認申請について（投票）
基礎看護学の臨時的任用教員（欠員補充）の採用について

小児看護学の臨時的任用教員（欠員補充）の採用について（審査結果報告）

平成 年度卒業研究の学生配置について

学生の旧姓使用の取扱要領（案）について

平成 年度教授会等の日程について
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月 日

母性・助産看護学の臨時的任用教員の採用について（審査結果報告）

平成 年度非常勤講師について

平成 年度卒業認定について

休学願について

平成 年度学部入学試験関係日程について

（教授のみ）精神看護学の任期付教員（教授）の採用について（審査結果報告）

臨時 月 日

平成 年度一般選抜入学試験（前期日程）の試験結果について

母性・助産看護学の教員（助教又は助手）の採用について（審査結果報告）

基礎看護学の臨時的任用教員（欠員補充）の採用について（審査結果報告）

月 日

卒業予定者の単位認定について

母性・助産看護学の教員の採用について（投票）

平成 年度教授会等の日程（案）について

平成 年度教授会委員会等の委員選任等について

月 日

退学願について

休学願について

平成 年度単位認定について

看護実践国際研究センター組織・各部門等構成員について

（教授のみ）特別な配慮を必要とする教員について

学長の業務評価について

（３）研究科委員会の活動

回 開催月日 協 議 事 項

月 日 休学願について

月 日
平成 年度大学院博士前期（修士）課程学生募集要項（案）について
平成 年度大学院博士後期（博士）課程学生募集要項（案）について
平成 年度修士論文研究テーマ・論文指導及び審査委員（案）について

月 日
休学願について
平成 年度前期博士論文審査体制について

月 日
平成 年度前期博士論文審査に係る外部審査委員について
高度実践看護師教育課程（ ）「小児看護専攻教育課程」「老年看護専攻

教育課程」の科目と担当教員について

月 日

長野県看護大学大学院研究科長選考規程の一部改正について
（教授のみ）

平成 年度前期博士論文の審査結果報告及び最終試験結果報告について
平成 年度博士後期課程の学位授与について（投票）

月 日

休学願について
平成 年度後期博士論文研究計画書等指導審査体制（案）について
学位規程に関する内規の一部改正について
研究科長候補者選挙管理委員の選挙について

月 日
平成 年度博士前期課程入学試験（二次募集）について
平成 年度博士後期課程入学試験（二次募集）について

月 日 平成 年度博士前期課程入学試験結果について

月 日
休学願について
平成 年度大学院学年歴（案）について

月 日
（教授のみ）平成 年度後期博士論文研究計画書の審査について（審査結果
報告及び投票）

月 日 研究科長候補者選挙の結果について

月 日
平成 年度後期博士論文審査体制（案）について
平成 年度修士論文審査体制（案）について
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月 日 （協議事項なし）

月 日 平成 年度博士後期課程二次募集入学試験結果について

月 日

平成 年度科目履修生募集要項（案）について
平成 年度研究生募集要項（案）について
平成 年度長野県看護大学県内大学単位互換履修生募集要項（案）について
大学院長期履修規程の改正について

月 日

平成 年度大学院入学試験関係日程について
平成 年度博士前期（修士）課程修得単位の認定について
平成 年度修士論文審査結果について
平成 年度博士前期（修士）課程の学位授与について（投票）
長期履修在学期間の短縮について
平成 年度大学院非常勤講師について
平成 年度大学院科目履修対象科目の追加について

月 日

休学願について
研究生の研究期間延長について
博士前期課程の修得単位認定について
博士後期課程の修得単位認定について
平成 年度退職に伴う指導教員の選定について
大学院博士前期課程の受験科目 英語 及び博士後期課程外国人留学生特

別選抜に関する研究科長提案
大学院博士前期課程英語教育プログラムに関する確認事項について

（教授のみ）研究科委員の学内審査について
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第２節 学部の教育活動

（１）カリキュラム

＜必修科目＞ 平成29年度入学生

科 目 期 単位数 時間数 科 目 期 単位数 時間数

生 物 学 前学期 倫 理 学 後学期

化 学 前学期 家 族 社 会 学 後学期

運 動 実 技 ・ 理 論 Ⅰ 前学期 医 療 英 文 読 解 演 習 Ⅰ 後学期

統 計 学 前学期 医 療 英 会 話 の 基 礎 Ⅰ 後学期

英 文 読 解 の 基 礎 前学期 生 化 学 後学期

英 会 話 の 基 礎 前学期 人 体 の 構 造 と 機 能 演 習 後学期

人 体 の 構 造 と 機 能 Ⅰ 前学期 フ ィ ジ カ ル ア セ ス メ ント 後学期

人 体 の 構 造 と 機 能 Ⅱ 前学期 病 理 学 後学期

看 護 学 概 論 前学期 薬 理 学 後学期

基 礎 看 護 方 法 Ⅰ 前学期 病 理 学 演 習 後学期

基 礎 看 護 実 習 Ⅰ 前学期 基 礎 看 護 方 法 Ⅱ 後学期

保健･医療･福祉システム看護論Ⅰ 前学期 人 間 発 達 論 後学期

情 報 処 理 科 学 前学期 人 間 関 係 論 後学期

公 衆 衛 生 学 後学期

保健･医療･福祉システム看護論Ⅱ 後学期

臨 床 心 理 学 前学期 運 動 実 技 ・ 理 論 Ⅱ 後学期

医 療 英 文 読 解 演 習 Ⅱ 前学期 感 染 学 演 習 後学期

医 療 英 会 話 の 基 礎 Ⅱ 前学期 慢 性 期 看 護 方 法 後学期

疾 病 学 Ⅰ 前学期 急 性 期 看 護 概 論 後学期

疾 病 学 Ⅱ 前学期 老 年 看 護 方 法 Ⅰ 後学期

感 染 学 前学期 精 神 看 護 概 論 Ⅱ 後学期

看 護 過 程 の 理 論 と 展 開 前学期 母 性 看 護 方 法 Ⅰ 後学期

慢 性 期 看 護 概 論 前学期 小 児 看 護 概 論 Ⅱ 後学期

老 年 看 護 概 論 前学期 小 児 看 護 方 法 Ⅰ 後学期

精 神 看 護 概 論 Ⅰ 前学期 地 域 看 護 方 法 Ⅰ 後学期

母 性 看 護 概 論 前学期 家 族 援 助 論 後学期

小 児 看 護 概 論 Ⅰ 前学期 在 宅 ケ ア 方 法 Ⅰ 後学期

地 域 看 護 概 論 前学期 多 文 化 共 生 看 護 学 後学期

在 宅 ケ ア 論 前学期 基 礎 看 護 実 習 Ⅱ 後学期

疫 学 前学期

医 療 経 済 学 前学期 災 害 看 護 論 前学期

看 護 栄 養 学 前学期 在 宅 ケ ア 方 法 Ⅱ 前学期

症 状 マ ネ ジ メ ン ト 論 前学期 保 健 統 計 学 前学期

急 性 期 看 護 方 法 前学期 保健･医療･福祉システム看護論Ⅲ 前学期

老 年 看 護 方 法 Ⅱ 前学期 遺 伝 と 人 間 後学期

精 神 看 護 方 法 前学期 看 護 倫 理 後学期

母 性 看 護 方 法 Ⅱ 前学期 看 護 研 究 方 法 後学期

小 児 看 護 方 法 Ⅱ 前学期

地 域 看 護 方 法 Ⅱ 前学期

看 護 管 理 論 前学期 卒 業 研 究 全期

看 護 統 合 実 習 前学期

成 人 看 護 実 習 小 児 看 護 実 習

老 年 看 護 実 習 地 域 看 護 実 習

精 神 看 護 実 習 在 宅 看 護 実 習

母 性 看 護 実 習

必修科目合計

単位数 時間数

２

学

年

３

学

年

４

学

年

３４

学学

年年

１

学

年

小　計（16科目）

小　計（29科目）

小　計（28科目）

小　計（３科目）

小　計（７科目）

83  科 　目

科　　　　目
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＜選択必修科目＞

期 単位数 時間数 科　　　　目 期 単位数 時間数

１年前学期 英 会 話 演 習 ３年前学期

１年後学期 英 語 文 化 研 究 ３年前学期

＜選択科目＞

期 単位数 時間数 科　　　　目 期 単位数 時間数

１年前学期 論 理 学 ３年前学期

１年前学期 運 動 理 論 ３年前学期

１年前学期 助 産 概 論 ３年前学期

１年前学期 国 際 看 護 学 Ⅰ ３年前学期

１年前学期 国 際 看 護 学 Ⅱ ３年前学期

１年前学期 国 際 看 護 実 習 ３年前学期

１年後学期 医 事 法 学 ３年後学期

２年前学期 芸 術 と 人 間 ３年後学期

２年前学期 地 域 母 子 保 健 ３年後学期

２年前学期 仏 語 ４年後学期

２年前学期 看 護 論 ４年後学期

２年後学期 看 護 教 育 論 ４年後学期

２年後学期 エ ン カ ウ ン タ ー ４年後学期

（２）臨地実習

学年

１ 　基礎看護実習Ⅰ

２ 　基礎看護実習Ⅱ

３ 　成人看護実習

　老年看護実習

　精神看護実習

　母性看護実習

　小児看護実習

　地域看護実習

　在宅看護実習

　国際看護実習（選択）

　助産実習実習（選択）

４ 　成人看護実習

　老年看護実習

　精神看護実習

　母性看護実習

　小児看護実習

　地域看護実習

　在宅看護実習

　看護統合実習

　助産実習実習（選択） 9月4日  ～  11月2日

9月25日  ～  12月15日

7月31日  ～  8月10日

5月8日  ～  7月28日

２

7月31日  ～  8月11日

2月12日  ～  3月23日

４

３

２

6月19日  ～  6月23日

9月25日  ～  10月6日

10月10日  ～  10月20日

４

４

３

２

３

４

２

２

単位

１

４

４

２

３

２

経 済 学

人 間 工 学

生 命 倫 理

法 学

科　　目　　名 期　　間

信 州 学

数 の 話 と 教 養 数 学

独 語

生 命 科 学 演 習

哲 学

文 化 人 類 学

科　　　　目

教 育 学

教 育 心 理 学

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 論

心 理 学

社 会 学

科　　　　目
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（３）臨地実習施設

① 病　院

昭和伊南総合病院 駒ヶ根市
基礎看護Ⅰ・Ⅱ、成人看護、在

宅看護、看護統合
こども病院 安曇野市 小児看護、助産

伊那中央病院 伊那市
基礎看護Ⅰ・Ⅱ、母性看護、小

児看護、看護統合、助産
下伊那赤十字病院 松川町 在宅看護

こころの医療センター駒ヶ根 駒ヶ根市 精神看護、在宅看護 飯田市立病院 飯田市 基礎Ⅰ・看護統合

飯田病院 飯田市 精神看護 諏訪赤十字病院 諏訪市 基礎Ⅰ・Ⅱ、看護統合、助産

伊那神経科病院 伊那市 精神看護 諏訪中央病院 茅野市 助産

信州大学医学部附属病院 松本市 精神看護

② 保健・福祉施設

たんぽぽの家 駒ヶ根市 精神看護 はびろの里 伊那市 老年看護

親愛の里シンフォニー 宮田村 精神看護 センテナリアン 高森町 老年看護

コスモスの家 伊那市 精神看護 すずたけ 伊那市 老年看護

はなみずきの郷 飯田市 精神看護 信濃医療福祉センター 下諏訪町 在宅看護

③助産所

おひさま助産院 駒ヶ根市 助産 明生助産院 伊那市 助産

野ノ花助産院 駒ヶ根市 助産 さくらこ助産院 伊那市 助産

幸助産院 駒ヶ根市 助産 助産所ドゥーラえむあい 伊那市 助産

④ 保健福祉事務所

諏訪保健福祉事務所 諏訪市 地域看護 飯田保健福祉事務所 飯田市 地域看護

伊那保健福祉事務所 伊那市 地域看護 木曽保健福祉事務所 木曽町 地域看護

⑤ 市町村

伊那市役所 伊那市 地域看護 南木曽町 南木曽町 地域看護

駒ヶ根市役所 駒ヶ根市 地域看護、母性看護 飯島町 飯島町 地域看護

辰野町役場 辰野町 地域看護

箕輪町役場 箕輪町 地域看護

⑥ 訪問看護ステーション

伊南訪問看護ステーション 駒ヶ根市 在宅看護 訪問看護ステーションふれあい 箕輪町 在宅看護

訪問看護ステーションすずたけ 伊那市 在宅看護 下伊那赤十字訪問看護ステーション 松川町 在宅看護

訪問看護ステーションみどり 箕輪町 在宅看護 円会訪問看護ステーション 高森町 在宅看護

⑦ 学　校

両小野小学校 辰野町 地域看護 箕輪北小学校 箕輪町 地域看護

西箕輪小学校 伊那市 地域看護 西春近南小学校 伊那市 地域看護

宮田小学校 宮田町 地域看護 赤穂中学校 駒ヶ根市 地域看護

新山小学校 伊那市 地域看護 西箕輪中学校 伊那市 地域看護

箕輪西小学校 箕輪町 地域看護 東中学校 駒ヶ根市 地域看護

伊那北小学校 伊那市 地域看護 東部中学校 伊那市 地域看護

赤穂東小学校 駒ヶ根市 地域看護 春富中学校 伊那市 地域看護

赤穂南小学校 駒ヶ根市 地域看護 宮田中学校 宮田村 地域看護

⑧ 保育園

赤穂保育園 駒ヶ根市 小児看護 すずらん保育園 駒ヶ根市 小児看護

飯坂保育園 駒ヶ根市 小児看護 桜ヶ丘保育園 駒ヶ根市 小児看護

北割保育園 駒ヶ根市 小児看護 福岡保育園 駒ヶ根市 小児看護

経塚保育園 駒ヶ根市 小児看護

施　設　名 所在地 科　目 施　設　名 所在地 科　目

施　設　名 所在地 科　目 施　設　名 所在地 科　目

施　設　名 所在地 科　目 施　設　名 所在地 科　目

施　設　名 所在地 科　目 施　設　名 所在地 科　目

施　設　名 所在地 科　目 施　設　名 所在地 科　目

施　設　名 所在地 科　目 施　設　名 所在地 科　目

施　設　名 所在地 科　目 施　設　名 所在地 科　目

施　設　名 科　目所在地 施　設　名 所在地 科　目
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第３節 研究科の教育活動

（１）カリキュラム

１）授業科目

博士前期 修士 課程授業科目（平成 年度入学生）

前学期 後学期 前学期 後学期
★ ○ 看護倫理
★ ○ 看護理論
★ ○ 看護研究法
★ ○ 病態機能学特論Ⅰ
★ ○ 病態機能学特論Ⅱ
★ ○ 病態機能学演習

○ 病態治療学特論Ⅰ
○ 病態治療学特論Ⅱ
○ 病態治療学演習

★ ○ 基礎看護学特論Ⅰ
○ 基礎看護学特論Ⅱ
○ 基礎看護学演習Ⅰ
○ 看護管理学・看護教育学特論Ⅰ
○ 看護管理学・看護教育学特論Ⅱ
○ 看護管理学・看護教育学演習Ⅰ

★ ○ 母性看護学特論Ⅰ
★ ○ 母性看護学特論Ⅱ
★ ○ 母性看護学演習Ⅰ
★ ○ 小児看護学特論Ⅰ
★ ○ 小児看護学特論Ⅱ
★ ○ 小児看護学演習Ⅰ・Ａ
★ ○ 小児看護学演習Ⅰ・Ｂ
★ ○ 小児看護学演習Ⅰ・Ｃ

小児看護学実習
○ 成人看護学特論Ⅰ
○ 成人看護学特論Ⅱ
○ 成人看護学演習Ⅰ

★ ○ 老年看護学特論Ⅰ
★ ○ 老年看護学特論Ⅱ
★ ○ 老年看護学特論Ⅲ

（ ○ 老年看護学演習Ⅰ・Ａ
○ 老年看護学演習Ⅰ・Ｂ

老年看護学演習Ⅰ・Ｃ
老年看護学実習

★ ○ 精神看護学特論Ⅰ
★ ○ 精神看護学特論Ⅱ
★ ○ 精神看護学特論Ⅲ
★ ○ 精神看護学演習Ⅰ・Ａ
★ ○ 精神看護学演習Ⅰ・B
★ 精神看護学演習Ⅰ・Ｃ

精神看護学実習
★ ○ 地域・在宅看護学特論Ⅰ
★ ○ 地域・在宅看護学特論Ⅱ

○ 地域・在宅看護学演習Ⅰ
○ 地域・在宅看護学演習Ⅱ

★ ○ 里山・遠隔看護学特論Ⅰ
★ △ 里山・遠隔看護学特論Ⅱ
★ △ 里山・遠隔看護学特論Ⅲ
★ ○ 里山・遠隔看護学演習Ⅰ
○ 看護学課題研究（論文コース）

看護実践課題研究（専門看護師コース）

看護学原論
フィジカルアセスメント
家族看護論

★ 健康心理学特論
★ 看護心理学
★ 質的研究方法論
★ 環境疫学特講
★ 言語文化特講Ⅰ
★ 保健・医療・福祉ｼｽﾃﾑ看護学特講Ⅰ
★ 量的研究方法論
★ ｺﾐｭﾆﾃｨ・ﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ論特講

語法特殊講義
看護海外研修
看護臨床薬理学

★ 臨床病態学
★ コンサルテーション論

看護管理学
看護教育・援助論

★ 女性と子どもの健康問題と看護
★ 遠隔看護論
★ 国際看護論

★ 遠隔授業対応科目（一部対応科目を含む）

発

達

看

護

学

領

域

必修科目

1年 2年 計

病態機能学分野

看護管理学分野

学年別時間数

(一部集中講義)

精神看護学分野

地域・在宅看護学

分野

病態治療学分野

科目

番号
授業科目

＊

領

　

域

　

別

　

分

　

野

　

専

　

門

　

科

　

目

小児看護学分野

単位数

母性・助産看護学

分野

基礎看護学分野

広

域

看

護

学

領

域

30(集中講義)

　

領

域

基

礎

看

護

学

(一部集中講義)

30(集中講義)

選択必修科目

　

科

学

領

域

看

護

基

礎

里山・遠隔看護学

分野

単

位

）

(一部集中講義)

成人看護学分野

老年看護学分野

共通選択科目

（8単位以上）
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博士後期課程授業科目（平成 年度入学生）

前学期 後学期

基礎看護学特論Ⅲ

基礎看護学演習Ⅱ

看護管理学・看護教育学特論Ⅲ

看護管理学・看護教育学演習Ⅱ

母性看護学特論Ⅲ

母性看護学演習Ⅱ

小児看護学特論Ⅲ

小児看護学演習Ⅱ

成人看護学特論Ⅲ

成人看護学演習Ⅱ

老年看護学特論Ⅳ

老年看護学演習Ⅱ

精神看護学特論Ⅳ

精神看護学演習Ⅱ

地域・在宅看護学特論Ⅲ

地域・在宅看護学演習Ⅲ

★ 里山・遠隔看護学特論Ⅳ

里山・遠隔看護学演習Ⅱ

★ ケアの哲学

健康心理学特講

人類学的研究方法論

感染生物学特論

★ 言語文化特講Ⅱ

健康科学特講

★ 保健・医療・福祉ｼｽﾃﾑ看護学特講Ⅱ

国際看護援助論

生命科学特論

病理病態学特論

★ 現象学的研究方法論

★遠隔授業対応科目

共通選択科目
（4単位以上）

里山・遠隔看護学
分野

領
域
別
分
野
専
門
科
目

（
６
単
位

）

成人看護学分野

老年看護学分野

基
礎
看
護
学
領
域

発
達
看
護
学
領
域

精神看護学分野

地域・在宅看護学
分野

基礎看護学分野

広
域
看
護
学
領
域

看護管理学分野

母性・助産看護学
分野

小児看護学分野

単位数授業科目
科目
番号

時　間　数

計
１年
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第４節 看護実践国際研究センターの活動

（１）概 要

看護実践国際研究センターは国際的視野の涵養を背景に置き、講座や分野などの専門的な

枠を超えた研究実践活動部門として平成 年度に設置された。

活動を推進するため、部門の名称・内容・運営等の見直しを行い、 年度より５つの部門

とした。

年度の活動状況は、看護大学研究集会（平成 年３月 日）で報告された。各部門の

活動の詳細については、別に作成する「看護実践国際研究センター実績報告書」に記載する。

また、平成 年度に岐阜県立大学の 委員会並びに看護研究センター担当者３名が研修の

ため来校し、本学教員との交流を図った。

 

（太田　克矢）
（渡辺みどり）

（西垣内磨留美）

（学　長）

（北山　秋雄）

（内田　雅代）

（安田貴恵子）

（喬　炎）

センター長
（安田貴恵子）

（清水嘉子学長）

副センター長

（安田学部長） （細田　江美）
（渡辺研究科長） （渡辺みどり）

（岡田　実）

長野県看護大学 看護実践国際研究センター 組織図

平成29年４月１日現在　　(　　）内は代表者

災害看護支援ＰＪ （渡辺みどり）

看護地域貢献
活動研究部門

地域貢献チーム 高齢者水中運動講座ＰＪ （太田　克矢）

地域医療介護連携ＩＣＴネット
ワーク（サラス）推進ＰＪ

（北山　秋雄）

終末期看護研究ＰＪ （千葉　真弓）

在宅療養者と家族のための移
行期看護ＰＪ

（安田貴恵子）

子どもと家族への支援ＰＪ （竹内　幸江）

長
野
県
看
護
大
学
　
看
護
実
践
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー

女性の健康づくりＰＪ （阿部　正子）

出前講座チーム

研究審査担当

USF/SMU学術交流PJ （田中 真木）
国際看護・

災害看護活動
研究部門

サモア国立大学学術交流PJ （宮越　幸代）

中国医大/揚州大学学術交流
（　喬　　炎　）

運
営
会
議

外国籍市民の健康支援PJ （宮越　幸代）

カンボジア等(東南アジア地
域)交流PJ

（北山　秋雄）

学外機関
連携部門

看護ユニフィケー
ションチーム

産学官連携チーム

自治体連携チーム

認定看護師
教育部門

認知症看護分野

キャリア形成
支援部門

― 29 ―



看護地域貢献活動研究部門

地域貢献チーム、出前講座チーム、研究審査担当が活動を推進した。

地域貢献チームは、看護職者の教育・支援 、災害看護支援 、高齢者水中運動講座 、地

域医療介護連携 ネットワーク（サラス）推進 、終末期看護研究 、在宅療養者と家族のた

めの移行期看護 、子どもと家族への支援 、女性の健康づくり が、地域住民へのケアの質

や の向上などに貢献する様々な活動を行った。

出前講座チームは平成 年度から本格スタートし、３件の出前講座を実施した。

研究審査担当は、県内看護職者との共同研究や特別研究・課題研究の審査を行った。

国際看護・災害看護活動研究部門

国際看護、災害看護に関する教育研究を支援する拠点として活動した。

学術交流 、サモア国立大学学術交流 、中国医大 揚州大学学術交流 、外国籍市

民の健康 、カンボジア等（東南アジア地域）交流 が、国際交流活動を推進するとともに、

地域との連携を踏まえた防災・災害支援の活動を進めた。

ネパールポカラ医療スタップの視察受け入れや、本学教員が揚州大学医学部看護学院へ訪問す

るなど交流を行った。

学外機関連携部門

看護ユニフィケーションチーム、産学官連携チーム、自治体連携チームが活動を推進した。

本学は、平成 年度に南信地域の４病院との間で「看護連携型ユニフィケーション事業 基

本協定」を締結し、教育連携、相互研修、研究交流を推進しており、 年度は新たに１病院と

協定を締結した。産学官連携チームは、本学の「知の活用」を図り、学外機関との交流を推進

するための窓口として活動しており、共同研究・受託研究の窓口としての活動、「スマート看

護・福祉研究会」での活動、伊那谷アグリイノベーション推進機構との連携による活動等が進

められた。また、学内教職員を対象に、産学官連携を促進するための研修会を開催した。

自治体連携チームは、駒ケ根市との包括連携協定に基づく事業の推進を図るため、駒ケ根市と

のポカラへの母子保健活動支援の協力や少子化対策にかかる事業への協力、地域包括支援センタ

ーと住民の共同活動への支援、災害連携に向けた準備などを行った。

認定看護師教育部門

認定看護師教育課程を開講し、定員 名による認知症看護分野の教育を行った。修了者は

名であり、そのうち県内出身者は９名であった。受講希望者が多いことから、平成 年度

から入試体制を全学組織とした。

キャリア形成支援部門

本学で看護学を修めた卒業生・修了生が、その後も実践を通して大学との交流を継続できる

よう、教育・研究機会の提供、研究活動に係る支援、進学・転職等に係る相談や情報提供など

を行っている。 
学部卒業生１年目に対する支援として「平成 28 年度卒業生あつまれ」を開催すると共に、

卒業生に対する継続した調査研究を行っており、職場の支援体制を報告している。さらに、卒

業生に対するキャリア形成の節目に遭遇する課題を支援するため、平成 28 年度から卒業生相

談窓口を設置している。 
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第３章 教員の研修・研究、社会活動

第１節 研修

（１）国内研修

平成 年度に本学教員が国内で受けた研修は、延べ 件であった（表 ）。

また、この他に を 名が受講し修了した。

（表 ） 本学教員が受けた国内研修（五十音順）

氏 名 開催年月 研修会名 開催場所

東 修
平成 年６月 日本精神保健看護学会 札幌市

平成 年 月 日本精神科救急学会 金沢市

足立美紀
平成 年 月 駒ヶ根市教育委員会アレルギー講演会 駒ヶ根市

平成 年 月 アレルギー大学ベーシックプログラム 静岡市

有賀智也

平成 年４月 第 回国際アルツハイマー病協会国際会議 京都府

平成 年 月
第 回 国際看護セミナー 「アメリカの高齢者における

最善のエンドオブライフ・ケア 緩和ケアの提供」
東京都

平成 年２月
第 回日本フットケア学会年次学術集会「フットケアを深める

足病学とフットケアの団結 」
福岡県

伊藤祐紀子

平成 年７月
北海道医療大学看護福祉学部看護学科同窓会福慧会設立 周年記

念講演「再考～認知症ケアの中にみえる本当の看護を求める」
札幌市

平成 年 月 講演「 の基本と実践応用力」 浜松市

平成 年１月 研究会シンポジウム「 で研究する～その意味と実践～」 東京都

井本英津子
平成 年 月 第 回日本看護科学学会学術集会 仙台市

平成 年３月 平成 年度診療報酬改定説明会 東京都

浦野理香 平成 年２月 第 回日本集中治療医学会学術集会 千葉市

岡田 実
平成 年６月 第 回日本精神保健看護学会学術総会 札幌市

平成 年 月 第 回日本精神科救急学会学術総会 金沢市

小野塚元子

平成 年４月
ハートフォーラム 「認知症 万人 当事者と創る新時代～

世界のトップランナーたちと～
大阪市

平成 年５月 認知症と家族の会研修「認知症の理解と援助」 飯田市

平成 年７月 佐久大学公開講義：「導入演習」プレゼンテーション 佐久市

平成 年９月 第 回京都橘大学高齢者ケア研究会 京都市

平成 年 月 第 回 国際看護セミナー がん看護セミナー 東京都

金子さゆり
平成 年３月 平成 年度診療報酬改定説明会 東京都

平成 年３月 平成 年度介護報酬改定説明会 東京都

上條こずえ

平成 年 月 パワーハラスメントオンライン研修講座

平成 年２月 身体抑制と看護管理 東京都

平成 年３月 初めての論文投稿と査読対応の実際

平成 年３月 平成 年度診療報酬改定説明会 東京都

熊谷理恵

平成 年５月 伊南循環器連携研修会 駒ヶ根市

平成 年６月 セラピーを成り立たせるもの －心理療法の視点から－ 飯田市 
平成 年１月 学会誌における査読に関する研修会 名古屋市 
平成 年２月 臨床試験と遺伝子検査－がん患者に与える影響と看護の役割－ 千葉市 

近藤恵子 平成 年６月 日本地域看護学会第１回研究セミナー「挑戦！教分散構造分析」 東京都
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氏 名 開催年月 研修会名 開催場所

近藤恵子 平成 年１月 ＫＪ法冬季セミナー 東京都

佐々木美果 平成 年７月 第 回神奈川胎児エコー研究会超ベーシック講座 横浜市

下村聡子 平成 年５月 認知症と家族の会研修「認知症の理解と援助」 飯田市

白井 史

平成 年８月 学童・思春期に死を迎える子どもと家族の看護 東京都

平成 年９月 発達障害のある子が大人になったとき 安曇野市

平成 年 月
後天性発達障害の理解とそのケア 環境によって起こった発達障害

について
伊那市

平成 年 月 「愛着の器」モデルによる支援 「愛着」を視点に子どもを支援 千曲市

髙橋百合子 平成 年１月 看護教育モデル・コア・カリキュラム説明会 東京都

髙山陽子

平成 年４月 国際アルツハイマー学会 京都府

平成 年８月 認知症の人と家族の会「認知症の理解と援助」研修 松本市

平成 年 月 第 回長野県看護研究学会 松本市

平成 年 月 日本老年看護学会「 」カリキュラム看護師教育プログラム 東京都

田中真木

平成 年９月 伊那中央病院倫理研修会 伊那市

平成 年１月 看護学士課程教育の質を高めるカリキュラム開発に関する研修会 東京都

平成 年３月
ユマニチュードを学ぼう ～優しさを伝えるケア ユマニチュー

ドの技術～
駒ヶ根市

西村理恵

平成 年７月
長野県看護協会研修会「社会人基礎力の育成～職場環境づくりと

人材育成のために～」
松本市

平成 年７月 日本家族計画協会 受胎調節実地指導員養成講座 東京都

平成 年７月 長野県看護協会研修会 「健康格差対策の進め方」 松本市

平成 年９月 長野県助産師会研修会 「産後ケア事業」 塩尻市

平成 年 月 日本助産師会安全管理研修会 災害対策・医療メディエーション 東京都

平成 年 月
厚生労働省 次世代育成基盤研究事業 公開シンポジウム 「社会的

ハイリスク妊婦の支援によって児童虐待・妊産婦自殺を防ぐ」
東京都

平成 年 月
日本家族計画協会研修会 お母さんと子どもの元気セミナー「日本

に住む外国人母子とその家族への支援とは」
東京都

平成 年 月 日本産婦人科学会研修会 母と子のメンタルヘルスケア 東京都

平成 年 月 日本家族計画協会 指導者のための避妊と性感染症予防セミナー 名古屋市

藤原聡子 平成 年 月 日本医史学会 医史学シンポジウム 東京都 

松本淳子

平成 年６月
厚生文化事業団ハートフォーラム「境界性パーソナリティ障害

―回復は大きならせん階段をのぼっていくようにー」
大阪市

平成 年７月 日本認知症ケア学会 年度認知症ケア上級専門士研修会 大阪市

平成 年８月
厚生文化事業団ハートフォーラム「考えよう新しい『家族』の

形―里親・特別養子縁組はいま―」
大阪市

平成 年９月
厚生文化事業団ハートフォーラム「発達障害の子どもへの理解

と支援―乳幼児期発達障害のサイン―」
大阪市

平成 年９月
日本心理学会第 回大会チュートリアルワークショップ「声を操

る！― にようこそ―」
久留米市

平成 年９月
日本心理学会第 回大会チュートリアルワークショップ「マイン

ドフルネストレーニングの実践方法」
久留米市

平成 年 月

日本教育心理学会第 回総会研究委員会企画チュートリアルセミ

ナー「統計モデルの違いを理解する―一般線形モデル・一般化線形

モデル・階層線形モデル・階層的重回帰モデル―」

名古屋市

平成 年 月
日本臨床心理士会平成 年度定例研修会 （東京）第 回障害の

理解と支援に関する総合研修会（ ）
東京都

平成 年 月
日本臨床心理士会平成 年度定例研修会 （東京）第 回障害の

理解と支援に関する総合研修会（ ）
東京都
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氏 名 開催年月 研修会名 開催場所

松本淳子

平成 年 月
日本音楽知覚認知学会平成 年度秋季研究発表会チュートリアル

「いまさら聞けない 実験の注意点」
松江市

平成 年 月
第 回大阪市「認知症」医療・福祉専門職研修 認知症に取り組む

『ダメ！と言わないケアを探る―前頭側頭葉変性症など―』
大阪市

御子柴裕子

平成 年６月

後日 受講

第 回 セミナー 社会への貢献を組み立て実装する看護学

研究
東京都

平成 年７月 第 回アルプス会総会講演会 私が一番受けたいココロの授業 松本市

宮越幸代

平成 年７月 国際協力機構；国際緊急援助隊医療チーム「中級研修」 東京都

平成 年 月
法人災害看護支援機構 災害看護セミナー「災害関連死と看護

ケア」
高松市

平成 年 月 長野県看護協会「災害支援ナース」フォローアップ研修 松本市

平成 年 月 日本集団災害医学会主催「 大量殺傷型テロ対応セミナー」 大阪大学

平成 年１月 国際協力機構主催 安全対策研修「講義編「「実技編」 東京都

平成 年１月
筑波大学エクステンションプログラム「看護管理職の惨事ストレス

研修」
東京都

屋良朝彦

平成 年７月 公開講演会「相模原市津久井やまゆり園殺傷事件を振り返る」 立教大学

平成 年 月 事業マネジメント研修「実用編」

駒ヶ根青

年海外協力隊

訓練所

平成 年 月 第 8 回あいちリカバリー＆地域支援ネットワーク交流会 名古屋市

平成 年１月 きらりの集い 沖縄 那覇市

（２）国外研修

平成 年度に本学教員が国外で受けた研修は、１件であった。

氏名 開催年月 研修会名 開催場所

森野貴輝 平成 年２月 年度 看護海外研修／交流プロジェクト ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ

第２節 研究活動

（１）助成金による研究活動

① 文部科学省及び日本学術振興会が所管する科学研究費による研究

平成 年度に科学研究費助成事業の助成を受けて行った研究は 件であった。

継続研究は 件、新規の研究は８件であった｡（表２･３）

（表２）平成 年度科学研究費助成事業の採択等の状況

新 規・継 続 左記のうち新規 補助金額

千円応募件数 採択件数 採択率 応募件数 採択件数 採択率

本学応募採択分① ４３ ２５ ％ ２６ ８ ％

転出分② １ ０

転入分③ ０ ０

本学執行分①－②＋③ ２４ ８
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（表３）平成 年度に科学研究費助成事業の助成を受けて行った本学の研究

研究種目 研究代表者 研究期間 研究課題名

基盤研究 北山秋雄 平成 ～ 年度
地方小都市における最先端ＩＴを用いた認知症トータルケアネットワー

クシステムの構築

基盤研究

内田雅代 平成 ～ 年度
小児がん看護の標準化を目指した「ガイドライン」の臨床活用の検討

とケアモデルの開発

渡辺みどり 平成 ～ 年度
認知症トータルケアプログラムを適用した地域横断的看護力向上シス

テム

基盤研究

有賀美恵子 平成 ～ 年度
精神疾患が疑われる高校生に対処する養護教諭への支援－早期介

入と医療との連携－

安東由佳子 平成 ～ 年度
看護学生のキャリア教育につながるマインドフルネスを活用したストレ

ス対処力育成

佐々木美果 平成 ～ 年度
未就学児を持つシングルマザーの育児及び健康支援に向けた包括

的アプローチの検討

清水嘉子 平成 ～ 年度 家族の再構築を促す育児期支援プランの検討

田中真木 平成 ～ 年度
日本の基礎看護教育における倫理的感受性育成プログラム開発 ア

ジア諸国の比較研究

安田貴恵子 平成 ～ 年度
認知症ケア初動期の集中支援システムが予防機能を発揮するための

マネジメント指針

金子さゆり 平成 ～ 年度
看護管理者のコンピテンシー獲得メカニズムの解明と組織的人材育

成に関する研究

柄澤邦江 平成 ～ 年度
がん終末期独居高齢者の在宅看取りを可能とするための訪問看護の

実践と医療・介護連携

曽根千賀子 平成 ～ 年度 認知症看護の自己点検評価法の開発および活用法の検討

那須 裕 平成 ～ 年度
中山間地域において１６年間継続してきた高齢者水中運動講座の効

果の縦断的検証

西垣内磨留美 平成 ～ 年度 看護系大学院生のための英文要約作成支援アプリの検討と開発

屋良朝彦 平成 ～ 年度 応用倫理学における精神医療倫理と合意形成

阿部正子 平成 ～ 年度
生殖医療に携わる看護師の実践能力開発とキャリア形成支援に関す

る研究

太田克矢 平成 ～ 年度 看護学科新入生への理科的基礎知識の教授方法の開発

塩澤綾乃 平成 ～ 年度 入院中の乳児に付き添う母親の母乳育児支援プログラムの実施と評価

千葉真弓 平成 ～ 年度 認知症看護の質評価尺度の開発と臨床適用の検討

松本淳子 平成 ～ 年度 快適な病棟のための音環境デザイン

挑戦的萌芽研究 有賀智也 平成 ～ 年度
矯正施設で高齢受刑者に携わる看護師が抱える困難感の解明と対

処方略の検討

若手研究 足立美紀 平成 ～ 年度
食物アレルギーを有する学童・思春期の子どもの自己管理への支援

の検討

若手研究

高橋百合子 平成 ～ 年度
慢性疾患をもつ子どもと家族に関わる外来看護師への教育支援プロ

グラムの作成と評価

熊谷理恵 平成 ～ 年度
がん臨床試験に参加する再発・進行がん患者の意思決定を支援する

看護プログラムの開発

② 長野県看護大学特別研究費による研究
平成 年度に長野県看護大学特別研究費で行った研究は、 件であった。（表４）
継続研究は８件、新規の研究は４件であった。
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（表４）平成 年度に長野県看護大学特別研究費で行った研究

研究代表者 研究期間 研究課題名

秋山 剛 平成 ～ 年度 長野県の里親が養育上抱える問題とその社会的支援についての研究

西村理恵 平成 ～ 年度 臨床助産師による助産学生の助産実践能力の査定と教育的支援

松本淳子 平成 ～ 年度 病棟における音楽療法の実践と効果

北山秋雄 平成 ～ 年度 駒ヶ根市における先端的ＩＣＴを用いた特定健診データ等の活用に関する

研究 

岡田 実 平成 ～ 年度
によるセミナーを通じて精神科熟練看護師のリーダーシップを促すプ

ログラムの開発とその評価

東 修 平成 ～ 年度
を活用し看護研究支援プログラムを「エアリーチ」方式によって提供

する実験的試みとその評価

安田貴恵子 平成 ～ 年度 新任保健師の実践能力を高める支援方法に関する研究

牛山陽介 平成 ～ 年度 火山災害時の死傷者ケアに必要な看護技術と知識の検討

安東由佳子 平成 ～ 年度 パーキンソン病患者におけるうつ発症のリスク要因に関する縦断研究

喬 炎 平成 年度 ガラス板圧診法による褥瘡の早期診断法の科学的検証

安東由佳子 平成 ～ 年度 長野県看護大学の教育の質評価に関する研究

近藤恵子 平成 ～ 年度 主体的に行動できる学生を育成するための看護教員と実習指導者のあり方

の検討

③ 県内看護職者との共同研究
平成 年度に県内看護職者との共同研究費で行った研究は７件であった。（表５）
継続研究は４件、新規の研究は３件であった。
（表５）平成 年度に県内看護職者との共同研究費補助金を受けて行った研究

研究代表者 研究期間 研究課題名
担当教員

（代表）

荻原香瑞誉（安曇野赤十

字病院）
平成 ～ 年度

社会人経験を有する新人看護師の職場適応を促す

看護師長の支援
渡辺みどり

前田美香子（伊那中央病

院）
平成 ～ 年度

慢性心不全患者の療養生活支援に向けた訪問看護

師と病棟看護師が必要とする情報の捉え方

曽根千賀子

伊藤佑季

永島美典（東御市健康福

祉部）
平成 ～ 年度

ソーシャル・キャピタル低地域で見られる共通要

因の特定及び地域ネットワーク活性化への検討

－定性的手法による地域比較－

安田貴恵子

御子柴裕子

杉浦恵子（松本短期大学

看護学科）
平成 ～ 年度

長野県における周産期医療体制改善に向けた助産

師の活用の検討
西村理恵

木下智津子（上伊那生協

病院）
平成 ～ 年度

在日ブラジル人学校生徒の健康の実態と多職種連

携による健康推進支援の取り組み
宮越幸代

太田美緒（昭和伊南総合

病院）

平成 ～ 年度 
外来看護職は要支援者を見つけ出せるか 高橋百合子

花岡佳子（伊那中央病院）
平成 ～ 年度 中堅看護師から中間管理者への役割移行の明確化

および中間管理者育成プログラムの開発
金子さゆり

④ その他助成金による研究
平成 年度にその他の助成金を受けて行った研究は４件であった。（表６）
（表６）平成 年度にその他の助成金を受けて行った研究

助成金名称 研究代表者 研究期間 研究課題名

共同研究費 喬 炎 平成 ～ 年度
幹細胞培養液の創部投与による早期褥瘡の早期治療

の試み

共同研究費 喬 炎 平成 ～ 年度
セルロース誘導体液晶エラストマーを用いた褥瘡早

期診断法と診断装置の開発
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長野県科学振

興会助成金
島袋 梢 平成 ～ 年度

日本に分布する感染症媒介蚊ヒトスジシマカの産卵

行動と光環境の影 （前年度からの繰越分 円）

宇流麻学術研

究助成基金
島袋 梢 平成 ～ 年度

感染症媒介蚊のヒト可視光領域外の光波長による行

動抑制効果の検討 （前年度からの繰越分 円）

（２）分野の研究活動

分野 研究題名 研 究 内 容 

母
性
・
助
産

看
護
学
分
野

性感染症予防に関する
セミナー受講後の本学
大学生への調査

年の女性の健康プロジェクト「性感染症について」（鈴風祭
長野県在住大学訪問の高校生 大学生向けセミナー）で、アンケ
ートにより、セミナー終了後の性感染症にたいする大学生の意識
について調査した。その結果、セミナーを受講した本学大学生は、
性感染症の知識を深め、自分自身やパートナーの健康について考
える機会となっており、若者への性教育に効果的であることを示
していた。今後は各年代に応じたプログラムを開発し、性感染症
予防を含む女性の健康支援のための活動を検討したいと考える。

成
人
看
護
学
分
野

在宅パーキンソン病患
者が療養生活を継続し
ていくための疾病自己
管理方略に関する研究 

本研究は、成人期にある在宅パーキンソン病患者（ 患者）が
を維持しながら療養生活を継続していくための疾病自己管

理方略を明らかにすることを目的としている。 に影響を及ぼ
す変数は、疾病自己管理行動の中の「好きなこと、楽しいことの
継続」、「楽観的に考える」であった。人生や生活へのポジティブ
な思考や行動が、 に影響を及ぼすことが示され、趣味や生き
がいをもちながら、楽観的に思考する等の疾病自己管理方略が、
在宅 患者には重要であることが示唆された。 

看護学生のストレス対
処力育成に関する研究
（科学研究費活用） 

本研究は，青年期にある看護学生のストレスに関する研究であ
り，マインドフルネスによるストレス対処力育成の効果（心身へ
の影響およびキャリア発達へ及ぼす影響）を検討することを目的
としている．今年度は，文献検討により，ストレス対処力育成プ
ログラムの枠組みと内容を検討した． 

一般病棟における看護
師のせん妄ケアの実施
状況と困難感 

一般病棟に勤務する看護師のせん妄ケアの実施状況と困難感に
ついて，病棟による違いを検討した．せん妄ケアの実施状況では、

項目中全項目において内科系病棟より外科系病棟の方が，せ
ん妄ケア実施頻度が高い傾向であった． 

老
年
看
護
学
分
野

病棟看護師が医療観察
下にある高齢対象者に
行っている対応とその
困難 

「病棟看護師が医療観察下にある高齢対象者に行っている対応
とその困難」を表題として，医療観察法病棟で労働に従事する看
護師へ行ったインタビュー調査を行い、質的帰納的に分析し、成
果発表として 第 回日本看護福祉学会学術大会で発表した。 

History of the Society 
for Elderly Care and 
Nursing in Japan 

当分野と認知症認定看護師修了生、現場の看護職とともに行って
いる高齢者ケア研究会のあゆみについて第 32 回国際アルツハイ
マー病協会国際会議で発表した. 

病院における看護師の
認知症ケアのチェック
リストの開発 

病院における看護職を対象に認知症ケアに関する振り返りのチ
ェックリストを作成するための調査の実施・統計解析し、第
回国際アルツハイマー学会と ＆ 国際看護研究学会に発
表した。また、研究成果が
に論文として掲載された。

老年看護学領域に関わ
る災害看護研究の現状
と今後の課題に関する
研究概観 

老年看護学領域に関われる災害看護の研究動向を把握し今後の
調査研究ニーズの検討資料にすることを目的とし、過去 年間
の国内外の文献を検討した。災害の種類フェイズ別に高齢者の健
康課題と支援方法、課題を明らかにした。 
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（３）その他研究活動
助成金を受けて行った研究活動以外の本学の研究活動については、以下のとおり。

① 著書・翻訳 五十音順）

氏 名 内 容

東 修 東修 精神医療の危機 その背景と新たな道 紹介文 大塚淳子 犬飼直子 精神医療

批評社 東京

井村俊義 井村俊義 模倣と他者性 感覚における特有の歴史 水声社 神

奈川

坂田憲昭 坂井建雄 総監訳 大久保暢子 工藤宏幸 安西なつめ 坂田憲昭 ヒューマ

ンボディ からだがわかる解剖生理学 原著第 版 エルゼビア・ジャパン 東京

座馬耕一郎 

座馬耕一郎 寄生虫との関わり 辻大和 中川尚史 日本のサル 哺乳類学としてのニホンザル研

究 – 東京大学出版会 東京

石川新一 岩田有史 座馬耕一郎 水町衣里 アイデアをかたちに 人類進化ベッドはこうしてで

きた 大阪大学 デザインセンター 対話で創るこれからの『大学』 – 大阪大学出版会 大阪

屋良朝彦 屋良朝彦 『世界の散文』－－〈真理〉と表現という問題系の射程 松葉祥一 本郷均 廣瀬浩司

編 メルロ＝ポンティ読本 法政大学出版 東京

分野 研究題名 研 究 内 容 

精
神
看
護
学
分
野

オンラインミーティン
グによるセミナーを通
じて精神科熟練看護師
のリーダーシップを育
成するプログラムの実
施と評価 

精神科病院の看護部長から推薦を受けた熟練看護師 ～ 名を対
象に， 冊の文献を指定し，各自宅と大学間で年間 回のセッ
ション（ 回 時間）をオンラインミーティングで実施し，この
プログラム修了者に修了証書とネームプレートを進呈した．昨年
度は 名終了し，これまでの カ年で 名が修了している．修了
者は引き続き，オンラインミーティングによる年間 回のセッ
ションを活用し， 冊の指定文献を一緒に熟読する文献抄読会に
移行し，学習を継続しつつ人材育成を図り，職場において熟練看
護師としての役割の発揮を促して現在に至る． 

オンラインミーティン
グを活用した看護研究
支援プログラムを「エ
アリーチ」方式で実施
するプログラムの実施
と評価 

医療機関の看護部との連携に基づいて，勤務時間中の 時間をオ
ンラインミーティングで繋ぎ，年間 回のセッションを行い，
研究動機，研究目的，研究方法，データの収集および分析結果，
考察，臨床現場への寄与，院内発表，学会発表までの一連の流れ
を支援するプログラムである．昨年度は 施設と連携し グルー
プの研究課題を支援して現在に至る．

オンラインミーティン
グを活用した医療機関
へのコンサルテーショ
ンの提供と評価 

人材育成セミナーや看護研究支援という定型的なセッションで
はなく，職場での看護実践上の課題や問題点ついて，勤務時間中
の 時間をオンラインミーティングで繋いでディスカッション
を行うことで，日々の看護実践の質を高めるいくつかのヒントを
提供している．昨年度は， 施設と連携し， つの看護師グルー
プ（延 名）にコンサルテーションを実施して現在に至る．職場
の課題や問題解決を期待されている．

オンラインミーティン
グによる大学‐臨床現
場間の抄読会を通じた
相互学習の実施と評価 

上記のリーダーシップ育成プログラム，看護研究支援，コンサル
テーションを通じて得られた施設との繋がりを背景に，勤務時間
内 時間あるいは勤務時間外の 時間を通じて， 冊の文献を年
間 回のセッションを通じて熟読し，その内容に基づいてディ
スカッションを実施している．昨年度は 冊の文献毎に グルー
プ延 名の参加がした．教育現場と医療現場の最新情報交換の場
でもあり，息長く活動を継続し現在に至る．

地
域
・
在
宅 

看
護
学
分
野

新任期保健師の実践能
力を高める支援方法に
関する研究 

長野県内市町村の新任期保健師を対象に、活動経験の実態、実践
能力育成につながった経験等について質問紙調査を行い、その結
果を県内の保健師人材育成検討会議で報告した。特別研究Ａの研
究費を得て行った。
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② 論文 五十音順）

氏 名 内 容

秋山 剛

–

有賀美恵子
竹内幸江 安田貴恵子 有賀美恵子 酒井久美子 長野県看護大学看護学部卒業生の動向調

査‐ 期生 年度卒業 から 期生 年度卒業 までの調査 長野県看護大学紀要

安東由佳子

曽我部美恵子 大原良子 安東由佳子 大学生の看護臨地実習における認識の特徴～日本語

版実践力上昇尺度を用いた他大学生との関連～ 関西看護医療大学紀要

馬場美幸 安東由佳子 看護学生における臨地実習への取り組みに対する積極性に関連する要

因の検討 日本看護福祉学会

小野塚元子
田中真佐恵、北村隆子、小野塚元子 特別養護老人ホームに勤務する看護師の看護実践におけ

る生活の視点 日本看護福祉学会誌

柄澤邦江

柄澤邦江 研究代表者 清水美穂子 伊藤みほ子 安田貴恵子 中林明子 大石ふみ子 緩和

ケア外来に通院するがん患者の地域緩和ケアに関する認識ー地域緩和ケアの充実を図る上での課題 長

野県看護大学紀要

柄澤邦江 研究代表者 安田貴恵子 中林明子 伊藤みほ子 高橋光子 訪問看護における在

宅感染予防の実践状況と実践できないケアの理由 日本赤十字看護学会誌

近藤恵子
近藤恵子 小林たつ子 複数患者受け持ちに関する学生の学びと困難をふまえた統合実習指導

の課題 長野県看護大学紀要

酒井久美子
竹内幸江 安田貴恵子 有賀美恵子 酒井久美子 長野県看護大学看護学部卒業生の動向調

査ー 期生 年度卒業 から 期生 年度卒業 までの調査 長野県看護大学紀要

佐々木美果
中垣明美 稲見崇孝 佐々木美果 馬場礼三 妊婦水泳中に胎児徐脈をきたした一事例 日本

臨床スポーツ医学会誌

喬 炎

常淑文 三浦大志 北山秋雄 一志歩乃加 梁景岩 陳斉紅 束余声 喬 炎 八仙逍遥湯対大

鼠圧力損傷的予防和治療効果 中国語 中華現代護理雑誌

常淑文 袁 媛 廖月霞 藤原聡子 王艶薇 北山秋雄 田村かおり 寘英茹 喬 炎 浅析中日

所高校高等護理教育差異及日本護士継続教育的特点 中国実用護理雑誌

常淑文 喬 炎 束余声 早期圧瘡的診断和治療新進展 中国語 護理研究

袁 媛 常淑文 王艶薇 呉洪海 北山秋雄 喬 炎 梁景岩 中日両国学校護理専業解剖学教

学比較 中国語 解剖学研究

髙橋百合子
穂高幸枝、内田雅代、髙橋百合子 他職種との連携・協働における看護師の困難と対処－より良い

連携・協働にむけて－ 第 回日本看護学会論文集 看護管理

田中真木
アン・ ・デービス著 聞き取り・翻訳 多賀谷昭、田中真木 看護倫理への

旅 長野県看護大学紀要

藤原聡子
常淑文・袁媛・廖月霞・藤原聡子・王艶薇・北山秋雄・田村かおり・喬炎 浅析中日 所高校高等護

理教育差異及日本護士継続教育的特点 中国実用護理雑誌

三浦大志

；

安田貴恵子
柄澤邦江 安田貴恵子 中林明子 伊藤みほ子 高橋光子 訪問看護における在宅感染予防の

実践状況と実践できないケアの理由 日本赤十字看護学会誌 第 巻 号
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氏 名 内 容

安田貴恵子

柄澤邦江 清水美穂子 伊藤みほ子 安田貴恵子 中林明子 大石ふみこ 緩和ケア外来に通

院するがん患者の地域緩和ケアに関する認識ー地域緩和ケアの充実を図る上での課題 長野県看護大

学紀要

竹内幸江 安田貴恵子 有賀美恵子 酒井久美子 長野県看護大学学部卒業生の動向調査ー

期生 年度卒業 から 期生 年度卒業 までの調査 長野県看護大学紀要

田村須賀子 山﨑洋子 時田礼子 安田貴恵子 学士課程の講義・演習における「保健師の家庭訪

問」の教育内容・方法の特徴 保健師ジャーナル

渡辺みどり
藤野あゆみ 渡辺みどり 看護職の倫理的感受性に関する研究動向と課題 日本看護福祉学会

誌

③ 学会発表 五十音順）
氏 名 内 容

秋山 剛

秋山剛 専門里親のライフ・ストーリー 長野県看護大学研究集会 駒ヶ根市

秋山剛 竹内幸江 柄澤邦江 北山秋雄 専門里親のライフストーリー 長野県看護大学研究集会

駒ヶ根市

東 修

東修 黒川めぐみ 田中順子 大蔵真理 精神科看護師が患者から向精神薬の副作用の説明を求めら

れた時に感じている困難と対応方法 第 回精神科救急学会学術集会 金沢市

東修 岡田実 有賀美恵子 長南幸恵 森野貴輝 塩澤実香 北山秋雄 秋山剛 を活用し

た看護研究支援プログラムを「エアリーチ」方式によって提供する実験的試みとその評価 平成 年度長

野県看護大学研修集会 口頭発表 駒ケ根市

岡田実 東修 有賀美恵子 長南幸恵 森野貴輝 北山秋雄 秋山剛 によるセミナーを通じ

て精神科熟練看護師のリーダーシップを促すプログラムの開発とその評価 平成 年度長野県看護大学

研修集会 口頭発表 駒ケ根市

足立美紀

足立美紀 内田雅代 髙橋百合子 白井史 竹内幸江 食物アレルギーの子どもや家族に対する保育

士の対応の実際 第 回日本小児保健協会学術集会 大阪府

足立美紀 内田雅代 髙橋百合子 白井史 竹内幸江 保育園における食物アレルギーの子ども 家族

への対応の実際 第 回日本小児保健協会学術集会 大阪府

髙橋百合子 内田雅代 白井史 足立美紀 竹内幸江 慢性疾患をもつ子どもと家族に関わる小児科外

来看護師への教育支援プログラムの評価 日本小児看護学会第 回学術集会 京都市

Nonaka5 , J. Ogawa , M. Mori: How Hospital Environment Influences Children’s Cancer Nursing in Japan. 

有賀智也

有賀智也 渡辺みどり 太田克矢 千葉真弓 曽根千賀子 江頭有夏 細田江美 バランス維持機能と

健康関連 および抑うつの関係 日本看護福祉学会 奈良県広陵町

有賀美恵子
有賀美恵子 精神疾患が疑われる高校生と家族を支える養護教諭の支援‐専門多職種と連携支援をすす

めるための工夫‐ 第 回日本看護科学学会学術集会 仙台市

安東由佳子

Nursing Students’ Sense of Belongingness During the Clinical. The 2nd Asia

安東由佳子 植木美乃 山脇健盛 饗場郁子 齋藤由扶子 犬飼晃 阿部朱美 松川則之 小林敏生

在宅パーキンソン病患者の抑うつ および の関連 第 回日本健康学会 沖縄

井出彩織
井出彩織 阿部正子 初めて子どもをもつ妊娠末期の夫婦にみられる相互作用～親密さの視点からみた

夫婦 組の語りより～ 第 回長野県母子衛生学会 松本市

伊藤佑季

熊谷理恵 浦野理香 伊藤佑季 牛山陽介 安東由佳子 一般病棟看護師のせん妄ケアの実施状況と

困難感 第 報 臨床経験年数による比較 第 回日本看護福祉学会 佐賀市

前田美香子 伊藤佑季 慢性心不全患者の療養生活支援に向けた訪問看護師と病棟看護師が必要とす

る情報の捉え方 第 回日本循環器看護学会 徳島市
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氏 名 内 容

伊藤祐紀子

近藤恵子，田中真木，田村かおり，井本英津子，小林由美子，那須淳子，上條こずえ，伊藤祐紀子：主体

的に行動できる学生を育成するための看護教員と実習指導者の連携・協働に関する研究の動向と課題，

長野県看護大学研究集会 駒ヶ根市

岡田 実

東修 岡田実 有賀美恵子 長南幸恵 森野貴輝 塩澤実香 北山秋雄 秋山剛 を活用し

た看護研究支援プログラムを「エアリーチ」方式によって提供する実験的試みとその評価 平成 年度長

野県看護大学研修集会 口頭発表 駒ケ根市

岡田実 東修 有賀美恵子 長南幸恵 森野貴輝 北山秋雄 秋山剛 によるセミナーを通じ

て精神科熟練看護師のリーダーシップを促すプログラムの開発とその評価 平成 年度長野県看護大学

研修集会 口頭発表 駒ケ根市

小野塚元子

小野塚元子、家根明子

第 回国際アルツハイマー病協会国際会議 京都市

家根明子、小野塚元子

第 回国際アルツハイマー病協会国際会議 京都市

小野塚元子、家根明子 認知症初期集中支援におけるチームのかかわりの特徴と課題 第 回日本在宅

看護学会学術集会 甲府市

家根明子、小野塚元子、長瀬雅子 認知症初期集中支援チームにおけるチーム員個々の役割と特徴

第 回日本看護科学学会学術集会 仙台市

金子さゆり

金子さゆり、川﨑つま子、松浦正子、ウィリアムソン彰子、平岡翠、鈴江智恵、伊藤てる子、真下綾子、近藤

恵子 看護管理者のキーコンピテンシーとコンピテンシー獲得モデルの構築 第 回日本看護管理学会

学術集会 横浜

吉松由子、金子さゆり 看護師の自己教育力の向上に資する看護管理者の支援尺度の開発 第 回日

本看護管理学会学術集会 横浜

井本英津子、金子さゆり 看護教員経験年数による看護教員の能力への関連 第 回日本看護学教育

学会学術集会 沖縄

吉松由子、金子さゆり 成人学習を基盤とする看護師の自己教育力測定尺度の開発 第 回日本看護

科学学会学術集会 仙台

井本英津子、金子さゆり 年課程看護師養成所に勤務する看護教員の能力向上に影響する職場サポー

トの検討 第 回日本看護科学学会学術集会 仙台

吉岡詠美、金子さゆり 基礎教育と継続教育における倫理的判断能力の獲得レベルと倫理教育の現状

第 回日本看護科学学会学術集会 仙台

熊谷理恵

熊谷理恵 浦野理香 伊藤佑季 牛山陽介 安東由佳子 一般病棟看護師のせん妄ケアの実施状況と

困難感 第 報 日本看護福祉学会 佐賀市

渡辺まゆ美 熊谷理恵 術後乳がん患者における放射線性皮膚炎への対処行動 －放射線治療終了直

後から次回外来受診時までに着目して－ 日本がん看護学会 千葉市

近藤恵子

金子さゆり 川崎つま子 松浦正子 ウィリアムソン彰子 平岡翠 鈴江智恵 伊藤てる子 真下綾子 近

藤恵子 看護管理者のキーコンピテンシーとコンピテンシー獲得モデルの構築 第 回日本看護管理学

会 横浜

近藤恵子 田嶋紀子 白鳥さつき 大石ふみ子 放射線診療に従事する看護師の職業被ばく対策に関

する研究 第 回日本放射線看護学会 名古屋

大石ふみ子 白鳥さつき 田嶋紀子 近藤恵子 伊藤眞由美 放射線診療に携わる看護師の職業被ばく

についての考え 第 回日本放射線看護学会 名古屋

近藤恵子，田中真木，田村かおり，井本英津子，小林由美子，那須淳子，上條こずえ，伊藤祐紀子：主体

的に行動できる学生を育成するための看護教員と実習指導者の連携・協働に関する研究の動向と課題，

長野県看護大学研究集会 駒ヶ根市

酒井久美子

安田貴恵子 田村須賀子 村井ふみ 御子柴裕子 酒井久美子 下村聡子 春山早苗 山﨑洋子 地

域における認知症ケアの推進に関わる保健師の活動 自治体保健師による実践報告の分析 第 回日本

公衆衛生看護学会学術集会 大阪市

座馬耕一郎

中村美知夫 保坂和彦 伊藤詞子 松本卓也 松阪崇久 仲澤伸子 西江仁徳 島田将喜 高畑由起

夫 山上昌紘 座馬耕一郎 野生チンパンジーの対峙的屍肉食 同所的肉食動物との関係に着目して

第 回日本人類学会大会 東京

重田眞義 座馬耕一郎 相原進 私たちはどのような格好で眠っているか「人類進化ベッド®」使用時の寝

姿勢 生態人類学会第 回研究大会 南城市
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氏 名 内 容

島袋 梢

川田均 中澤秀介 島袋梢 大橋和典 メトフルトリン製剤を

用いたマラウイ共和国におけるマラリアコントロールに関する大規模試験 マラリア媒介蚊個体群に対する

密度抑制効果と小児の熱帯熱マラリア陽性率に対する影響 第 回 日本衛生動物学会大会

長崎市

下村聡子

安田貴恵子 田村須賀子 村井ふみ 御子柴裕子 酒井久美子 下村聡子 春山早苗 山﨑洋子 地

域における認知症ケアの推進に関わる保健師の活動 自治体保健師による実践報告の分析 第 回日本

公衆衛生看護学会学術集会 大阪市

白井 史

Nonaka5 , J. Ogawa , M. Mori: How Hospital Environment Influences Children’s Cancer Nursing in Japan. 

足立美紀 内田雅代 髙橋百合子 白井史 竹内幸江 食物アレルギーの子どもや家族に対する保育

士の対応の実際 第 回日本小児保健協会学術集会 大阪府

足立美紀 内田雅代 髙橋百合子 白井史 竹内幸江 保育園における食物アレルギーの子ども 家族

への対応の実際 第 回日本小児保健協会学術集会 大阪府

髙橋百合子 内田雅代 白井史 足立美紀 竹内幸江 慢性疾患をもつ子どもと家族に関わる小児科外

来看護師への教育支援プログラムの評価 日本小児看護学会第 回学術集会 京都市

: How Hospital Environment Influences Children’s Cancer Nursing in Japan. 

平田美佳 竹之内直子 小原美江 白井史 内田雅代 小児がんの子どもと家族のケアに携わる看護師

の捉えたケア上の困難 第 報 病状の説明と信頼関係の構築 第 回日本小児がん看護学会学術集会

松山市

竹之内直子 平田美佳 小原美江 白井史 内田雅代 小児がんの子どもと家族のケアに携わる看護師

の捉えたケア上の困難と課題 第 報 終末期に笑点を当てて 第 回日本小児がん看護学会学術集会

曽根千賀子

喬 炎

喬 炎 三浦大志 北山秋雄 王艶薇 柄澤邦江 伊藤みほ子 森上幸恵 常淑文 張樹槐 赤羽秀

樹 スマートフォンのカメラを活用した褥瘡の早期診断装置の開発 第 回日本褥瘡学会

盛岡市

喬 炎 曽根原紀佳 三浦大志 水素水浴によるドライスキンの紫外線 傷害の軽減効果 第 回

日本システム学会学術総会 横浜市

喬 炎 三浦大志 島袋梢 北山秋雄 ガラス板圧診法による褥瘡の早期診断法の科学的検証 平成

年度 長野県看護大学研究集会 駒ケ根市

髙橋百合子

足立 美紀 内田 雅代 髙橋 百合子 白井 史 竹内 幸江 食物アレルギーの子どもや家族に対

する保育士の対応の実際 第 回日本小児保健協会学術集会 大阪市

足立 美紀 内田 雅代 髙橋 百合子 白井 史 竹内 幸江 保育園における食物アレルギーの子

ども・家族への対応の実際 第 回日本小児保健協会学術集会 大阪市

髙橋百合子 内田雅代 白井史 足立美紀 竹内幸江 慢性疾患をもつ子どもと家族に関わる小児科外

来看護師への教育支援プログラムの評価 日本小児看護学会第 回学術集会 京都市

Nonaka5 , J. Ogawa , M. Mori: How Hospital Environment Influences Children’s Cancer Nursing in Japan. 
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氏 名 内 容

竹内幸江

足立美紀 内田雅代 髙橋百合子 白井史 竹内幸江 保育園における食物アレルギーの子ども・家族へ

の対応の実際 第 回日本小児保健協会学術集会 大阪市

足立美紀 内田雅代 髙橋百合子 白井史 竹内幸江 食物アレルギーの子どもや家族に対する保育

士の対応の実際 第 回日本小児保健協会学術集会 大阪市

髙橋百合子 内田雅代 白井史 足立美紀 竹内幸江 慢性疾患をもつ子どもと家族に関わる小児科外

来看護師への教育支援プログラムの評価 第 回日本小児看護学会学術集会 京都市

小原涼 太田克矢 竹内幸江 尿試験紙を用いた検査で陽性を呈する疑似尿の汎用性の検証 第 回

日本看護科学学会学術集会 仙台市

太田克矢 竹内幸江 小原涼 看護学科新入生の理科的基礎知識の現状－高校での理科の履修科目と

入学試験の形態に着目して－ 第 回日本看護科学学会学術集会 仙台市

千葉真弓

矢澤玲子 千葉真弓 渡辺みどり 柄澤邦江 病気とともに在宅で生きる高齢夫婦の関係の進展 第

回日本看護福祉学会学術大会 奈良県広陵町

有賀智也 渡辺みどり 太田克矢 千葉真弓 曽根千賀子 江頭有夏 細田江美 バランス維持機能と健

康関連 および抑うつの関係 第 回日本看護福祉学会学術大会 奈良県広陵町

西垣内磨留美

Marumi Nishigauchi: The Meaning of Women’s Clothing Emerging from American Literature. Th

International Journal of Arts & Sciences’ International Conference for Social Sciences and Humanities, 

西村理恵

西村理恵 阿部正子 藤原聡子 佐々木美果 塩澤綾乃 廣瀬紀子 井出彩織 臨床助産師による学

生の助産実践能力の査定と教育的支援に関する研究 長野県看護大学研究集会 駒ヶ根市

奥原香織 杉浦恵子 西村理恵 長野県における周産期医療体制改善に向けた助産師の活用の検討

長野県看護大学研究集会 駒ヶ根市

細田江美

松本淳子

松本じゅん子 大学生における地域の音環境の特色と印象 日本心理学会第 回大会 久

留米市

松本じゅん子 音楽による味覚への影響 日本音響学会 年秋季研究発表会 松山市

松本じゅん子 看護系大学生の休学や留年における有効な支援 日本教育心理学会第 回総会

名古屋市

松本じゅん子 多賀谷 昭 北山秋雄 病棟における音楽療法の実践と効果 第 回長野県看護大学研

究集会 駒ヶ根市

松本じゅん子 起床時の音楽の利用と気分 日本音響学会 年春季研究発表会 宮代町

三浦大志
喬炎 三浦大志 島袋梢 北山秋雄 ガラス板圧診法による褥瘡の早期断科学的検証 第 回 長野県

看護大学研究集会 駒ヶ根市

御子柴裕子

安田貴恵子 御子柴裕子 中村杏子 丸山ますみ 保健師の中に残る「もやもや感」に焦点をあてたワー

クショップにおけるリフレクションスキル 日本地域看護学会第 回学術集会 大分県別府市

安田貴恵子 田村須賀子 村井ふみ 御子柴裕子 酒井久美子 下村聡子 春山早苗 山﨑洋子 地

域における認知症ケアの推進に関わる保健師の活動 自治体保健師による実践報告の分析 第 回日本

公衆衛生看護学会学術集会 大阪市
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氏 名 内 容

御子柴裕子
安田貴恵子 御子柴裕子 中村杏子 丸山ますみ 保健師の中に残る「もやもや感」に焦点をあてたワー

クショップにおけるリフレクションスキル 日本地域看護学会第 回学術集会 大分県別府市

宮越幸代

岡本凡乃 宮越幸代 災害看護等の研究における救援者を対象とした倫理的配慮の実態と課題 日本

災害看護学会第 回年次大会 倉吉市

牛山陽介 宮越幸代 火山災害時の死傷者のケアに必要な看護技術と知識の検討 日本災害看護学会

第 回年次大会 倉吉市

村井ふみ

安田貴恵子 田村須賀子 村井ふみ 御子柴裕子 酒井久美子 下村聡子 春山早苗 山﨑洋子 地

域における認知症ケアの推進に関わる保健師の活動 自治体保健師による実践報告の分析 第 回日本

公衆衛生看護学会学術集会 大阪市

森野貴輝
渡辺みどり 秋山剛 森野貴輝 年度看護海外研修 サンフランシスコ大学、サミュエルメリット大学

平成 年度長野県看護大学研究集会 駒ヶ根市

安田貴恵子

安田貴恵子 御子柴裕子 中村杏子 丸山ますみ 保健師の中に残る「もやもや感」に焦点をあてたワー

クショップにおけるリフレクションスキル 日本地域看護学会第 回学術集会 大分県別府市

田村須賀子 安田貴恵子 山﨑洋子 高倉恭子 子ども虐待を危惧し一時保護となった幼児と家族に対

する母子福祉担当保健師の支援意図 日本地域看護学会第 回学術集会 大分県別府市

牛尾裕子 宮芝智子 嶋澤順子 塩見美抄 田村須賀子 松下光子 飯野理恵 安田貴恵子 山﨑洋

子 地区活動演習の学びを評価するルーブリックのモデレーションプロセスが参加教員にもたらす意味

日本地域看護学会第 回学術集会 大分県別府市

山﨑洋子 安田貴恵子 城諒子 田村須賀子 学士課程の講義・演習で家庭訪問事例を使う教員が学

生に期待する学習成果 日本公衆衛生学会 鹿児島市

安田貴恵子 田村須賀子 村井ふみ 御子柴裕子 酒井久美子 下村聡子 春山早苗 山﨑洋子 地

域における認知症ケアの推進に関わる保健師の活動 自治体保健師による実践報告の分析 第 回日本

公衆衛生看護学会学術集会 大阪市

田村須賀子 山﨑洋子 安田貴恵子 高倉恭子 障害者支援施設退所後の生活拠点を本人・家族・多

職種と検討した保健師の支援意図 第 回日本公衆衛生看護学会学術集会 大阪市

春山早苗 田村須賀子 中尾八重子 安田貴恵子 山﨑洋子 鈴木久美子 塚本友栄 関山友子 島

田裕子 青木さぎ里 江角伸吾 土屋ちひろ 地区管理にかかわる市町村保健師の活動 その 活動の

様相と地区管理の課題 第 回日本公衆衛生看護学会学術集会 大阪市

中尾八重子 春山早苗 田村須賀子 山﨑洋子 安田貴恵子 鈴木久美子 塚本友栄 関山友子 島

田裕子 青木さぎ里 江角伸吾 土谷ちひろ 地区管理にかかわる市町村保健師の活動 その 人口規

模別の課題と工夫 第 回日本公衆衛生看護学会学術集会 大阪市

鈴木久美子 春山早苗 田村須賀子 中尾八重子 安田貴恵子 山﨑洋子 塚本友栄 関山友子 島

田裕子 青木さぎ里 江角伸吾 土谷ちひろ 地区管理にかかわる市町村保健師の活動 その 活動分

野別の課題と工夫 第 回日本公衆衛生看護学会学術集会 大阪市

渡辺みどり

渡辺みどり, 増谷順子, 太田喜久子, 松岡千代, 小野幸子, 六角遼子, 千田睦美, 田中久美, 関由香

里, 渡部昭子: 老年看護学領域に関わる災害看護研究の現状と課題. 日本老年看護学会第 22 回学術

集会 名古屋市  

④ 研究報告書 五十音順）

氏 名 内 容

安東由佳子

安東由佳子、阿部朱美、奥田鈴美、植木美乃、松川則之、山脇健盛、小林敏生 パーキンソン病患者に

おける抑うつ症状の発症・進行に関与する心理・社会的要因の検討 公益財団法人メンタルヘルス岡本記

念財団 研究助成報告書 年度 第 号
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氏 名 内 容

酒井久美子
安田貴恵子 竹内幸江 有賀美恵子 酒井久美子 長野県看護大学学部卒業生の動向とキャリア形成

の実態 平成 年度長野県看護大学特別研究費課題研究報告書

髙橋百合子

竹内幸江 山下恵子 内田雅代 白井史 髙橋百合子 太田克矢 きょうだいを亡くした子どもへのグリ

ーフケアの早期介入プログラムに関する研究 平成 年度日本学術振興会科学研究費助成事業基

盤研究報告書

竹内幸江

竹内幸江 山下恵子 内田雅代 白井史 髙橋百合子 太田克矢 きょうだいを亡くした子どもへのグリ

ーフケアの早期介入プログラムに関する研究 平成 年度日本学術振興会科学研究費助成事業基

盤研究報告書

安田貴恵子
安田貴恵子 竹内幸江 有賀美恵子 酒井久美子 長野県看護大学学部卒業生の動向とキャリア形成

の実態 平成 年度長野県看護大学特別研究費課題研究報告書

⑤ 講演等 五十音順）

氏 名 内 容

東 修

東修 岡田実 会議システムを使用した看護研究支援 ～ の期間 合計 回 駒ヶ根

市 函館市

東修 鈴木千穂 看護人事・労務管理 看護職の健康管理とストレスマネジメント 平成 年度認定管理

者教育課程 セカンドレベル研修 松本市

東修 精神科看護事例検討会 合計 回 駒ヶ根市

東修，岡田実：看護実践に関するコンサルテーション（ ）の主催（ 施設，年間各 回），駒ヶ根市

東修 入門講座 函館市

井村俊義
井村俊義 看護の詩学 理論と実践のあいだ 精神医療倫理科研・技術哲学科研・合同研究会

東京都

太田克矢

太田克矢 松本淳子 久保知奈津 曽根千賀子 有賀智也 屋良朝彦 千葉真弓 井村俊義 細田江

美 宮越幸代 座馬耕一郎 渡辺みどり 御子柴裕子 那須淳子 森野貴輝 近藤恵子 牛山陽介 酒

井久美子 村井ふみ 小林明子 上條こずえ 下村聡子 田中真木 那須裕 野口利香 中澤彩子 春

日由美子 湯沢まゆみ 信州ねんりんピック文化・芸術交流大会 こまがね 長野県看護大学高齢

者水中運動講座 駒ヶ根市

小野塚元子
小野塚元子 地域包括ケアと退院支援 日本老年看護学会平成 年度認知症看護対応力向上研修

佐久市

金子さゆり

金子さゆり 看護研究の基礎知識 昭和伊南総合病院看護部 駒ヶ根市

金子さゆり リーダーシップ研修 回目 伊那中央病院看護部 伊那市

金子さゆり 看護の思考過程に沿った看護記録 長野県看護協会 松本市

金子さゆり 臨床現場のケアの向上を目指した看護職者支援プログラム「看護過程」研修会 ２回目

長野県看護大学看護ユニフィケーション事業 １１ 駒ヶ根市

金子さゆり 臨床現場のケアの向上を目指した看護職者支援プログラム「看護過程」研修会 回目

長野県看護大学看護ユニフィケーション事業 駒ヶ根市

金子さゆり リーダーシップ研修 回目 伊那中央病院看護部 伊那市

金子さゆり リーダーシップレベルアップ研修 伊那中央病院看護部 伊那市

金子さゆり 臨床現場における看護研究テーマの見つけ方 名古屋市立大学病院看護部研修会

名古屋市

金子さゆり プリセプター準備研修 伊那中央病院看護部 伊那市

熊谷理恵 熊谷理恵 長野県看護大学出前講座 カイロプラクティックによる骨盤健康教室 駒ヶ根市

近藤恵子
近藤恵子 これからのシンプルケアセミナー 安曇野市

近藤恵子 フィジカルアセスメント講習会 消化器系、泌尿器科系、外皮 駒ヶ根市

座馬耕一郎

座馬耕一郎 チンパンジーに「眠り」を学ぶ 鎌倉女子大学生涯学習センター平成 年度公開講座「赤い

類人猿、黒い類人猿森に棲むヒトの親戚」 鎌倉市

座馬耕一郎 椎野若菜 サルをみる、ヒトをみる ヒトとサル、親と子、そしてベッド 世紀の映像百科事典

「エンサイクロペディア・シネマトグラフィカ」連続上映 東京

喬 炎
喬 炎 褥瘡早期診断に用いるガラス板圧診法の適正圧力の検証 揚州大学特別講演会 中国 揚

州市
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森野貴輝

岡田実 東修 有賀美恵子 長南幸恵 森野貴輝 セミナーや看護研究支援プログラムを通じて臨床現
場と大学が協働し精神科看護実践を再構築する実験的試み 日本精神保健看護学会 第 回学術集会
ワークショップ 札幌市

安田貴恵子
安田貴恵子 ポカラ市北部における住民参加型保健活動を軸とした持続可能な母子保健プロジェクト 現

地視察報告会 駒ヶ根市

屋良朝彦

河野哲也 屋良朝彦 神戸和佳子 前田有香 花井彩也子 琉球新報 子ども・保護者哲学カフェ 哲学

対話＠沖縄 那覇市

河野哲也 屋良朝彦 神戸和佳子 前田有香 花井彩也子 宮古高校の哲学対話 哲学対話＠沖縄

宮古島市

渡辺みどり

渡辺みどり メンバーシップ研修 看護チームにおけるメンバーシップ 伊那市

渡辺みどり 伊那中央病院 メンバーシップ研修 メンバーシップとリーダーシップ 伊那市

渡辺みどり 日本老年看護学会 認知症看護対応力向上研修加算 対応研修 認知症に特有な倫理的

課題 認知症患者に特有な倫理的課題と意思決定支援 佐久市

渡辺みどり: 丸の内病院 倫理研修. 高齢患者の意思決定支援, 2017.10.4, 松本市.  
渡辺みどり 日本老年看護学会 認知症看護対応力向上研修加算 対応研修 せん妄の予防と対応方

法 駒ヶ根市

渡辺みどり 日本老年看護学会 認知症看護対応力向上研修加算 対応研修 認知症に特有な倫理的

課題 認知症患者に特有な倫理的課題と意思決定支援 駒ヶ根市

渡辺みどり 日本老年看護学会 認知症看護対応力向上研修加算 対応研修 認知症に特有な倫理的

課題 認知症患者に特有な倫理的課題と意思決定支援 出雲市

⑥ 出版物等 五十音順）
氏 名 内 容

東 修
東修 専門看護師のチカラ 第 回 看護現場の環境改善－管理者と の協働について

村上一則 ベストナース 株式会社北海道医療新聞社 北海道

足立美紀
足立美紀 情報ホットライン 理解あるサポートを！ 増える食物アレルギー 月刊

かみいな

座馬耕一郎 座馬耕一郎 空飛ぶカタツムリの謎 マハレ珍聞 マハレ野生動物保護協会 京都

喬 炎
喬 炎 北山秋雄 三浦大志 範江林 赤羽秀樹 褥瘡の早期診断用リングライトアダプタ 実

用新案

髙橋百合子
穂高幸枝、髙橋百合子 小児科外来における家族との適切な「かかわり方・支え方・寄り添い方」

継続看護を担う体質強化外来看護 日総研 名古屋

宮越幸代
宮越幸代 リウマチ熱から子どもたちを守る！サモアで始まったプロジェクト

メディカ出版 東京

第３節 社会・地域貢献活動
平成 年度に本学教員が行った学外の研修会・講演会（第２節⑤講演等に記載の講演を除

く）、学会等に関する活動は、延べ 件であった（表 ）。
また、本学教員が行った看護職者等が取り組む研究への支援は、延べ 件であった（表 ）。

（表 ） 本学教員が行った社会・地域貢献活動（五十音順）
氏 名 活 動 内 容

秋山 剛

国際学校保健コンソーシアム 事務局 構成員 
法人 メータオ・クリニック支援の会 理事 

飯田女子短期大学 非常勤講師 
信州公衆衛生学会 理事 
国立大学法人長崎大学 健康な地域社会をつくる学童支援プロジェクト（ケニア共和国）短期専門家 
駒ヶ根市要保護児童等支援ネットワーク 構成員

東 修

看護事例検討会 講師（こころの医療センター駒ヶ根）

長野県看護協会認定看護者セカンドレベル研修 労務管理 講師

看護実践に関するコンサルテーション（NCON）の主催（2 施設，年間各 10 回） 
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氏 名 活 動 内 容

東 修 TRUE COLORS 入門講座 講師（函館市） 

有賀智也

高齢者ケア看護研究会 事務局運営

上伊那医療生協 法人拡大倫理委員会 委員 
長野県民主医療機関連合会 「看介護研究講座」 講師

有賀美恵子 日本学校メンタルヘルス学会誌 査読者

伊藤佑季 第 回日本看護福祉学会学術大会 大会事務局員

伊藤祐紀子

中部 M-GTA 研究会世話人（講演会、ワークショップ、研究発表会の企画開催） 
鍼灸師会上伊那地区 フィジカルアセスメント研修講師分担 
長野県看護大学看護実践センター学外機関連携部門 看護ユニフィケーション事業研究研修会

「やってみよう！事例研究」講師

井本英津子
臨床現場のケアの向上を目指した看護職者支援プログラム「看護過程研修会」

研修ファシリテーター

浦野理香 昭和伊南総合病院 事例検討会講評

太田克矢

駒ヶ根市環境審議会 会長

駒ヶ根市政策研究所政策研究会 研究員

長野県公衆衛生専門学校 非常勤講師

公益財団法人大学基準協会 大学評価委員会大学評価分科会第 群委員

岡田 実

日本精神保健看護学会誌 査読委員 
日本赤十字看護学会誌 査読委員 
第 27 回日本精神保健看護学会学術総会，ワークショップ主催 
長野県立こころの医療センター駒ケ根，倫理審査委員会外部審査委員 
精神科熟練看護師育成セミナー（SAE）の主催（年間 16 回）

看護実践に関するコンサルテーション（NCON）の主催（2 施設，年間各 10 回） 
文献抄読会（NJC）の主催（年間 12 回） 

小野塚元子
第 回日本看護福祉学会学術大会 企画委員

非営利活動法人のぞみの里 運営推進協議会 委員

金子さゆり

医療の質・安全学会誌 査読委員 
日本看護科学学会誌 査読委員 
日本医療・病院管理学会誌 査読委員 
日本看護協会 認定看護管理者カリキュラム基準検討ワーキンググループ委員 
日本学術振興会科学研究費補助金 審査委員 
昭和伊南総合病院 倫理審査委員 
第 21 回日本看護管理学会学術集会 抄録査読 
第 37 回日本看護科学学会学術集会 抄録査読 
第 31 回日本看護福祉学会学術集会 事務局 

上條こずえ
鍼灸師会上伊那地区 フィジカルアセスメント研修講師分担 
長野県公衆衛生専門学校 非常勤講師 

北山秋雄

南信里親里子交流支援の会 顧問

日本ルーラルナーシング学会 評議員

日本民族衛生学会 評議員

日本思春期学会 査読委員

日本ルーラルナーシング学会誌 査読委員

日本在宅ケア学会 査読委員

飯田女子短期大学 非常勤講師

長野県公害審査会 委員

日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究Ｓ 審査委員

熊谷理恵 第 回日本看護福祉学会学術大会 大会事務局

近藤恵子

日本ストーマ・排泄・リハビリテーション学会：評議員・社会保険委員

長野県ストーマリハビリテーション研究会：世話人（第 回研究会会長）

日本褥瘡学会：評議員
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近藤恵子
長野県褥瘡懇話会：世話人

長野県看護協会：学会委員 ・編集委員

坂田憲昭
愛知医科大学 非常勤講師

川崎看護専門学校 非常勤講師

酒井久美子
草の根技術協力事業「ポカラ市北部における住民参加型地域保健活動を軸とした持続可能な母子

保健プロジェクト」本邦研修 新生児訪問の方法・演習担当

佐々木美果
駒ヶ根市赤穂公民館ベビーマッサージ教室講師

駒ヶ根市赤穂公民館第３回女性セミナー「シングルマザーの保健意識と現状」講師

座馬耕一郎

日本霊長類学会 評議員・渉外担当幹事

アフリカ・アジアに生きる大型類人猿を支援する集い 世話人

マハレ野生動物保護協会 理事

日本人類学会 進化人類分科会 幹事

岐阜県立看護大学 非常勤講師

島袋 梢 平成 年度信州大学教員免許更新講習会 講師

下村聡子
草の根技術協力事業「ポカラ市北部における住民参加型地域保健活動を軸とした持続可能な母子

保健プロジェクト」本邦研修 新生児訪問の方法・演習担当

白井 史 日本小児がん看護学会 ケア検討委員

曽根千賀子 長野県民主医療機関連合会「看介護研究講座」講師

喬 炎

平成 年度 教員免許状更新講習会（信州大学） 講師

長野県総合教育センター（理科・生物講座）への教育支援 ４回

一流講師に学ぶ理科の実験実技講習会（長野県教育委員会主催） 講師

日本未病システム学会 評議員

長野県須坂看護学校 非常勤講師

東京理科大学との共同研究 １件

一般社団法人国際抗老化再生医療学会との共同研究 １件

髙橋百合子 日本重症心身障害福祉協会認定重症心身障害看護師研修 講師

髙山陽子

長野県介護支援専門員研修委員会：委員

長野県健康福祉部主宰：平成 年度看護職員認知症対応力向上研修 講師

介護支援専門員実務研修「認知症に関する事例」講師

長野県看護協会：新人看護職員研修会「認知症高齢者への関わり方、精神症状の理解」：講師

第 回長野県看護研究学会：交流集会企画運営

竹内幸江

日本看護倫理学会・評議員 
日本小児看護学会・評議員 専任査読員 広報委員 災害対策委員 
日本小児がん看護学会・専任査読員 
日本看護学教育学会・専任査読員 
千葉看護学会・査読員 
長野県看護実習指導者養成講習会 講師 

千葉真弓

日本老年看護学会 査読員 
日本老年看護学会 認知症対応力向上研修 講師 
日本看護福祉学会 理事・査読員 
愛知県立大学大学院 非常勤講師 
長野県伊那公衆衛生専門学校 非常勤講師 

那須淳子
長野県公衆衛生専門学校 非常勤講師

昭和伊南総合病院 事例検討会講評

西垣内磨留美

多民族研究学会会長

黒人研究学会役員

アイリッシュ・アメリカン研究会副代表

多民族研究学会第 回全国大会 シンポジウム座長

長野県赤穂高等学校評議員

長野県公衆衛生専門学校非常勤講師
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西村理恵

長野県助産師会 副会長

長野県助産師会 災害対策委員会 副委員長

長野県助産師会 教育委員

長野県立飯田高等学校 評議員

藤原聡子 看護協会主催進路指導担当者会議 講師

松本淳子

日本音楽知覚認知学会理事（研究発表会担当）

日本音楽知覚認知学会音楽知覚認知研究編集委員

日本音楽知覚認知学会創立 周年記念出版「音楽知覚認知ハンドブック」第 章「音楽と産業・社

会」副編集委員

日本日症ケア学会認知症ケア上級専門士

長野県公衆衛生専門学校非常勤講師（心理学，統計学）

三浦大志

平成 年度 信州大学教員免許状更新講習会 講師 
日本生理学会アウトリーチ活動 登録講師 
飯田女子短期大学 非常勤講師 
長野県須坂看護専門学校 非常勤講師 

御子柴裕子

平成 年度保健師のための実践力向上研修会－個別援助から学ぼう！－（全 回）

企画・実施、ファシリテーター（伊那保健福祉事務所との共催）

日本ルーラルナーシング学会 編集委員会

大町保健福祉事務所新任保健師研修会 企画委員

宮越幸代

文化庁委託事業 駒ヶ根市「日本語学習事業」委員 
日本災害看護学会 ネットワーク活動・調査調整部 委員 
信州木曽看護専門学校 「国際看護・災害看護」非常勤講師 
駒ヶ根市総合防災訓練上穂町区第 町内地区防災訓練「避難所としての体育館視察と利用についての

意見交換」主催（本学防災委員長）

駒ヶ根市日赤奉仕団活動 団員

駒ヶ根市・宮田村・飯島町・松川町主催「みなこいワールドフェスタ」企画・実行委員

飯田・下伊那北部教職員会 全員研究会 養護教諭部会研修「震度 みんなで備えれば怖くない！

災害発生後の医療者の連携と役割」講師

村井ふみ
草の根技術協力事業「ポカラ市北部における住民参加型地域保健活動を軸とした持続可能な母子

保健プロジェクト」本邦研修 新生児訪問の方法・演習担当

森野貴輝 Libertà(リベルタ の会 主催メンバー

安田貴恵子

日本地域看護学会 代議員、日本地域看護学会誌 査読委員

日本ルーラルナーシング学会 理事、日本ルーラルナーシング学会誌 査読委員

千葉看護学会誌 査読委員

信州公衆衛生学会誌 編集委員

日本看護系大学協議会 看護学教育評価検討委員

医療マネジメント学会長野支部看護師分科会北信地区看護連携協議会 退院支援・退院調整基礎研修

講師

松本保健所管内保健師研修会講師「保健師実践能力の育成 ～保健師としての歩みと成長を可視化し

てみよう」

長野県中堅期保健師研修グループコンサルタント、講師「保健事業の枠組みを確認しよう」「実践プロ

セスの意義と育成する能力」

長野県新人保健師研修企画運営（全４回）

日本地域看護学会第 回学術集会 企画委員

駒ヶ根市総合保健計画策定検討委員会委員、駒ヶ根市国民健康保険特定健康審査等実施計画策定委員

会委員

飯島町健康づくり計画（第 次）検討委員会委員

信州木曽看護専門学校 非常勤講師

屋良朝彦

伊那市医療政策審議会委員 
日本学術振興会特別研究員審査員 
教員免許状更新講習 講師「こどもの哲学 ―哲学的対話の理論と実践―」
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氏 名 活 動 内 容

屋良朝彦

長野県公衆衛生専門学校 非常勤講師 
信州木曽看護専門学校 非常勤講師 
岡谷市看護専門学校 非常勤講師 
長野県須坂看護専門学校非常勤講師 
伊那谷 生と死を考える会 会員 
地域円卓会議＠駒ヶ根 哲学対話集会 主催 

渡辺みどり

日本老年看護学会 代議員・査読委員

日本老年看護学会災害支援検討委員

日本老年看護学会生涯学習支援委員

日本看護福祉学会 理事・査読委員 第 回日本看護福祉学会学術大会講演発表座長

日本看護科学学会 代議員

千葉看護学会 査読委員

佐久大学外部評価委員

（表 ） 本学教員が行った看護職者等が取り組む研究への支援（五十音順）
氏 名 病院等施設名 支 援 内 容

東 修

市立函館病院 会議システムを活用した臨床看護師に対する看護研究支援

年５月～ 年３月までの計９回

函館渡辺病院 会議システムを活用した臨床看護師に対する看護研究支援

伊那神経科病院 会議システムを活用した臨床看護師に対する看護実践のコンサルテ

ーション

伊藤祐紀子

伊那中央病院 院内研究指導１件

伊那中央病院 共同研究に向けた研究計画書の支援１件

伊那中央病院 院内発表会での講評

浦野理香 長野県立木曽病院 院内研究指導３件、発表会での助言

岡田 実

市立函館病院 院内研究支援，研究発表支援３題

函館亀田北病院 院内研究支援，研究発表支援３題

伊那神経科病院 院内研究支援１題

小野塚元子 伊那中央病院 院内研究指導１題

金子さゆり

伊那中央病院 院内研究指導１件、共同研究１件

昭和伊南総合病院 研究に関する講義、研究アドバイザー７件、発表会での助言

名古屋市立大学病院 研究に関する講義、研究指導２件

上條こずえ 伊那中央病院 院内研究指導３題

熊谷理恵 伊那中央病院 院内研究指導１題、発表会での助言

曽根千賀子
長野県民主医療機関連合会 研究発表会での助言

伊那中央病院 研究指導１題

髙橋百合子

日本重症心身障害福祉協会 研究指導５題

伊那中央病院 院内研究指導３題

昭和伊南総合病院 共同研究に向けた研究計画書の支援１題

竹内幸江 岡谷市民病院 研究指導 題

田中真木 伊那中央病院 院内研究指導１題

那須淳子 昭和伊南総合病院 事例研究発表会 講評

御子柴裕子
長野県訪問看護研究委員会

（長野県看護協会） 訪問看護に関する調査研究

宮越幸代
伊那中央病院

平成 年度～ 年度 院内看護研究指導「 病院の「 」及び「災害

支援ナース」に登録する看護師の災害看護活動に対するモチベーションの

推移とそれに影響するもの

伊那中央病院 平成 年度院内看護研究発表会 助言

渡辺みどり
伊那中央病院 プリセプター研修講師１回

丸の内病院 倫理委員会研修「高齢患者の意思決定支援」講師１回

― 49 ―



第４章 社会貢献

第１節 公開講座

平成 年度に開催した公開講座の状況は、以下のとおりである。

開催日・時間 テーマ 講師 参加人数

月 日（土） 佐久総合病院と今後の地域医療
長野厚生連佐久総合病院

伊澤 敏 統括院長兼院長
名

平成 年

月 日（土）
産み育てることに目を向けて

長野県看護大学

清水 嘉子 学長
名

平成 年

月 日（土）

「子どもや家族とともに創造す

る看護」を目指して

小児看護の実践・教育・研究活

動から学んだこと

長野県看護大学

内田 雅代 教授
名

合計 名

第２節 分野の活動

平成 年度に行った分野としての活動は、以下のとおりである。

分 野 活 動 内 容

基礎看護学分野

産学連携協定している伊那市タカノ株式会社 福祉機器製造開発 の開発製品

を用いての「床ずれ防止に関する体圧分散」の体験学習

月 日（水） ： ～ ： 本学 年生を対象に実施

月 日（月） ： ～ ： 本学 年生 基礎看護方法Ⅱのポジショニン

グの演習一部として実施

長野県鍼灸師会フィジカルセスメント講習会（９月３日）

講師：伊藤祐紀子、近藤恵子、上條こずえ

母性・助産看護

学分野

（鈴風祭初日）長野県看護大学 看護実践国際研究センター・看護地域

貢献部門 女性の健康プロジェクト「性感染症について」（鈴風祭 長野県在住

大学訪問の高校生～大学生向けセミナー）企画・運営

小児看護学分野

駒ヶ根市近郊に住むアレルギー疾患をもつ子どもと親の会「たんぽぽの会」の

活動を支援し、学内で月 回の定例会を実施した。定例会では、アレルギーに関

するミニ講話や専門学会における新たな知見や疾患管理に関する情報を提供す

るとともに、親同士の情報交換の場となるよう支援した。また、平成 年

月 日に、「アレルギーを持つ子どもと家族が楽しく、安全に安心して生活する

ために」をテーマとした講演会を実施した。内容は（ ）「たんぽぽの会」の母親

からのメッセージと（ ）小児科医師による講演で、参加者は 名であった。

成人看護学分野

壮年期の中でも特に子育て期の母親を対象に，骨盤健康教室を開催した．内容

は，骨盤に関する座学と骨盤体操・骨盤調整の実技で構成した．成人期の中でも，

日常的に自分の身体のメンテナンスをする機会がなく，自分の身体に目を向ける

意識のない子育て期の方を対象とし，健康への意識を高める契機となった。

― 50 ―



※ 本学教員が行った社会・地域貢献活動については、第３章「教員の研修・研究、社会活動」

第３節に掲載しています。

分 野 活 動 内 容

成人看護学分野 病院の看護研究 件を分担して支援した。研究計画書作成から論文発表までを

支援し， 件中， 件は学会発表まで行うことが出来た。

老年看護学分野

３月１日に民医連主催の看護・介護研究発表会に出席し、研究のコメント・ア

ドバイスを含めた講評をおこなった。

年（平成 年） 月 日長野県民主医療機関連合会看介護研究講座

「内容分析とは」について、講師として講義を実施した。

介護老人保健施設「すずたけ」の行事である「すずたけまつり」にボランティ

アとして教員が、学生 名と一緒に参加した。

高齢者看護ケア研修会では、研究会を 回開催し、企画・運営のサポートを行

った。

・ 年（平成 年） 月 日 テーマ「在宅で暮らす高齢者への関わり

生き生きと暮らし続けるためのケア 」

・ 年（平成 年） 月 日 テーマ「高齢者の意思決定支援」

年（平成 年） 月 日 水中運動講座骨密度測定大会を実施し、地域

在住高齢者へ自身の健康状態を知る機会を提供した。

年（平成 年） 月 日 伊那中央病院において、 年目の看護師を対象と

して「メンバーシップ研修」の講師を務めた。

年（平成 年） 月 日 日本老年看護学会認知症看護対応力向上研修

を開催し、県内外の病院看護職約 名に向けた「認知症加算 」対応研修を実施し、

講師を務めた。

年（平成 年） 月 日 社会医療法人丸の内病院において、病院の全職

員を対象に倫理研修として「高齢患者の意思決定支援」について講師を務めた。

地域・在宅看護

学分野

伊那保健福祉事務所健康づくり支援課保健師と協働して、上伊那郡市の保健師

を対象とする研修（個別支援から学ぼう！保健師のための実践力向上研修会 全

４回）を開催した。

駒ヶ根市ネパール交流市民の会が より補助金を得て行っている「ポカラ

市北部における住民参加型地域保健活動を軸とした持続可能な母子保健プロジ

ェクト」の本邦研修において、看護大学での研修（１日）のプログラムを準備し

運営を行った。

長野県の委託を受けて県看護協会が訪問看護支援事業の一つである県内の訪

問看護の充実に関わる実態調査の分析作業に関わり、訪問看護検討会議の資料と

して報告した。
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第５章 学内委員会等の活動及び検証

第１節 運営委員会

１ 所掌事項

看護大学の管理運営に関する重要事項を調査審議する。

２ 活動と成果

（１）委員会活動
【開催日】

第 回 年 月 日 第 回 年 月 日

第 回 年 月 日 第 回 年 月 日

第 回 年 月 日 第 回 年 月 日

第 回 年 月 日 第 回 年 月 日

第 回 年 月 日 第 回 年 月 日

第 回 年 月 日 第 回 年 月 日

第 回 年 月 日 第 回 年 月 日

第 回 年 月 日 第 回 年 月 日

第 回 年 月 日 第 回 年 月 日

【審議内容】
大学運営に関する学長の構想・意思の具体化への検討や、教授会、人事教授会及び

研究科委員会に諮る協議事項・報告事項等に関する審議及び内容の確認を行った。

（２）成果

事前に議題の内容等を協議・点検・整理し、大学運営の方向性の確認や調整を行い、

教授会等における円滑で効率的な審議に資した。

３ 今後の課題

（１）喫緊の課題

ア 評価委員会における大学の自己点検・評価の課題について、運営委員会で検討し改

善改革につなげていく。

イ 大学が取り組むべき主な課題の検討スケジュールに基づき、本委員会において取り

組んだ内容について教授会等における審議に資する議論を行う。

（２）将来的な課題

ア 今後の法人化議論に備えた準備をする。

第２節 広報・交流委員会

１ 所掌事項

大学の広報に関すること

公開講座に関すること

大学説明会に関すること

国際交流に関すること

地域交流に関すること

２ 活動と成果

（１）委員会活動

委員会及び開催行事は下記の通りであった。（行事の事前準備活動などの記載は省略）

○会議：全 回（ 、 、 、 、 、 、 、 ）
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主な議題：PATHWAY・オープンキャンパス（ＯＣ）・公開講座・進路説明会・大学見

学・模擬授業・学報・その他広報活動・活動費用 
○開催行事：オープンキャンパス（ ）、公開講座（ 、 、 ）、大学見学（複

数日）、進路説明会（複数日）、模擬授業（複数日） 
（２）成果

）進路説明会（進学相談）・模擬授業

外部からの依頼 件のうち 件に対応し（対応述べ教員数は 名）、これに加えてＯ

Ｃ及び学祭時に個別進学相談会を実施した（対応述べ教員数は 名）。このうち相談者

数は、ＯＣ時 件、学祭時 件であった。外部での模擬授業は 件に対応した。

）大学案内 PATHWAY 発行

構成の主軸の１つである「学部の学生生活が

伝わる大学案内」を維持しつつ、表紙のイメー

ジの修飾による変更をはじめ、適宜、時間が経

過した記事や写真などを更新した。

）学報の発行と大学院だより

読みやすく充実した紙面の学報（ ）

を２回発行し、関係各所に配布した。この際、

入試部会の依頼による大学院だより（ ）

も作成し学報に挟み込む形で配布した（学報

より実施）。

）大学説明会（オープンキャンパス）

午前、午後を通しての開催とし、単なる全体

説明会とはせずに「看護（実験）体験コーナー、

個別進学相談、学生トークライブ、模擬授業、

学食体験」などを例年と同様に組み込んだ。参加者は今年度も約 名と増加した。参加

者アンケートからもおおむね好評を得ていた。

）公開講座開催

地域貢献の一環として、下記のとおり、公開講座を 回開催した。外部講師による公開

講座の参加者アンケートの結果は非常に良好であった（学内講師による公開講座では、退

任記念講演も兼ねていた為、アンケートは未実施）。 
○1 回目（通常の公開講座） 
日時：平成 年 月 日（土）

タイトル：「佐久総合病院と今後の地域医療」 
講師：伊澤  敏先生（ 長野厚生連 佐久総合病院 統括院長兼院長・精神神経科医長・心療内科医長） 
参加者： 名

○ 回目（学長退任記念講演）母性・助産看護学分野との共催

日時：平成 年 月 日（土）

タイトル：「産み育てることに目を向けて」

講師：清水嘉子（学長）

参加者： 名

○ 回目

日時：平成 年 月 日（土）

タイトル：「子どもや家族とともに創造する看護」を目指して

－小児看護の実践・教育・研究活動から学んだこと－

講師：内田雅代先生 （小児看護学分野教授）

参加者： 名

◆オープンキャンパスの参加者数

年度 高校生 保護者等 合計
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）学外掲示板の更新

公開講座のポスターほかを更新した。（昭和伊南病院 こころの医療センター駒ヶ根）

在学生を対象に大学の広報に関するアンケート調査の実施

と 年度入学生を対象に、入学前の時点での大学の広報などに関連する項目に

ついて調査（長野県民新聞、オープンキャンパス、パスウェイ、本学受験の意思決定など）

を行った。その結果、オープンキャンパスへの参加率は、推薦入試による入学生が ％

であったのに対し、一般入試（前期・後期）による入学生では ％であった。

県や業者による広報誌、パンフレットの内容の作成、確認を行なった。

）大学院案内パンフレットを発行した。

）サモア留学生の歓迎昼食会を と広報・交流委員会で実施した（ 年 月 日）。

３ 今後の課題

（１）喫緊の課題（懸案事項）

上記恒例事業のより円滑な運営と実施が最重要課題である。特にオープンキャンパス

の参加者が増加し、容易な工夫では対応できない状態であるため、開催方法の抜本的な

見直しが必要である。また、各事業の目的がはっきりとしていない部分があり、委員会

内外でその内容と得られる成果をよく吟味していく必要がある。

（２）将来的な課題

少子化時代の学生募集対策として、従来の事業実施の変更の必要性が大学執行部から

意見として出でている。大学教員の業務量の増大と多様化の中でより効率的な広報活動

を行うには、最も重要な対象者の１つである「学部入学志願者」への効率的な広報活動

のありかたについて検討していく必要がある。

第３節 教務委員会

１ 所掌事項

①カリキュラムの進行にあたり必要な事項の検討 
ガイダンスの計画 
学生便覧・シラバスに関すること 
時間割の作成 
非常勤講師の任用 
卒業研究シラバスの検討・ガイダンス・担当教員の調整 

②履修に関すること 
履修登録の確認（重複登録、未登録等、特に再履修の科目の多い学生、復学している 

学生について） 
必要時、学年顧問と連絡を取り、学生の履修面の相談 
編入生の履修相談  
卒業判定・単位認定資料の確認作業 

③カリキュラムの改善に関する検討

２ 活動と成果

（１）委員会活動

期 日 審議事項 活動内容

平成 年
４月 日

平成 年度教務委員会の活動と役割分担
退学願いについて （ 件）
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月 日 選択科目の履修登録状況の確認
平成 年度スタートアップセミナー 進行状

況の共有

既修得単位の認定申請の協議
卒業研究の評価に関する実態把握につ

いて

６月 日 卒業研究の評価に関する実態把握について
スタートアップセミナー発表会について

【報告】未修得単位のある学生の履修登録
状況について

７月 日 長野県看護師等養成機関教務主任会議の
報告
看護学教育モデル・コア・カリキュラム検討案

について

スタートアップセミナー終了時のアンケー
トについて
学生の成績分布について

７月 日 看護統合実習の先修要件に係る学生の履修
可否の検討

看護学教育モデル・コア・カリキュラム検
討案について意見交換

９月 日 文部科学省への変更承認申請の照会結果
について
．退学願いについて（ 件）
年度途中で卒業する学生の卒業判定

平成 年度科目等履修生の選考
平成 年度スタートアップセミナーの振

り返り
【報告】助産師課程履修学生の単位取得
状況について

月 日 基礎看護実習Ⅱと看護専門領域実習を同じ
年度に履修する学生について
助産師課程履修学生の選抜方法について
平成 年度学年暦（案）について

平成 年度シラバス・学生便覧の作成
依頼について
平成 年度スタートアップセミナーにつ

いて

月 日 平成 年度卒研ガイダンスについて
平成 年度授業科目の開講時期の変更に

ついて

平成 年度スタートアップセミナーにつ
いて
卒業研究の評価に関する情報収集結果

月 日 平成 年度科目等履修生募集要項（案）
平成 年度県内大学単位互換履修生募集

要項（案）
履修規程の改正について（開講時期の変更

に伴うもの）

平成 年度時間割（案）について
平成 年度学生便覧（スターアップセミ

ナーの記載事項）
【報告】看護学教育ワークショップ参加報告

平成 年
１月 日

平成 年度教務ガイダンス（案）
学生便覧（スターアップセミナーの記載）につ

いて
平成 年度スタートアップセミナー（継続審

議）

２年次前期実施の一次救命法演習の位
置づけについて
【報告】平成 年度非常勤講師について

２月 日 休学願いについて（１件）
平成 年度卒業予定者の卒業要件の確認

について

卒業研究の評価に関する情報収集結果
の報告内容について
平成 年度非常勤講師について（新規

講師）

３月８日 休学願いについて（２件）
退学願いについて（１件）
平成 年度単位取得状況について

平成 年度国際看護実習履修生の選
考について
平成 年度委員会活動の成果と課題

（案）について

（２）スタートアップセミナーの実施

検討準備期間を経て平成 年度に初めて行ったスタートアップセミナーを、前年度

の評価を踏まえて、修正を加えた内容で実施した。平成 年度の主な変更点は、グル

ープワークのメインテーマを設定したこと、グループワーク発表会の時期が学科目の試

験が集中する時期に重ならないようにするため発表会日時を 月 日（火）に設定し

たことである。スタートアップセミナーのプログラム概要を表に示す。

表．平成 年度 スタートアップセミナーの概要

回数 内容 日程

１ 大学での学習方法を学ぶ（講義、屋良准教授） 月 日（火）

２
学習の助けとなる情報の調べ方を学ぶ（講義と演習、附
属図書館 司書 原さん）

月 日（火）

３～５
グループ単位で活動目標（テーマ）を定めて主体的に
取り組む（グループ活動）

月～ 月の期間に行う
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６ グループでの取り組みについて発表し共有する（発表）
月 日（火）

参加者：教員 名、 年次生 名

グループ活動は、学生を のグループに分け、各グループに教員１～２名が側面的支

援者として関わった。グループ支援に関わる教員は、全ての講座および分野からでてい

ただいた。人数は 名であった。

終了時の学生アンケートの結果では、肯定的な回答が「全体日数の適切さ」 ％、「グ

ループ活動の回数の適切さ」 ％であった。プログラム内容については、肯定的な回答

が「講義内容は大学での学習に役立つ」 ％、「活動発表会は興味深い内容だった」 ％、

「グループ活動は今後の学生生活に役立つ」 ％であった。

教員アンケートの結果では、回答者の 割が「総合的にみてスタートアップセミナー

は大学での学修に役立つ」と答えていた。

（３）成果

１）初年次教育の充実のために設けられた全学的プログラム「スタートアップセミナ

ー」２年目の取り組みを中心となって実施した。前年度の学生意見および教員意見

を踏まえ、グループ活動の方法に若干の修正を加えた内容で行った。

実施経過の記録として、平成 年度からの取り組み内容を記載した報告書を作成

し教授会で報告した。教授会では、「一定期間の実施を経て、位置づけを検討する必

要がある」と学長より意見が出された。

２）実習科目の先修要件を満たすことができずに、実習科目の履修が遅れている学生

について、該当する実習科目について履修の可否を確認した。具体的には、基礎看

護実習Ⅱから引き続き領域別実習を履修するケースに該当する学生の確認、ならび

に看護統合実習の履修可否の確認を行った。

３）卒業研究（必修科目、４単位）の授業科目としての評価を継続的に行っている。

平成 年度には学生を対象に学習内容に関するアンケート調査を実施した。平成

年度は、成績評価の項目や評価する際の観点についての実態調査を行った。調査

結果について教務委員会で検討を経て、教授会にて報告し共有した。

３ 今後の課題

＜喫緊の課題＞（懸案事項）

１）スタートアップセミナーの平成 年度の振り返りでは、授業科目外の活動としてグ

ループ活動のアウトプットの方法はどうあったらよいか（授業科目の課題や試験との

兼ね合い）や、インターネットを使った情報収集の方法や入手した情報の使い方にお

いて、情報リテラシーの不足が学生にみられることが教務委員会で議論となった。今

後もスタートアップセミナー実施後の評価を学生側と教員側の双方から行い、実施後

評価を行うとともに前述の課題の検討を継続する。

２）卒業研究の指導担当講座・分野の決定方法について、検討する必要がある。

＜将来的な課題＞

１）文部科学省より「看護学教育モデル・コア・カリキュラム」が報告され、日本看護

系大学協議会からもコンピテンシーに基づいた卒業時到達内容の見直しがなされ、説

明会が開かれている。さらに、日本学術会議でも看護学教育の基準が提示されている。

このように、学士課程教育の参照基準が新たに作成されていることを受け、これら参

照基準の学習を行うことや本学の学部教育の自己点検に活用していくことが望まれる。

第４節 実習委員会

１ 所掌事項
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（１）実習の目標・計画・実施・評価に関すること 
）実習要項（共通部分）の作成

）専門領域実習の学生グループ分けおよび実習ローテーション表の作成

）実習記録等に関する調整事項

）実習の実施に関する調整事項

）実習の教育評価に関する事項

（２）実習施設との連絡調整に関すること

）実習施設との連絡調整（各分野）のサポート

）実習指導者会議に関すること

）その他実習施設との連絡調整に関すること

（３）実習中における安全と事故防止に関すること

）「個人情報保護」や「同意書」等への対応

）事故発生時の対処方法

）災害発生時の対処方法

（４）その他実習に関すること

）実習に関わる交通機関の調整に関すること

）実習用学生ユニフォームに関すること

）実習期間中に使用するバス、共用の学内の部屋、携帯電話の調整

２ 活動と成果

（１）委員会活動

）第 回委員会：平成 年 月 日（水） ： ～ ：

①実習委員会の任務 スケジュール等の確認 ②実習ガイダンスの報告

③平成 年度前期の実習オリエンテーション

④実習期間中の共用部屋の使用および携帯電話の使用

⑤実習要項等の作成 ⑥実習バスの運行 ⑦実習

⑧インシデント・アクシデントの基準

）第 回委員会：平成 年 月 日（火） ： ～ ：

①今年度前期実習に関する準備状況（実習バス、実習病院ロッカー、実習要項）

②実習期間中の共用部屋の使用 ③実習中の事故に関する報告書

④平成 年度実習委員会活動報告（案）

）第 回委員会：平成 年 月 日（火） ： ～ ：

①国際看護実習スケジュール ② 年度生の小児期感染症抗体価等

③各実習報告（インシデント・アクシデント含む）

④各担当者からの報告（実習要項、バス他）

⑤信州木曽看護専門学校への伊那中央病院ロッカー貸出

⑥実習中の事故に関する報告書

）第 回委員会：平成 年 月 日（火） ： ～ ：

①各実習報告（インシデント・アクシデント含む）

②各担当者からの報告（実習要項、バス他） ③実習中の事故に関する報告書

④看護教育モデルコアカリキュラムに関する意見

）第 回委員会：平成 年 月 日（火） ： ～ ：

①各実習報告（インシデント・アクシデント含む）

②平成 年度後期からの実習（実習ローテーション、実習中の事故対応に関する規程、

各担当者からの準備状況：実習要項、バス）、オリエンテーション等

③伊那中央病院実習生控室、ロッカー、キーカード
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）第 回実習委員会：平成 年 月 日（水） ： ～ ：

①平成 年度後期からの実習（学生に関する情報交換、各担当者からの準備状況（実

習要項、バス、携帯・共用室の使用他、平成 年度からの実習開始と終了時期）

②実習ローテーション表の作成時期

③実習交通費（タクシー代の取り扱い） ④実習要項の配布時期

）第 回委員会：平成 年 月 日（木） ： ～ ：

① 後期の各領域の報告に関する情報交換 ②各担当者からの報告

③臨地実習における交通費の支払い方法の変更の検討

④平成 年度新入生ユニフォームの試着注文時期の変更の検討

⑤実習要項の配布に関するスケジュール表の検討

⑥「看護専門領域実習」の表記に関する検討

）第 回委員会：平成 年 月 日（木） ： ～ ：

①各実習報告 ②学生便覧の実習に関する記載

③実習 企画 ④拡大実習委員会での検討すべき事項と開催方法

９）第 回委員会：平成 年 月 日（火） ： ～ ：

①今後の予定の確認（委員会業務の引継ぎ、平成 年度委員会活動報告他）

②実習要項改訂：臨地実習の位置づけ・構成 ③実習要項の「冊子体」作成

④実習 看護ユニフィケーション相互研修を兼ねる

⑤拡大実習委員会の資料

）第 回委員会：平成 年 月 日（月） ： ～ ：

①平成 年度拡大実習委員会資料等の確認（表紙、各実習報告、実習事故報告、

実習 研修会 ②平成 年度の実習準備の確認

③伊那中央病院ロッカーの整備 ④実習指導教員への携帯電話の配備

⑤実習 準備の進捗状況の確認 ⑥新たな実習施設の申請

⑦「臨地実習における交通費の補助に関する要綱」の改正

⑧ 年間の学生の実習体験を記録し成長を促す方策の関する今後の検討

）第 回委員会：平成 年 月 日（金） ： ～ ：

①実習 に関する進捗状況

②平成 年度実習準備（実習バス、要項、オリエンテーション、ガイダンス：

分担、ユニフォームの注文）

③国際看護実習の日程変更等 ④実習に関する事故報告 ⑤拡大実習委員会資

料の事務局送付確認、 ⑥各担当業務内容の事務局送付確認

⑦平成 年度実習委員会活動報告（案） 
（２）成果 

）実習事故報告書の作成及び規程の変更

従来、インシデント・アクシデント報告書として記載していた内容には、インシデ

ント・アクシデントの定義に入らない様々なものが含まれていた。臨地実習中に生じ

る事故は、学生が対象者（物）に損害や損傷を与える場合と学生自身が被害を受ける

場合がある。このような事故全般について整理が必要であり、大きく実習における事

故として分類し、その再発予防を目的とした教員の対応や学生指導等に関する事故報

告書（様式）についても検討し、併せて関連する規程の変更を行った。

）交通費補助に関する支払方法の変更

タクシー代や宿泊旅費などの高額な支払いに関して、従来の学生からの直接支払い（後

日、大学への申請により交通費会計から補助金を受け取る）では、学生が実習中に大

金を持ち歩く必要があったことから、事務局と交渉し、交通費会計から業者への支払

い方式に変更できた。これらから、実習における交通費補助に関する要綱を改定した。
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）実習要項の「実習の位置づけ、構成」に関する表記の明確化

実習要項の「実習の位置づけ、構成」を、カリキュラムの文言と整合させ明確に記載

するとともに、助産師課程の履修に関して、イメージしやすいようにした。

）実習ユニフォームの学生氏名の部分を、刺繍ではなく印字にすることで、入学後早期にユニ

フォームの準備ができ、また、学生にとっても値段が安くなることにつながった。

）学生の実習指導に関する課題 －指導上困難な学生の情報共有 
実習指導に関する困難な学生への対応に関する情報共有を行い、学生理解を深め、 

個々の学生へのよりよい対応ができる一助となった。 
）実習

平成 年 月 日 木 、 藤沢市教育文化センターの目黒悟先生を招き「看護の学

びを支える授業デザイン～実りある臨地実習に向けて～」をテーマとした研修会を開

催した。参加者は 名（学内 名、学外 名）で、午前中は講義、午後は演習を中

心とした研修内容であった。研修会終了後のアンケートでは、 の参加者が「内容を

よく理解できた」、 の参加者が「今後の実習指導や看護教育に役立つ内容であった」

と回答しており、有意義な研修会を開催することができた。

）平成 年度も昨年度に引き続き、紙面による各実習報告および検討課題等をすべて

の実習担当教員に配布し、現状を周知し課題を共有した。 

３ 今後の課題

（１） 喫緊の課題（懸案事項） 
）実習中に使用する教員の携帯電話に関すること 

現在使用可能な 7 台では、各領域の実習用としては不足である。大学予算との関係も 
あり困難が予想されるが、恒常的な予算化をする必要があるかどうかを含め、検討して 
いく必要がある。 

（２）将来的な課題 
）実習の評価に関する指標の検討

平成 年度後期から開始した新カリキュラムが 年前期で 年間となる。カリキュラム全体

の中での実習に関する評価指標の検討を行い、評価を実施していく必要がある。

）学生の 年間の実習体験と学びのプロセスに関すること

各学生の実習における学習課題に関する継続支援・指導に関する課題として、多様

な学生個々への教員の対応技術等の向上とともに 年間を通した学生の成長を支援す

るための学生および教員への体系的なプログラム等の検討について議論してきたが、

実習だけでなく 年間を通した学生の学び全体からの検討も必要であることから、教

務委員会との協議も合わせて検討していく必要がある。

）実習環境の改善

分野教員と臨地実習指導者との学生教育に関する連携をさらに促進し、よりよい実

習環境の実現を図っていく必要がある。カンファレンスの場所の確保などに関しても

引き続き実習場との協議を重ね、よりよい実習環境を確保していく。 
 
 
第５節 入試検討委員会

１ 所掌事項

委員会は、次の事項について調査及び審議する。

①大学入試に関すること

②入試科目及び期日の選定に関すること

③合否判定の基礎資料に関すること
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④入試の追跡調査に関すること

⑤入試のあり方に関すること

⑥その他入試に関すること

２ 活動と成果

（１）委員会活動
開催
回数

開催日 議 題

１

平成 年

４月 日（火）

①委員会における人事と役割分担について
②平成 年度における委員会の活動計画について
③各試験における業務の役割分担について
④平成 年度入学者選抜に関する要項（案）について

２ ５月９日（火）
①平成 年度の委員会活動計画（改訂版）の確認
②平成 年度入学者選抜に関する要項の確認
③大学入試センター試験の問題仕分け作業について

３ ６月 日（火）

①平成 年度学生募集要項（案）について
②平成 年度入試業務配置（案）について
③平成 年度の県内高校訪問について
④平成 年度推薦社会人入学試験における｢小論文｣試験の点数化につ
いて

⑤平成 年度入学生推薦 に係る大学入試センター試験の成績について

４ ７月 日（火）

①平成 年度大学入試センター試験にかかる長野県地区連絡会議の協
議内容について

②学研への入試問題の使用許可について
③平成 年度高校訪問の実施計画について
④本学における大学入学者選抜方法の見直しについて

５ ８月３日（木）

①大学入試センター試験における本学試験場の志願者収容数について
②平成 年度大学入試センター試験 試験・業務処理要領の提供につ

いて
③平成 年度入試業務にかかる人員の配置について
④本学における大学入学者選抜方法の見直しについて
⑤平成 年度の学生募集要項（一般、推薦入学、社会人）について

６ ９月 日（木）

①平成 年度大学入試センター試験入試担当者連絡協議会（第１回）
の報告について
②本学における大学入学者選抜方法の見直しについて
③平成 年度後期の委員会日程について

７ 月 日（金）

①平成 年度推薦・社会人入学試験業務処理要領について
②平成 年度入学試験（推薦・社会人、前期日程、後期日程）におけ
る面接試験の共通質問項目について

③本学における大学入学者選抜方法の見直しについて
④大学入学共通テストの導入に向けた試行調査（プレテスト）について

８ 月 日（土） ①平成 年度推薦・社会人入学試験の合否判定案について

９ 月 日（火）

①平成 年度大学入学者選抜大学入試センター試験 試験実施・業務
処理要領（案）について

②平成 年度大学入試センター試験入試担当者連絡協議会（第２回）
の報告について

③大学入試センター試験監督者説明会について
④平成 年度大学入試センター試験の準備日程（問題冊子等の搬入お
よび仕分け）について

平成 年
２月６日（火）

①平成 年年度一般入学試験 前期日程 業務処理要領について
②一般入学試験（後期日程）の入試組織表 案 について
③平成 年度入学者選抜の日程 案 について
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２月 日（日） ①平成 年度一般選抜入学試験（前期日程）の合否判定案について

３月 日（水）
①平成 年度一般選抜入学試験（後期日程）の合否判定案について
②平成 年度一般選抜入学試験の追加合格候補者案について

（２）成果

１）県内高等学校への訪問

本学についての説明や入試関連情報の提供等を目的とし、昨年度に引き続いて県内の

高等学校への訪問を実施した。平成 年度については実施数を 校とした。

２）入学志願者数の確保

今年度の入学志願者数については推薦入試で前年度とほぼ同じであったが、前期日程

で 名、後期日程では 名の減少が見られた。選抜試験全体での志願者数は 名で、

昨年度の 名よりは少なく志願倍率は 倍であった。ここ５年間の志願倍率は

から 倍の範囲内で推移していることから、今年度についても概ねこれを維持するこ

とができた。ただ、志願者数の減少は後期日程で特に顕著で、その区分において志願倍

率が 倍を割り込んだのは平成 年度以来のことであった。

３）入学者選抜試験の円滑な実施

特別選抜試験（推薦・社会人入学）及び一般選抜試験（前期日程・後期日程）の全試

験を通して、滞りのない試験の実施を行うことができた。

４）大学入試センター試験の円滑な実施

大学入試センター試験については、例年通り事前に２回の監督者説明会を開催し、滞

りなく試験を実施した。

５）大学入学者選抜方法の見直しについて

平成 年度の実施に向けて、本学における大学入学者選抜方法の見直しについて協議

を行い、その具体案を作成して県の医療推進課に提出した。

３ 今後の課題

（１）喫緊の課題（懸案事項）

１）高大接続システム改革会議「最終報告書」を受けての大学入学者選抜試験改革

高大接続システム改革会議の「最終報告書」を受け、本学においても大学入学者選抜

の改革を行う必要がある。新たな入学者選抜は平成 年度からの実施が予定されてお

り、その２年前の平成 年度には選抜方法等の予告・公表を行うことが求められてい

る。今年度は具体的な実施案を取りまとめ、教授会での協議を経て、本学を所管する県

の医療推進課に提出した。来年度７月までの予告・公表を目指し、新たな年度の当初に

はそのための準備を開始する必要がある。

２）編入学試験制度の廃止とそれに代わる入学者選抜の検討

本学では編入学試験を平成 年度まで行ってきたが、現在はその試験区分による学

生の募集を停止している。これに代わる新たな選抜試験の導入、並びに各選抜試験にか

かる募集定員数の配分等についての検討を行い、なるべく早期に編入学試験を廃止する

ことになる。新たに導入する選抜試験については、前述した大学入学者選抜試験改革の

スケジュールに合わせての実施を目指して、具体的な案を前出の入学者選抜実施案に組

み入れた。この予告・公表についても早々に準備を始める必要がある。

３）入学志願者の確保について

今年度を含めた過去 年間の志願倍率は、推薦・前期日程・後期日程の３つの選抜

試験区分の全体で、 倍（平成 年度）〜 倍（平成 年度）の範囲を推移して

いる。また、これらのうち志願者数の最も多い前期日程についても、極端に志願者の

少なかった平成 年度を除いては、概ね２倍以上の志願倍率をこれまで維持している。

本県の医療に貢献していく看護職者を輩出していくためには、如何にして優れた学生
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を多く確保するかが重要となるが、このためにはより多くの志願者を集めて試験倍率

を高く保つ必要がある。昨今は全国的に看護学部の新設が相次ぎ、その傾向は今も続

いている。長期的にみて、本学においても今後志願者数の減少することが懸念される。

引き続き対応策を検討していくべきである。

（２）将来的な課題

１）看護学部の新設を見据えた志願者確保のための対応策

平成 年４月の開設を目指し、長野市内に２つの看護学部の設置が予定されている。

このことは、本学の入学志願者数へも少なからぬ影響を与えるであろう。

２）選抜試験成績と入学後の学業成績との相関（各選抜試験別の追跡調査）

現在実施している入学者選抜の適確性を評価し、その改善点等を探っていくために

も、入学後の学業成績と選抜試験成績との相関を検証すべきであると考える。

３）面接試験における評価の点数化

入学者選抜で行なわれている面接試験については、その評価の明確な点数化が行わ

れておらず、合否を総合的に判断するための一つとして採用されている。評価を点数

化し、合否の判定に関わる総合点に加えることを考慮しても良いのではないか。

４）推薦入学者の質を確保するための方策

推薦入学試験で実施されている評価は、英語試験を含む小論試験と面接試験とによ

る。出願の際の要件として一定以上の「評定平均値」を求めてはいるが、志願者の有

する基礎学力を測るための指標として、これらの試験科目や「評定平均値」が果たし

て適当であり得るのか。一般選抜の合否判定では大学入試センター試験の成績も利用

しており、入学者の基礎学力はこうした客観的な指標によって評価されている。今年

度の推薦入学者（昨年度の推薦試験合格者）にも大学入試センター試験成績の提供を

求めたが、例年同様全体的にみてその点数は高くはなかった。一般選抜入学者と同程

度の基礎学力を身につけた入学者を確保するために、推薦入試において何らかの方策

を新たに導入する必要があるのかもしれない。

第６節 図書委員会

１ 所掌事項

①図書の整備及び購入計画に関すること

②図書館の運営に関すること

③学内情報処理に関すること

２ 活動と成果

（１） 委員会活動

委員会で審議、報告された議題、および関係行事は以下の通り。

１） 第 回：平成 年 月 日（木）

① 購入図書について

② 図書館経費決算について

２） 第 回：平成 年 月 日（水）

① 予算について

② 購入予定図書について

③ 第一次除籍資料について

④ 平成 年度図書館活動報告

３） 第 回：平成 年 月 日（火）

① 図書館洋雑誌の精選について
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② 図書館資料の除籍について

③ 選書について

④ 夏期休業中の図書購入希望への対応について

⑤ 日本医学図書館協会北信越地区例会開催について

４） 第 回：平成 年 月 日（火）

① 図書館資料の除籍について

② 図書購入について

③ 日本医学図書館協会北信越地区例会について

５） 第 38 回日本医学図書館協会北信越地区大会例会の開催

期日：平成 年 月 日（金）

出席者：北信越地区大学図書館から計 7 名、医学図書館協会から 2 名、本学か

ら清水学長、西垣内図書館長、藤原委員、原司書 
議事： 年度活動報告、 ／ 年度活動担当の選出、承合事項（質

疑応答、意見交換）等

６） 第 回：平成 年 月 日（月）

① 第 回日本医学図書館協会北信越地区大会例会開催報告

② 図書館資料の除籍について

③ 選書について

７） 第 回：平成 年 月 日（月）

① 平成 年度 の継続契約について

② 図書館和雑誌の精選について

③ 選書について

④ 図書館資料の除籍について

⑤ 平成 年度の図書館開館計画について

⑥ 図書館資料の除籍について

８） 第 回：平成 年 月 日（金）

① 平成 年度図書館和雑誌の選定について

② 平成 年度図書館開館計画の策定について

③ 図書館資料の除籍について

④ 図書館への書籍の寄贈について

９） 第 回：平成 年 月 日（水）

⑤ 平成 年度メディカルオンライン・医中誌 ・最新看護索引 の契約について

⑥ 平成 年度図書館開館計画について

⑦ 図書館資料の除籍について

⑧ 長野県図書館大会について

⑨ 雑誌の蔵書点検について

（２）成果

１） 図書館開館計画の策定と図書館所蔵資料の廃棄・除籍など、円滑な図書館の運営を

行った。

２） 購読雑誌及び電子ジャーナルの選定など、図書館予算の適正な執行を行った。特に、

和雑誌のうち無料の電子資料の有無を検討し、可能なものは移行して、図書館和雑誌の精

選を行った。

３） 図書館購入予定書籍及び資料の選定を行った。

４） ホスト校として、司書が様々な準備、手配を行い、第 回日本医学図書館協会北信越地

区大会例会を滞りなく開催した。

５） 夏期休業中 年生から図書購入希望がよくあるという状況を考慮して、希望があった場
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合は 月中にメール会議を行い発注できるようにした。

６） 前年度の懸案事項であった図書館の雨漏りの対処について働きかけ、事務局で適切な対

応がなされた。

３ 今後の課題

（１）喫緊の課題（懸案事項）

蔵書が増加し、保管の継続が困難な状況が続いている。29 年度は、ほぼ全ての委員会開

催時に、除籍資料について検討し、状況の改善に努めたが、引き続き対応が必要である。図

書館だけでなく、各研究室で保管している資料についても古いものが増えていると考えられ、

研究室から除籍候補を挙げてもらい、除籍手続きを行うことを検討していく必要がある。図

書館職員の作業時間に余裕のある時期に、資料の研究室から図書館への移動の希望も含め、

情報を収集し、手続きを進める方針で検討していく。

各分野、講座保管の書籍については整理を行ってきたが、雑誌の整理も行う必要がある。

将来、図書館のシステムを変更する予定があり、その際の業者による雑誌登録のためにも、

雑誌を把握しておく必要がある。29 年度末に整理を行う予定であったが、主任司書の異動が

あり、延期となった。 
（２）将来的な課題

PsycINFO の契約を 年度に中止し、図書館経費の大幅な削減を実現して以降は大幅

な削減が難しい状況ではあるが、少額であっても図書館経費の削減に向け、今後も努力

していく必要がある。限られた予算をどのように活用し、現在の図書館機能をいかに維

持していくかについて、引き続き検討が求められる。

第７節 紀要委員会

１ 所掌事項

①紀要に関する事項について調査及び審議すること

２ 活動と成果

（１） 委員会活動

委員会開催日は以下の通りであった。

１）第１回：平成 年 月 日（木）

２）第２回：平成 年 月 日（木）

３）第３回：平成 年 月 日（水）

 ４）第４回：平成 年 月 日（火）

 ５）第５回：平成 年 月 日（火）

 ６）第６回：平成 年 月 日（火） 
 ７）第７回：平成 年 月 日（月）

８）第８回：平成 年 月 日（金）

９）第９回：平成 年 月 日（水）

）第 回：平成 年 月 日（水）

委員会においては次の事項を実施した。

① 紀要投稿規定・原稿執筆要領・チェックリスト・原稿テンプレートの見直し

② 編集担当マニュアルの検討

③ 平成 年度紀要原稿の募集日程の決定

④ 平成 年度紀要編集・発行日程の調整

⑤ 紀要発行部数と配付先の検討
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⑥ 紀要原稿の査読者と編集担当者の決定

⑦ 紀要原稿の査読結果の取り纏めと修正論文等の進捗状況の確認

⑧ 採否決定

⑨ 編集作業（原稿確認、校正等）

⑩ 紀要の入稿・発行作業

（２）成果

１）長野県看護大学紀要の発行

２）紀要投稿規定・原稿執筆要領・チェックリスト・原稿テンプレートの改訂 
３）編集担当マニュアルの作成

３ 今後の課題

（１）喫緊の課題（懸案事項）

紀要の編集、および、発行を円滑に行うこと。

執筆要領・チェックリストと提出ファイルの整合性が取れるように、また、投稿者に

わかりやすい文言となるように、改訂を行ったが、大変細かく、かつ関連項目の多い点

検作業であるため、まだ齟齬が残っている可能性がある。引き続いて確認、修正を行い、

適正かつわかりやすい内容へ改善して、投稿者への浸透を図り、より円滑な編集作業が

進められるよう、検討を要する。

（２）将来的な課題

近年、論文執筆においても、研究者倫理規範を修得し遵守することが求められるよう

になってきている。従来、論文執筆における倫理的な不文律は当然存在するが、編集作

業時に参照できるような一定の基準の整備を視野に入れておくことが、より質の高い紀

要の発行に繋がると考えられる。

第８節 学生委員会

１ 所掌事項

①学部及び大学院の学生の生活指導及び援助に関すること（新入生オリエンテーションに

関することを含む）

②学部及び大学院の学生の課外活動に関すること

③学部及び大学院の学生の健康管理，健康相談及びカウンセリングに関すること

④寄宿舎及び寄宿生に関すること

⑤奨学生に関すること

⑥学部及び大学院の学生の就職に関すること

⑦その他学部及び大学院の学生の厚生に関すること

２ 活動と成果

（１）委員会活動

開催日 活動内容（○報告 ●協議）

第 回 月 日

〇平成 年度国家試験合格状況〇平成 年度オリエンテーションの実施
状況〇平成 年度就職活動状況（ 年生）〇第 回進路希望調査（ 年
生）
●平成 年度学生委員会活動の役割分担〇平成 年度新入生オリエン
テーションの実施状況

第 回 月 日

○平成 年度卒業予定者の進路情報〇平成 年度新入生オリエンテー
ションアンケート結果（新入生・在学生・教職員）〇平成 年度保健室年報
●キャリアガイダンスⅠⅡの企画内容●平成 年度学生委員会自己点検
評価報告書
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第 回 月 日

○平成 年度キャリアガイダンスⅠ・Ⅱ・Ⅲ〇平成 年度団体・サークル
届〇平成 年度ワーキングセミナー実施状況
●平成 年度長野県内市町村保健師採用合同説明会実施要綱●国試
参考図書の配布先●平成 年度新入生オリエンテーションの実施内容

第 回 月 日

○平成 年度卒業予定者の進路希望調査結果〇平成 年度卒業予定
者の就職試験合否状況〇平成 年度長野県内市町村保健師採用合同
説明会準備状況〇キャリアガイダンスⅡ配布資料〇平成 年度鈴風祭の
準備状況や検討課題
●平成 年度新入生オリエンテーションプログラムの検討

第 回 月 日

○卒業予定者内定状況○平成 年度市町村保健師採用合同説明会の
実施状況〇平成 年度第 回看護師模試自己採点結果〇キャリアガイダ
ンスⅡの実施状況〇第 回鈴風祭実施状況
●平成 年度公務員試験に関する学生支援策の提案●平成 年度新
入生オリエンテーションの実施内容●後学期学生委員会開催日程●国試
特別補講の開講希望調査

第 回 月 日
○卒業予定者内定状況○公務員試験ガイダンスとスケジュール ●平成
年度新入生オリエンテーションの実施内容●平成 年度国試補講希望

調査の一部変更

第 回 月 日

○国試ガイダンス○国試模試（看護師 回目，保健師 回目）の自己採点
結果
●国試特別補講開講希望調査結果●平成 年度新入生オリエンテーショ
ンのプログラム変更に伴う学生自治会役員との協議予定

第 回 月 日

○卒業予定者内定状況〇国試模試看護師 回目，保健師 回目の最終結
果〇平成 年度新入生オリエンテーションのプログラム変更に伴う学生自
治会役員との協議結果
●キャリアガイダンスⅢ①②③の実施予定●平成 年度国試特別補講開
講科目等の最終決定●平成 年度新入生オリエンテーション実施内容の
検討

第 回 月 日

○キャリアガイダンスⅢ①②の実施状況〇 年生の第 回進路希望調査結
果〇公務員試験対策の公務員模試・保健師模試受験状況〇国試必修問
題対策模試，第 回保健師模試，第 回看護師模試の自己採点結果〇平
成 年度新入生オリエンテーションのプログラム
●平成 年度キャリア形成支援計画●本学における学生の旧姓使用の取
扱い要項

第 回 月 日

〇平成 年度保健師模試 ・ 回目の比較〇国家試験合格発表時の対応
〇平成 年度鈴風祭の日程（ 月 ・ 日）
●平成 年度「学生相談のしおり」作成●平成 年度新入生オリエンテ
ーションのプログラム概要説明と各種担当者の決定および会場設営●平成
年度新入生オリエンテーション運営補助者合同準備会議の日程

第 回 月 日

○平成 年度国家試験受験状況〇平成 年度卒業生・修了生進路内定
最終状況〇平成 年度求人状況〇平成 年度進路指導室利用状況〇
国試合格発表時の対応〇平成 年度国試関連模試日程とガイダンス日
程の概要
●平成 年度新入生オリエンテーションおよび企画運営協力者合同準備
会議用資料の検討●平成 年度教務ガイダンス「学生生活」の担当●ハ
ラスメント相談員の任命●学生相談のしおりの内容

（２）定例の委員会以外で学生委員会が中心となった会議・活動等

学生生活ガイダンス
平成 年 月 ・ 日
各学年に学生生活ガイダンスを実施
青少年生活設計講座（ ・ ・ ・ 年生）
年金制度説明会（ ・ ・ ・ 年生）
防犯講習会（１・ ・ ・ 年生）
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新入生オリエンテーション
平成 年 月 ， 日（於：本学学内）
参加者数：新入生 名，在学生 名，教職員 数名

就職・キャリア支援関係 第６章第２節参照

国家試験特別補講

・看護師： 月 日（月） ： ～ ： ）
計算問題対策：太田先生
月 日（火） ： ～ ：
疾病の成り立ちと回復の促進：喬先生
月 日（金）９： ～ ：

薬理学：坂田先生
月 日（金） ： ～ ：
人体の構造と機能：三浦先生，島袋先生

・保健師： 月 日（月） ： ～ ：
保健統計学：北山先生

月 日（月） ： ～ ：
社会福祉，社会保障：原先生（学外）
月 日（火） ： ～ ：
疫学：秋山先生
月 日（水） ： ～ ：
公衆衛生看護学：御子柴先生

次年度新入生オリエンテーション企
画運営協力者合同会議

平成 年 月 日（金）： ： ～ ：

看護師保健師助産師国家試験会議 平成 年 月 日（月）： ： ～

（３）成果

・学生生活ガイダンスを学年顧問と協力し，各学年に対して実施できた．

・平成 年度新入生オリエンテーションは学内実施に転換してから２年目を迎えるが，学内

（体育館と大講堂）での２日間のプログラムを滞りなく実施し，新入生オリエンテーショ

ンの目的である新入生どうし，新入生と在学生および教職員の交流を図り，新たな学生生

活への移行と適応を支援することができた．平成 年度の実施に際して，その運営上の課

題も明らかになり，年度当初から周辺看護系大学における新入生オリエンテーションの実

施状況を調査したり，前学期の学務日確保，ブラックアルバイトに対処するワーキングセ

ミナーや防災ガイダンスを新入生からしっかりガイダンスする必要性などの事情を考慮し，

平成 年度新入生オリエンテーションのプログラムはコンパクトに実施する予定となった．

・キャリアガイダンスⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳは，医療機関や自治体から管理者や本学卒業生を招い

て計画通り学年毎に実施することができた．

・アルバイトに際して雇用者とのトラブルを避け，また生じたトラブルの解決のために，新

入生を対象にワーキングセミナーを実施したところ参加者が少なかったため，来年度は特

に新入生に対して実施時期と時間を考慮して実施する必要がある．

・第 回目の平成 年度市町村保健師採用合同説明会を実施できた．長野県を含めて 県

市町村が参加し，出席した自治体職員も 名を数えた．鈴風祭初日にもかかわらす，在学

生 名，本学卒業生 名が各県市町村のブースで相談を受けた．昨年度の延相談者 名

に比べると減少したが，来年度第４回目の実施に向けて前向きな課題を残して盛会裡に終

了できた．

・平成 年度卒業生の国家試験合否状況は，看護師 ％（既卒者や外国籍を含む）・助産

師 ％，保健師 ％（８名不合格）であった．昨年度同様，看護師は ％を達成し

たが，保健師の不合格者が増えたことについては新たに対策を講じる必要がある．今年度

新に試みた必修問題に特化した模試の受験は，来年度も継続する必要がある．国家試験特

別補講の日程と内容を昨年度よりもコンパクトにしたが，受験状況や合否の結果に大きな

影響はなく，受験生への負担も軽減できた．

・平成 年度卒業生の長野県内への定着率は ％と，昨年度に比べ ポイント下回った
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とはいえ，県内保健医療福祉分野に従事する専門職を輩出する県立大学としての役割は達

成することができた．

・鈴風祭や新入生オリエンテーション，卒業生激励会などの機会を通じて，学生自治会と連

携することができた．

・進路指導室を事務室向かいから学生ホールに移転して３年目を迎えるが，学生が利用しや

すい環境づくりを継続して配慮した結果，国試関連図書の利用状況が昨年度の 件から

件に増加した．

・従来，飯田女子短期大学に相乗りして参加していた公務員試験ガイダンスから，就職支援

員を中心に本学独自の「公務員試験対策ガイダンス」の開催に転換を図った． 月 日

（土）の午前中に初回のガイダンスを実施したところ， 年生 名， 年生 名， 年生

名，過年度生 名の計 名が参加し，「長野県内の保健師採用状況，本学の合否状況，

採用試験実施状況」，「公務員試験対策心得」，「 年生で保健師内定者からのアドバイス」

を受けた．本学主催による公務員試験ガイダンスとして効果的であったので，今後も継続

する必要がある．

３ 今後の課題

（１）喫緊の課題（懸案事項）

・第４回市町村保健師採用合同説明会は，参加する自治体の拡大を検討しながら継続する必

要がある．また，今年度新たに実施した「公務員試験ガイダンス」を充実させながら，行

政保健師を志望する学生に対する進路指導環境を整え，行政保健師の内定者を 名以上確

保する必要がある．

・ 本学学内で実施した第３回目の新入生オリエンテーションの企画・運営は，コンパクト化

を余儀なくされたが，今後も学生自治会の協力を得ながら，教職員と在学生がこぞって新

入生を歓迎する機会として充実させ継続していく必要がある．

・平成 年度国家試験の合格状況を維持しながら，引き続き看護師・保健師・助産師の ％

合格を目指して，細やかな受験指導を継続する必要がある．

（２）将来的な課題

・中山間地域において行政保健師確保に困難な市町村に，市町村保健師採用合同説明会を通

じて，保健師確保支援の場を継続して提供していくこと．

・ 卒業予定者が国家試験に 合格でき，長野県内への定着率がこれまで以上に高まるよう

に，引き続き各種の支援策を工夫し実行していくこと．

第９節 ネットワーク推進委員会

１ 所掌事項

ネットワーク環境維持・管理に関すること

①コンピューターネットワーク（以下「ネットワーク」という。）のデザイン策定と執行

②ネットワークにかかわる予算策定と折衝

③ネットワークにかかわる機器の購入・設置・設定

④ネットワークのセキュリティ対策

⑤ネットワーク関連機器の監視

⑥ネットワークに関するクレーム対応

⑦アウトソーシング業者の窓口

⑧メールアドレスの登録削除変更の学内側の窓口

⑨メールアドレス管理

情報公開・広報に関係すること
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ア 「長野県看護大学ウェブサイト管理運営要領」および「ガイドライン」に示される業務

イ 大学ウェブサイト（広報関係）の制作主体

啓発に関係すること

ア 学内教職員、また学生向けの啓発活動

その他委員会が必要と認める事項

２ 活動と成果

（１）委員会活動

・委員会の開催６回と下記の活動を行った

・ の管理

・サイボウズの管理

・ の管理

・人事異動に伴う各種アカウントの処理

・ および ネットワークライセンスの認証サーバーの管理

・ の機器管理

・バーチャルサーバー（インフォバレーと の 台）の管理

・ドメインの管理（ および ）

・大学ホームページの管理

・ホームページによる広報

・ サーバー（Ｌ２、Ｌ３）等の機器の管理

・新任教職員へのメール・サイボウズ等の使用方法のガイダンス

・新入生等へのメールの使用およびスマホでの受信ガイダンス

・領域別実習の全体オリエンテーションでのメール受信状況確認

・大会義室と図書館の無線 の管理

・大学院生室１から４の無線 の管理

・大学院生室１から４のネットワークプリンターへの接続サポート

・上記以外の各種個別ガイダンスやサポート

〇 多くの活動で，現状のレベルを維持または向上させ， インフラや広報的な点からも学

内外へ貢献することができた（ホームページ メール，セキュリティソフトウェア

サイボウズ， ， ライセンス，ドメイン管理等）。また、メールやサイボウズ等、

年度末に伴うアカウント作成・切り替え作業、ホームページの更新などについて、これま

での作業方法の見直しを行い、簡素化を行った。

そのほか、下記の活動を実施した。

 グループウェア（サイボウズ）のサーバーが故障したため復旧を行った。。

 一定レベルのスキルとキャパシティーを持つ委員の配置による委員会内役割配分の

前進があったこと。

３ 今後の課題

（１）喫緊の課題（懸案事項）

グループウェアとしてサイボウズを運用しているが、レンタルサーバーでのバック

アップ体制の構築が課題となっている。しかし実際のところ、講義室などの施設予約

と、ファイル共有サービスのみが運用中であるため、代替案として他社もしくは無料

サービスへの移行を検討している。しかし、セキュリティ面の問題、また、使用者で

ある教職員に、新サービスへのデータ移動や操作方法の習得等の負担を生じさせるた

め、慎重に情報を収集し検討中である。

また、委員会構成の変更や離職などにともなう異動により、継続して委員会内に在

籍する委員に集中して負担がかかる仕組みとなっている。現在、担当を複数に分担し、
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負担を分散させる試みを継続して行っている。

ホームページ管理運営要領には「ホームページの管理に必要な実務を大学の事務局が

代行」、「大学の広報として公開するドキュメントは大学の事務局が作成するものとす

る｡」と定められている。このような管理が事務局で実際に実施されればより多くの学

内教員が本推進委員会へ配置（担当）可能と考えられる。しかしながら短期間の異動の

多い事務職員では難しい。またアウトソーシングとした場合も相当の費用を要する。

これまで学内組織のメーリングアドレスの作成も本委員会で請け負ってきたが、委

員の負担を考慮し、今後はサービス利用者のメール環境に実装されているメーリング

リストと同様の機能により、利用者自身で対応してもらうことを検討している。

（２）将来的な課題

学内にある機器やサーバーについて、稼動して年数がたっているためソフト面、ハ

ード面での旧式化や経年劣化による故障が懸念される。

また近年、教育機関への標的型の攻撃等、インターネット関連の脅威が増大してお

り、管理運用にネットワーク上のセキュリティ対策の充実と高度な技術が求められて

いる。しかし委員個人の努力では対応が不可能な側面がある。

第 節 ＦＤ・ＳＤ委員会

１ 所掌事項

①教員の教育能力開発に関すること

②研究能力の開発に関すること

③カリキュラム開発への協力に関すること

④授業改善に関すること

⑤教職員の職務遂行能力の開発に関すること

２ 活動と成果

（１）委員会活動

第 回／平成 年 月 日 水

①今年度の活動計画および役割分担

②若手教員の研究支援の企画検討

第 回／平成 年 月 日（月）

①若手教員の研究支援の企画検討

②教員相互による授業参観の企画検討

第 回／平成 年 月 日（月）

①若手教員の研究支援の企画検討

②教員相互による授業参観の企画検討

第 回／平成 年 月 日（火）

①若手教員の研究支援の準備

・チラシデザインの検討，アンケート内容の検討

②教員相互による授業参観の準備

・チラシデザインの検討，報告書フォーマットの検討

第 回／平成 年 月 日（火）

①若手教員の研究支援のアンケート結果集計

②研究集会の企画・運営の準備

・企画，運営計画（案）の確認，演題登録のご案内用紙確認，案内の発送先の検討

第 回／平成 年 月 日 火
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①研究集会の運営の準備

・ご案内チラシの確認等

第 回／平成 年 月 日（金）

①研究集会の運営の準備

・演題数およびテーマの報告

・抄録集，プログラム案，座長，アンケート等の確認

第 回／平成 年 月 日（月）

①研究集会の運営の準備

・プログラム最終確認

②次年度新任教職員オリエンテーションの準備状況報告

第 回／平成 年 月 日 水

①研究集会の運営の準備

・運営マニュアルの確認，当日の役割分担の最終確認

②新任教職員オリエンテーションの準備状況報告

第 回／平成 年 月 日（金）

①研究集会準備の最終確認

②次年度新任教職員オリエンテーションの準備

・対象者および次第の確認

③教員相互の授業参観の参観者報告書のまとめ結果報告

第 回／平成 年 月 日（金）

①研究集会の振返り

・アンケート集計報告

②次年度新任教職員オリエンテーションの準備

（２）成果

①平成 年度 新任教職員オリエンテーション

開催日時：平成 年 月 日（月） ～ ， 月 日（火） ～

会場：長野県看護大学 管理棟 小会議室２

対象者：新任教員 名，前年度中途採用者 名，新任事務局職員 名

概要：本学の理念，カリキュラム，システム，事務書類の手続き方法等について，

各担当部署より説明をした．新任教職員が本学の一員であることを自覚し，

新生活にスムーズに適応できることを目指して円滑に実施することができた．

②教員相互による授業参観

今年度，新しく教員相互による授業参観を導入した．後期からの開始となり，期間が

短いため，今年度はトライアルにして参加は任意とした．９名が参加し実施後の報告書

では様々な学びが報告された．参観者の感想では役に立ったというポジティブな評価が

多かったが，任意参加では，業務が優先となるため，なかなか実施まで至らないことが

わかった．来年度からは，各教員，年間最低１回を目標に大学全体で取り組んでいくこ

とが望まれる．

③若手教員への研究支援

次年度からの，若手教員への研究支援を効果的に行うために，研究実施について，困

っていることを中心にアンケート調査を行った．助手・助教の教員が，サポート環境や

自分の研究能力も含め，様々な点で研究のし難さを感じていることがわかった．今後，

上司からの研究サポートにつなげられるよう，アンケート結果は教授会で報告した．

④長野県看護大学研究集会

開催日時：平成 年 月 日（月） ～

会場：長野県看護大学 教育研究棟
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参加者： 名（学外者 名，学内教職員 名）

概 要：県内看護職者との共同研究，県内看護職による院内研究，産学官関係者に

よる研究，本学の教員特別研究や看護実践国際研究センターの各部門から，

計 演題が 発表された．参加者数および研究発表の演題数は例年並みで

あり，各会場では，看護実践や教育・研究の意見交換が活発に行われ，有

意義な集会となった．ここ数年，会場としていた自習室１や在宅看護実習

室が手狭になってきており，今年度より，ポスター発表を中講義室 へ変

更した．また，今年度で 回目を迎えた研究集会であるが，抄録集を確実

に保管していくため，今後は研究集会終了後，サイボウズの委員会フォル

ダに保管することとした．

３ 今後の課題

（１）喫緊の課題

１）若手教員への研究支援について，今年度のアンケート調査結果を参考に，今後，具

体的な活動を検討していく必要がある．

２）教員相互による授業参観は，今年度はトライアルとして任意参加であったが，次年

度からは，大学全体で取り組むため，各教員が意識をもって取り組めるように周知を

徹底する等委員会でもサポートをしていく必要がある．

（２）将来的な課題

１） が義務化されたことを受け，本委員会は，今年度より「 ・ 委員会」となっ

た．それに伴い，委員会規定の第２条所掌事項に「 教職員の職務遂行能力の開発に

関すること」が加筆された．この任務について，今後はどのような活動を導入するか

を事務局も含めて検討していく必要がある．

第 節 評価委員会

１ 所掌事項

自己点検・評価及び第三者評価（以下、「大学評価」という。）に関し、次の事項につい

て審議し、取り組んでいる。

ア 自己点検・評価の企画及び実施に関する事項

イ 第三者評価への対応に関する事項

ウ 自己点検・評価の結果の公表に関する事項

エ 大学評価の結果に基づく活用及び改善方策に関する事項

オ その他本学の大学評価に関する事項

２ 活動と成果

（１）委員会活動

開催日 委員会 審議事項

５月 日 評価委員会

・大学評価実務説明会報告
・大学評価スケジュール及び報告書担当（案）について
・専門部会の設置について
・ 年度の委員会活動報告と 年度の主な取り組みについて

月 日 小委員会

・ 後学期分の閲覧状況について
・ 前学期分の評価結果について
・教員コメントについて
・ 年度に向けた授業評価について
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月 日 評価委員会

・認証評価報告書（草案）について
・第３期認証評価の申請について
・看護学教育モデル・コア・カリキュラムについて
・大学運営協議会での意見について

３月 日 小委員会
・ 前学期分の閲覧状況について
・ 後学期分の評価結果について
・教員コメントについて

（２）成果

① 平成 年度活動内容を取りまとめた自己点検・評価報告書を作成し、関係者及

び教職員に冊子を印刷して配布するとともに、外部への公表として本学ホームペー

ジに報告内容を掲載した。併せて、次年度の報告書作成のための準備等を行った。

② 平成 年度から設置した「授業評価小委員会（メンバー：学部長、研究科長、

ＦＤ委員長、事務局長、教務・学生課長）」を開催し、学生による授業評価結果や教

員のコメント等について確認した。

③ 平成 年度大学評価に向けて、基礎要件確認シート、大学基礎データを作成す

るとともに、点検・評価報告書の草案を作成し、認証評価機関へ事前相談を行った。

④ 教育の質保証小委員会 メンバー：学部長、看護系分野の責任者、人間基礎科学

分野講座主任 を設置し、学部の教育課程と学習成果の評価に関する検討を教務委員

会、実習委員会とともに推進していくこととした。

３ 今後の課題

（１）喫緊の課題（懸案事項）

長野県看護大学評価規程第 条に定められている「自己点検・評価」を計画的に実施

し、その結果を改善につなげるため、各委員会活動における サイクルを進めると共

に、大学の方針に基づいた計画を共有し、改善改革を、次の方針や計画に還元させなが

ら継続していくことが求められている。そのためのリーダーシップとメンバーの自覚と

行動が重要になる。さらに、教育の質保証小委員会と教務委員会が中心となって教育評

価に取り組むことが課題となっている。また、認証評価を受けた後の課題に取り組む。

（２）将来的な課題

内部質保証・質向上のため、各委員会等に助言・提案等を行う等、評価委員会の更な

る機能強化を図る必要がある。教育目標、学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針

の適切性について定期的に検証し改善改革につなげていくシステムを検討し、教育の質

保証に向けた取り組みを推進していく。

第 節 倫理委員会

１ 所掌事項

① 申請のあった人及び人に由来する試料を対象とした研究計画の審査

② 実施後の報告書の審査

③ 研究倫理教育に関すること

④ 公的研究費内部監査に関すること

２ 活動と成果

（１）委員会活動

） 毎月第４火曜日に定例審査及び、倫理審査申請書の改訂や研究倫理教育研修の検

討などの会議を計 回開催した。
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） 再申請 件を含む計 件の研究計画について、定例会議において審査を行った。

） 条件つき承認となった 件の研究計画の修正再提出に対し、随時審査を行った。

） 平成 年度「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」の改定に基づき、

以下の活動を実施した。

① 倫理審査申請書の研究計画書の見直し作業を行い、平成 年 月より改訂

版での運用を開始した。

② 「倫理委員会の構成及び会議の成立条件」を満たすために、平成 年

月より外部委員を増員した。

③ 研究計画の審査にあたり、本学の「倫理審査の基本方針」について構成メン

バーで再確認した。

） 研究報告書の提出状況について、過去 年分（平成 年度以降）に承認された

研究の進捗状況を確認した。また、「研究実施後の報告書」と「研究期間延長届」

に加え、「研究進捗状況の報告（任意様式）」を作成、大学ホームページ上に掲載

し研究報告書提出の徹底をはかった。

） 研究倫理教育の研修会を実施した。（平成 年 月 日）

） CITI （ Collaborative Institutional Training Initiative ） Japan による

e-Learning の受講方法（個人登録）について教員へ周知した。

） 内部監査チームによる公的研究費内部監査を実施した。（平成 年 ～ 月）

（２） 成果

） 申請の受付および審査を適正に行い、本学における教育､ 研究が倫理に沿って適

正に遂行される条件を提供した。平成 年度の定例審査に申請された案件の審

査結果を表 に示す。申請件数は 件であり、条件つき承認の 件については

修正された研究計画の再提出があり、随時審査を行ない 件が承認となった。

取り下げの 件は未提出であり、決定延期の 件については再申請があった。
表 倫理審査申請とその結果

月 申請
件数

承認
条件付き承認 決定

延期
備考

承認 未確定 取下げ

研究計画書（改訂版）の運用

外部委員の増員

審査方針の再確認

承認は次年度へ繰り越し

合計

（平成 年 月 日現在）

） 研究報告書の提出状況について、 年度は承認 件のうち、完了報告 件、

進捗状況報告 件、未報告 件であった。 年度は承認 件のうち、完了報

― 74 ―



告 件、進捗状況報告 件、未報告 件であった。 年度は承認 件のうち、

完了報告 件、進捗状況報告 件、未報告 件であった。未報告の研究者（大学

院生の場合は指導教員）へは個別に連絡して提出を求めている。（平成 年

月 日現在）

） 「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」に則り、審査を効果的に行うた

め、研究計画書 資料１ の委員会指定様式を改訂し、平成 年 月より運用を

開始している。現時点で特に運用上の問題はみられない。

） 研究倫理教育の研修会を平成 年 月 日に実施した。教員と大学院生を対象

に「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」改定の概略とそれに伴う倫理

審査研究計画書 資料１ の変更内容について説明し、周知徹底をはかった。研修

会参加者は 名（教員 名＋院生 名）であり、研修会未参加の教員へは

視聴による受講を促した。

） 学内向けであった倫理審査に関するサイトを見直し、大学ホームページ上の「人

を対象とする医学系研究に関する倫理指針」（平成 年度改訂版）と「研究計画

書 資料１ 」の改訂版を更新し、「依頼文書」のテンプレートを掲載した。また、

研究実施後の報告書については「研究実施後の報告書」と「研究期間延長届」に

加え、「研究進捗状況の報告（任意様式）」を掲載した。

） による の受講方法について周知し、教員 名中 名の

プロジェクト研修修了を確認した（平成 年 月 日現在）。

３ 今後の課題

（１） 喫緊の課題 懸案事項

 教職員および大学院生を対象に、研究倫理教育研修会をどのように開催してい

くか、外部研修も含めて検討する必要がある。倫理指針ガイダンスには「少な

くとも年に 回程度は教育・研修を受けていくことが望ましい」とあり、科研

申請においては研究機関が実施する研究倫理教育の受講が義務付けられている

ため、倫理教育研修を定期的に開催する必要がある。

 学部生の研究倫理教育や卒業研究で倫理審査が必要な場合について、教務委員

会との検討が必要である。

（２） 将来的な課題

 の効力期限について、現時点では期限を設けていないが、

再受講時期について検討する必要がある。

 倫理申請条件について、倫理教育研修への参加や他の研修サイトの活用などを含

めて見直しが必要である。

 オーサーシップにおいて、申請書内に共同研究者の役割を明記する方法も含め

て検討する必要がある。

第 節 ハラスメント防止委員会

１ 所掌事項

 ハラスメント防止のための啓発活動に関すること

 ハラスメントの相談に関すること

 ハラスメントに起因する問題の解決及び被害の救済に関すること

 その他ハラスメントの防止等に関すること

２ 活動と成果

― 75 ―



１）委員会活動

（１）第１回ハラスメント防止委員会：平成 年 月 日（火）

① 新規採用者及び学生へのガイダンスの実施報告 
② 新任相談員（東講師）の教育（喬担当）についての報告 
③ 今年度の委員会活動の確認（役割分担） 
④ ハラスメント防止研修会について 
⑤ コミュニケーション促進月間について 

（２）第２回ハラスメント防止委員会：平成 年 月 日（火）

① ハラスメント防止研修会について（講師の選定、時期の検討） 
② コミュニケーション促進月間について（詳細の計画） 

（３）第３回ハラスメント防止委員会：平成 年 月 日（月）

① ハラスメント防止研修会について

② コミュニケーション促進月間について

（４）第４回ハラスメント防止委員会：平成 年 月 日（月）

① ハラスメント防止研修会について

② コミュニケーション促進月間についての報告

（５）第５回ハラスメント防止委員会：平成 年 月 日（月）

① ハラスメント防止研修会についての報告

② 教職員の忘年会実施について

（６）第６回ハラスメント防止委員会：平成 年 月 日（月）

① 忘年会実施について

② 学内教員からの相談案件１件についての報告

（７）第７回ハラスメント防止委員会：平成 年 月 日（金）

① 大学への委員会活動報告について

② 研修会と忘年会についての報告と次年度の実施内容の議論

③ 次期委員会の引継ぎ

（８）そのほか

平成 年度 相談員との連絡を行った。

２）成果

（１）新規採用者及び学生へのガイダンス

平成 年度の新規採用教職員及び新入生を含めた学生を対象とし、年度始めの

ガイダンスにおいて、ハラスメント及びその防止に関する本学の対応を説明した。

（２）コミュニケーション促進月間の実施とマスコットキャラクターの塗り絵の募集

ハラスメントの防止を目的として、学生及び教職員間のコミュニケーションを

促進させるため、「７月をコミュニケーション促進月間、朝のあいさつ運動」と定

め次の活動を行った。

・教職員や学生からリーフレットに使用するマスコットキャラクターの塗り絵を募集

し、コミュニケーションの促進を呼びかけた。また、標語を募集し、入選作品を次

年度リーフレットに掲載する

（３）ハラスメント防止研修会の実施

教職員への研修会を平成 年 月 日に実施した。信州大学学術研究院教育学

系教育科学グループの鈴木俊太郎准教授が「学生との前向きコミュニケ－ションの

コツと実践」と題した講演を行った。63 名の教職員が参加して、講演後のアンケー

トでは概ね肯定的な評価が多数であった。教職員のポジティブの思考方式や人間関係

に関し、実例を通してその重要性について受講生の理解が促進できた。

（４）忘年会の実施
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教員のみでなく職員の方も含めて忘年会を実施し、よりいっそうの親睦を図った。

この催しには 名が参加し、相互の理解を深めるための一助になった。

３）一昨年度の喫緊課題の解決について

（１）研修会への出席率（特に職階が上位の者）は昨年度に続き、改善していると確

認した（教授出席 名、准教授８名、講師出席６名）。

４）ハラスメント事案の対応 なし

３ 今後の課題

１）喫緊の課題（懸案事項）

ハラスメント対策ガイドラインを実際に運用する際に必要となる書式や書類、およ

び具体的なマニュアル等の更なる整備が必要である。具体的には、ハラスメント事案

への対応を申し立てる際の手続きに要する書式や、マニュアルでは対応できない場合

の対策を準備する必要があるが、本委員会は実際に対応する事案がなくて、どのよう

に対応すべきかについては実際の運用の時に検討できることで、次期委員会に引き継

ぐことになりました。

ハラスメント防止に関し、教員、職員および学生の意識を更に高めていく必要があ

る。事案は起こっていないものの、本学に構築されている解決方法についての周知の

促進などが考えられる。

２）将来的な課題

ハラスメント防止の効果的活動を検討する。また、ここ数年、ハラスメント相談員

への相談件数が皆無または数件程度の状況が続いている。この原因が、学内の人間関

係がよい状態なのか、相談員への相談がしにくい状態なのかなどを見極めていくシス

テムの構築や検証が求められる。大学が小規模であるがゆえに相談のしにくさがあるこ

とが推測される。相談がないから「ハラスメントはない」と捉えるのではなく注意してみ

ていくことが必要

第 節 動物実験委員会

１ 所掌事項

① 動物実験計画書の申請及び審査に関すること

② 動物実験の適正な実施及び結果に関すること

③ 動物実験の施設及び飼養に関すること

２ 活動と成果

（１）委員会活動

１）第 回動物実験委員会：平成 年 月 日

① 文部科学省からの動物実験に係るアンケートへの回答

② 前年度の外部検証にともなう「検証結果報告」及び「証明書」の掲載

③ 本学ホームページ内の「研究倫理」（自己点検・評価報告書等）の差し替え

④ 動物実験計画書の審査（ 件）

⑤ 動物実験講習会及び実験動物慰霊祭についての検討

⑥ その他、外部検証によって指摘された事項の確認

２）第 回動物実験委員会：平成 年 月 日

① 動物実験講習会の講師の選定

② 動物実験計画書の審査（ 件）

③ 動物実験委員会規程に「動物愛護法」を盛り込むことに関する修正
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④ 新たな承認書の作成に関する検討

３）第 回動物実験委員会：平成 年 月 日

① 動物実験計画書の審査（ 件）

② 動物実験講習会の日程、場所、講師の確定

４）動物実験に係る教育訓練：平成 年 月 日

５）第 回動物実験委員会：平成 年 月 日

① 各種届け出用紙（承認書、施設廃止届、動物実験計画変更届、苦痛度の集計

表、動物実験室環境記録）に関する検討

② 実験動物慰霊祭に関する各委員の役割分担の確認

６）第 回実験動物慰霊祭：平成 年 月 日

７）第 回動物実験委員会：平成 年 月 日

① 動物実験計画書の審査（ 件）

８）第 回動物実験委員会：平成 年 月 日

① 年度末に係る書類の確認（使用実験動物数・動物実験等の成果についての報

告書、実験動物の飼養及び保管に関する記録、動物実験に関する自己点検・評

価報告書、動物実験委員会活動報告、動物実験報告書）

② 動物実験計画書の審査

（２）成果

１）動物実験計画書の審査と委員会による承認

２）動物実験に係る教育訓練の実施

３）実験動物慰霊祭の実施

４）動物実験に関する環境の整備及び各種情報のホームページでの公表

３ 今後の課題

（１）喫緊の課題（懸案事項）

各種届け出用紙（施設廃止届、動物実験計画変更届、苦痛度の集計表、動物室環境記

録等）の整備と、動物愛護法の規程への反映。

（２）将来的な課題

動物実験の成果をさらに公表していくように努める。

第 節 感染症対策委員会

１ 所掌事項

（１）本学におけるインフルエンザ、ノロウイルス等の感染症発生の予防と対応に関すること

（２）感染症に関する情報の収集、調査に関すること

（３）その他感染症に関すること

 
２ 活動と成果

（１）委員会活動 
１）委員会での審議、感染症予防活動等 
年月 内 容 
．４ ガイダンスにおいて学生に本学における感染症対策を周知

．７ 夏休みを前に、海外感染症（ジカ熱、デング熱）について啓発

．８ 国内での感染情報に基づき、麻疹について啓発
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．９

結核週間に合わせ、啓発
第 回感染症委員会にて、認定教育課程受講者の抗体検査結果とその対応につい
て検討と、小児ウイルス感染症の抗体価検査報告。また、職員のインフルエンザ
予防接種勧奨についても確認。

． インフルエンザについて注意喚起、予防対策指導（掲示）

． インフルエンザ予防策（予防接種）について情報提供（掲示）

．

世界エイズデーにあわせエイズ・性感染症啓発（掲示）
第２回感染症委員会にて、学生便覧内の感染性胃腸炎に関する記載内容の変更に
ついて検討。また、小児ウイルス感染症の抗体価検査の進捗状況について及び、
感染症による出席停止の状況についても確認。教授会へ提案、承認。

．
から
．２

インフルエンザ・感染性胃腸炎について注意喚起、予防対策指導（掲示とメ
ールにて実施）

 
２）感染症発生時の対応（感染者の把握・情報収集と対応） 
年月 内 容 
．７ 感染性胃腸炎を疑う学生 1 名に保健指導 
． 感染性胃腸炎を疑う学生 1 名に保健指導 
． 感染性胃腸炎を疑う学生２名に保健指導、インフルエンザの学生１名に保健指導 
．１ インフルエンザの学生６名に保健指導 

 【出席停止件数】 感染性胃腸炎疑い ： ４件、インフルエンザ ： ７件 
 
（２）成果 

１）インフルエンザ・感染性胃腸炎疑いと診断された学生に対し、保健指導を行った。特

に感染性胃腸炎疑いの学生には、具体的な助言を行った。その結果、新たな感染拡大は

なかった。 
２）新年度入学者に対しての小児ウイルス感染症の抗体価検査と予防接種の実施スケジュ

ールを見直し、入学前に抗体価検査を勧奨する方法が２年目となった。周知するための

配布資料の内容などを見直し、年度内にほぼ必要な情報を回収する事ができ、次年度の

活動につなげる事ができた。 
 
３ 今後の課題

・学部学生及び大学院生・教職員に対して、有症状時の受診や出席停止等について引き

続き周知徹底していく。 
・小児ウイルス感染症の抗体価検査と予防接種のスケジュール、及び具体的な進め方に

ついて、大幅に変更したが、改善点があれば進め方などを見直していく。 
・新興感染症等が出現した時には、長野県看護大学新型インフルエンザ等発生時業務継

続計画の応用や新たな対応の検討が必要である。 
 
 
第 節 コンソーシアム信州運営委員会

１ 所掌事項

委員会の所掌事項を定めた学内規定等はない。設置の目的は，「コンソーシアム信州に加

盟している本学が、これに関する活動を学内外で実施する際，円滑に行われる様にするこ

と」と委員会は認識している．暫定的な所掌事項として下記の項目が挙げられる．

今年度よりコンソーシアム信州は教育部会と学生支援部会を推進チーム会議に一本化

されました。
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ア これに伴って、推進チーム会議会への出席と，本学窓口としての協議

イ 遠隔授業等の発信および受信（受講）に関する事項

ウ 県内 大学合同学生キャンプに関する事項

エ 長野県内大学単位互換制度の，本学窓口としての協議

オ その他、コンソーシアム信州の活動に関すること

その他委員会が必要と認める事項

２ 活動と成果

１）委員会活動

（１）第１回委員会：平成 年 月 日（火）

学内周知を行うため、教授会で報告した。

 学内で開催される平成 年度教員免許更新講習の案内

 今年度の遠隔授業について

 県内 大学合同学生キャンプについて

（２）第２回委員会： 年 月 日（火）

 県内 大学合同学生キャンプの参加（本学教員 名、学生 名）遠隔授業について

 今年度の遠隔授業履修者数及び来年度の遠隔授業時間割について

 次年度ガイダンスの担当について

（３）推進チーム会議への出席

２）成果

（１）遠隔授業（宮越准教授）を今年も実施した。本学から 名と信州大学から 名が

履修した。また、本学から他大学の講義を受講した人数は、のべ４人でした。

（２）９大学合同キャンプに本学学生 名と教員１名が参加した。

（３）教員免許更新講習会を行い、２つの講座を開設し、計 名の小、中、高等学校

の教員が受講されました。

（４）教務ガイダンスで学生への遠隔授業を案内した。

（５）学生共同募集 事業を参加した。

３ 今後の課題

１）喫緊の課題（懸案事項）

遠隔授業については引き続き学生などへの案内とともに他大学学生が履修しやすい時

間割等の調整を引き続き行い、受講者の獲得に努める必要がある。

２）将来的な課題

高等教育コンソーシアム信州の存続への係わり方について 様々な観点から検討する必要が

ある。

 
 
第 節 防災委員会

． 所掌事項

「本学防災委員会規程 平成 年 月 日」に基づき、次の事項について調査および審議する。

）学生及び教職員の防災及び減災意識の向上に関すること

）災害発生時の対応策に関すること

）大学施設の防災及び減災に関すること

）地域との防災及び減災の連携等に関すること

）その他防災及び減災に関すること
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． 活動と成果

） 平成 年度の活動目標と実施状況

（ ） 昨年度導かれた防災/減災上の問題に対する経過把握と実施可能な対策、喫緊の事項

への対応 
① 関係機関と連携した生協施設の防災対策の強化 
② 平日・平常時間以外の発災に関わる学内連絡体制の確認および周知 
③ 駒ケ根市との包括的連携に基づいた防災・減災対策、発災時の初動システム、避難所対応

（ ） 備蓄等における近隣地域との連携の開始

① 「防災マニュアル」の更新版の配布および周知・徹底、防災訓練での運用・評価 
② 更新されたシナリオとアクション・カードを用いた防災訓練の実施・評価 
③ 可能な限りの全学的参加、学生の参加による防災・減災教育 
④ シナリオとアクション・カードの運用理解の事前周知・徹底 
⑤ 防災備品、防災装備等の整備・運用理解の周知 

（ ）防災・減災 FD/SD の企画・実施・評価

） ワーキング・チームと活動内容

所掌事項に沿って、昨年度から引き続き次のとおりワーキング・チームを編成し、活動した。
№ 項目 活動内容

組織・情報伝達 ）各防災組織・連絡体制図の更新
）自衛消防隊班員の更新と班長顔合わせ
）初動体制の確認と周知徹底

防災マニュアル、アクシ
ョン・カード

）「防災マニュアル」の点検・修正
）アクション・カードとマニュアルの整備・徹底
）防災ハンドブックの検討・作成

防災訓練 防災訓練の企画・周知・実施・評価

防災備品の点検整備・文
書管理

）防災備品庫の点検リストの作成、点検の定期化、欠品の補充
）自衛消防隊委員配布品の整備
）無線機の使い方の講習・訓練時の導入
）委員会で扱う資料の整理・文書管理
）非常時持ち出し袋の新設・点検の定期化
）全課程学生および学内関係者全ての名簿整備と更新の定期化

地域との連携 ）駒ヶ根市との包括連携協定内容の確認と周知
）発災時の初動、備蓄等、必要な対応の確認とシステム整備
）地域防災訓練の企画および実施後の評価
・上穂地区 町内防災訓練（平成 年 月 日（日））
）大学近隣地区町内会との避難所活用に関する検討

防災・減災教育 ）全学生・新任教職員への防災ガイダンス実施
）「学生便覧」の見直しと修正
）「防災ハンドブック」の作成と配付（防災訓練前）
）教職員への防災訓練関連企画（救急蘇生法、 ’s、日赤救急

法等）の周知および勧誘
）関係機関との連携および研修機会等への参加
・駒ヶ根日本赤十字奉仕団の定例会議、定期訓練への参加

） 今年度の委員会の開催状況と内容

回数 期日 主な審議事項

第 回 月 日 火 ） 平成 年度委員会活動案・任務分担表の検討
） 平成 年度自衛消防隊組織・任務分担表の検討
） 防災マニュアル・防災ハンドブックの内容および運用方法の検討
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第 回 月 日（木） ） 平成 年度自衛消防隊組織・任務分担表の決定
） 自衛消防隊顔合わせ企画の検討
） 防災マニュアル・防災ハンドブックの内容および運用方法の検討
） 防災訓練の内容検討

第 回 月 日（木） ）県危機管理課防災員による生協の防災対策コメント
）地震体験車企画の報告
）自衛消防隊班長会議の内容検討
）防災訓練の内容検討
）防災関連企画の検討（市危機管理係講話・上穂 町内の地区防災訓
練の企画と運営・体育館の避難所としての整備 等）

第 回 月 日（木） ）防災ハンドブックの内容の検討
）防災訓練の内容の検討

第 回 月 日（木） ）防災ハンドブック完成版の内容および配布方法の確認
）防災訓練の内容検討・班長会議の企画検討

第 回 月 日（火） ） 防災訓練の振返り状況報告および訓練後の喫緊の対処事項
） 市および上穂第 ・ 町内との体育館の避難所活用に関する検討
） 平成 年度予算購入物品の検討および平成 年度委員会予算案
） 次年度防災訓練時期および概要の検討

第 回 月 日（水） ）平成 年度防災訓練振り返りと次年度訓練についての検討
）平成 年度「学生便覧」防災関連ページの修正案の検討
）平成 年度「防災ガイダンス」実施案の検討

第 回 月 日（火） ）近隣自治体による避難所としての体育館視察結果報告
）防災訓練後の喫緊の対処事項の結果報告（生協食堂の防災備品対応・

「防災訓練」撮影動画の学内共有方法・安否確認テストの実施頻度）
）平成 年度「防災ガイダンス」実施方法等の確認
）平成 年度「委員会活動年度報告書（案）」（自己評価報告書）、
平成 年度「自衛消防隊組織名簿（案）」「緊急連絡網（案）」の検討
）平成 年度委員会活動の振り返りと平成 年度分担（案）の検討

） 防災訓練の実施・評価

平成 年 月 日（金）：午前 ： ～ ： 【地震を想定した情報伝達訓練】

名参加

午後 ： ～ ： 【地震による火災想定の避難訓練】

名参加

内容：進行資料およびアクション・カードを用いた「情報伝達訓練」と「消防避難訓練」

を行った。学生には生協食堂および中講義室での と緊急退避訓練、煙体験を

新たに企画した。

総括：情報伝達訓練では、防災チームリーダーに集中していた情報・判断・指示の進行

シナリオの修正と、地震後に想定される事例（学部長の不在、余震、住民対応等）の

提示によって、各本部員がより実際的に起こりうる対応を体験する機会となった。消

防避難訓練では負傷者事例の救護所到着に時間を要したため煙体験が時間外となった

が、発災直後に重要な各班と本部間の指揮・統制、情報伝達、救護者対応における具

体的な示唆を得た。事例対応の観察役付与、 、煙体験の取り入れは学生にと

ってより実践的な訓練機会となったが、参加可能な教員および ・ 年生の関心を促す

ことが今後の課題となった。さらに、実施時期の変更や新たに生協食堂で行った訓練

は、ボイラー稼動によるシステムへの影響や放送設備設定の確認など、防災上の要点

を新たに知る機会となった。安否確認ができた人数は昨年よりやや低下し、その改善

が課題となった。今後の訓練内容の精錬･向上を目指す上で午前と午後を別日で訓練す

ることを検討する。また、新たな企画を追加する際は、従来の企画の一部を削除する。

）委員会活動の成果

）「地震体験車（ 月）」（ 名参加）、「煙体験（防災訓練）」新たに企画し、地震の揺れ
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や煙の怖さがわかり備えをしようと思ったなど、より現実的な自助を考える機会として

好評であった。

）今年後の目標であった生協設備の防災対策として、県危機管理防災課員による緊急退避

方法に関する助言を受けた。また、防災訓練では食堂利用中の地震発生を想定した学生

の安全確保行動および緊急退避訓練を取り入れ、学生の具体的な安全確保行動と退避に

要する時間等を観察した。対象となった 学年学生は全学生が参加し、柔軟に身体を保

護することができ、退避に伴う出入り口も予想以上の混乱がなかったことが確認された。

また、訓練によって発覚した放送設備の音量復旧、油火災対応の消火器の見直し、ヘル

メット・メガホン等の防災備品の設置による減災対策を直ちに行った。

）防災訓練では、中講義室での学生の安全確保行動および緊急避難訓練も取り入れた。そ

の結果、出火場所に向かって退避する、緊急避難口を知らない、退避中の私語が多い、

教員の参加度などの課題が指摘され、今後、より現実的な力をつける全学的な訓練にす

るための示唆を得た。

）学生および全教職員に向けた「防災ハンドブック」 部を作成し、配付、防災訓練で

は、実際に安全確保行動の説明に活用した。防災訓練で取り入れた新たな企画のアンケ

ートや撮影動画等を委員会としてとりまとめ、全学でフィードバックできる防災ガイダ

ンス企画を検討中である。

）本学体育館が近隣住民の指定避難所であることから、第 町内住民による体育館視察と

避難所としての活用を検討する企画を「駒ヶ根市総合防災訓練」実施日の地区防災訓練

で実施した（指定避難場所に参集した 名中 名が参加）。実施にあたり、体育館関連

施設の清掃・整備、視察後の避難所運営に関するビデオ視聴、活用に関する意見交換、

アンケート調査等を実施した。その結果、市や町内会の防災の備えの現状を共有し、備

えるべき物品のリストアップ、備品保管庫の確保検討、助成金申請の準備等の「公助に

頼らない自助・共助の意識化・行動化」につながった。その後、市危機管理係からの申

し入れにより、第 町内も加えた町内と大学との避難所活用・運用方法の検討に着手し

ている。

．今後の課題

喫緊の課題：

） 安否確認の訓練回数を増やし、学外にいる学生・教職員のより確実な安否確認ができ

るようにする。平成 年度の情報伝達訓練では、名簿等による安否確認をより厳密に

行えるようにする。

） 大災害の発生時の学生・教職員の安否確認方法について、従来のメールシステムおよ

び災害用伝言ダイヤルの利用以外に、情報通信網の断絶を想定したより確実な代替案を

引き続き検討する。

将来的な課題：

）本学の体育館の避難所等としての活用・運用に関する検討が始まったところであり、

今後は平日・平常時間以外の発災に関わる学内連絡体制、住民対応の初動について具体

的に検討する。要検討事項としては、次の点があげられる。

①発災直後の体育館開放の基準・開錠方法（鍵の管理含む） ②大学教職員の動き方、

配置 ③市役所等との連絡体制の構築 ④グラウンドから体育館への動線（未舗装、

階段など） ⑤グラウンドでの車輌の駐車位置 ⑥受付、名簿作成、チェック体制、

各種トリアージ体制 ⑦即座に必要となるトイレ対策（収容人数に対する絶対的不足、

未洋式化、備蓄なし）⑧実際の収容可能人数の算定と各人の必要スペース、配置図の

策定 ⑨収容想定人数に対する備品、物資の検討、公助として提供される物と自主的

な備えの想定
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）学生の防災・減災に関する企画をサークルや行事に組み入れ、実施には地域との連携

も試みる。

第 節 安全衛生委員会

１ 所掌事項

（１）教職員の危険及び健康障害を防止するための基本となるべき施策に関すること 
（２）教職員の健康の保持増進を図るための基本となるべき対策に関すること 
（３）公務災害の原因及び再発防止対策に関すること 
（４）その他教職員の危険及び健康障害の防止並びに健康の保持増進に関すること 
 
２ 活動と成果

（１）委員会活動 
年月日 内 容 
７ 労働安全衛生月間を周知

ストレスチェック実施

全教職員に「労働者の疲労蓄積度自己診断チェック表」を配信、心身のセルフケア
について啓発

職場点検チェックリストを活用した職場巡視実施
ストレスチェック結果を配付
結果説明会に参加

１

職員安全衛生管理規程に基づく第 回安全衛生委員会を開催。学内のストレスチェ
ック結果について委員会内で共有し、職場環境改善策を検討。その他、安全衛生管
理体制や教職員の健康管理状況、 プロジェクト、年次休暇取得状況及び超過勤
務実績状況等について協議、検討。
産業医による職場巡視を実施。

随時 交通労働災害防止等について教授会等で啓発 

随時 定期健康診断や人間ドック、各種検診、ACE プロジェクト・ストレッチについて
周知、啓発、受診勧奨、精密検査等の事後指導実施。 

（２）成果 
回目となるストレスチェックが実施され、その結果を踏まえて委員会を開催し、学内

の状況を確認、問題点を共有し、今後の対策等を検討する事ができた。 
会議には産業医に参加していただき、助言を頂く事ができた。また、産業医による職場

巡視を実施できた。 
３ 今後の課題

・健康障害の防止や健康の保持増進に係ることについて、教職員の啓発や受診勧奨等を

継続強化していく。 
・ストレスチェックの結果、点数が高い事務局の、個々の業務の負担軽減を模索していく。 

第 節 研究科委員会教務部会

１ 所掌事項

長野県看護大学看護学研究科教務部会は，看護学研究科博士前期課程，博士後期課程の

大学院教育に関する以下の内容を扱う．

看護学研究科カリキュラムに関すること

１）カリキュラムの検討と作成、２）非常勤講師について（依頼と決定）

２．看護学研究科単位取得に関すること
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１）博士前期課程・後期課程の大学院生の単位取得状況の確認

３．看護学研究科科目履修に関すること

１）大学院科目履修の決定、２）科目履修生の選考

４．看護学研究科院生の休学，退学，長期履修などに関すること

１）休学・退学願，長期履修願，奨学金返済免除者の審査

２）長期履修希望者の選考

５．看護学研究科修士論文，博士論文の審査及び学位授与に関すること

１）修士論文審査基準と審査方法の見直し、２）修士論文発表会の進行

３） 博士論文審査委員選出、４）博士論文審査基準の見直し

５） 博士論文発表会進行、６）博士論文審査結果公表の手続き等

６．上記１～５に関わる学則の検討

７．看護学研究科院生の大学院生活全般に関すること

１）年 回の大学院生と教務部会委員との話し合いの開催

２ 活動と成果

（１）部会活動

第 回教務部会（ 月 日）

① 休学願３名について審議した。

② 大学院授業科目の履修登録状況 修士・博士 について確認した。

③ 教務部会の年間計画について確認した。

④ 研究生の研究期間延長について審議した。

第２回教務部会（ 月 日）

① 修士論文研究テーマ・論文指導（審査）委員 案 について審議した。

第３回教務部会（ 月 日）

① 平成 年度前期博士論文審査に係る外部審査委員について審議した。

② ＣＮＳ 単位申請に伴う科目の変更について審議した。

③ 学習成果の把握について

第４回教務部会（９月 日）

① 休学願１名について審議した。

② 平成 年度後期 博士論文研究計画書等の指導・審査体制について審議した。

③ 長野県看護大学学位規程に関する内規（案）について審議した。

④ 大学院生との話し合いの結果について確認した。

⑤ 学習成果に関するアンケートについて確認した。

第５回教務部会（ 月 日）

① 平成 年度大学院入学願書提出者における長期履修希望状況及び、長期履修の申請条

件（博士前期課程 名）を確認し、承認した。

② 平成 年度大学院学年暦について審議した。

③ 大学院シラバス・学生便覧作成スケジュールについて確認した。

第６回教務部会（ 月 日）

① 平成 年度後期 博士論文審査委員（案）を審議した。

② 平成 年度修士論文指導体制（案）を審議した。

第７回教務部会（ 月 日）

① 長期履修希望状況及び長期履修の申請条件（博士後期課程 名）を確認し、承認した。

② 平成 年度科目履修生募集要項（案）を審議した。

④ 平成 年度研究生募集要項（案）を審議した。

⑤ 平成 年度長野県看護大学県内大学単位互換履修生募集要項（案）を審議した。
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⑥ 長期履修規程改正（案）を審議した。

⑦ 平成 年度大学院時間割を確認した。

⑧ 大学院入試制度変更に伴う博士前期課程英語教育について審議した。

第８回教務部会（２月６日）

① 大学院修了予定者単位取得状況について確認した。

② 平成 年度修士論文発表会の日程を審議した。

③ 平成 年度大学院教務ガイダンス日程について確認した。

第９回教務部会（ 月 日）

① 休学願（博士前期課程 名、博士後期課程 名）について審議した。

② 博士前期課程の修得単位の認定について審議した。

③ 博士後期課程の修得単位の認定について審議した。

④ 平成 年度教員退職等に伴う指導教員の選定について審議した。

⑤ 平成 年度大学院生名簿及び研究室名簿について確認した

⑥ ティーチングアシスタントの実施状況について確認した。

（２）成果

① 大学基準協会より指摘されていた、ディプロマ・ポリシー（博士前期課程・後期課

程）、カリキュラムポリシー（博士前期課程・後期課程）、修士論文・博士論文指導教

員 論文審査体制などを明記した大学院学生便覧・シラバスに基づいて、大学院の教育

目標、教育課程の方針を入学生、在学生に対して引き続き周知した。

② ＣＮＳ 単位教育課程について小児看護専攻教育課程，老年看護専攻教育課程を申

請し認可を受けた。

③ 修士課程入学後の英語教育プログラムの見直しを行った。

④ 修士課程・博士課程修了生に大学院目標およびカリキュラムによる学習成果に関

するアンケート調査を実施した。

３ 今後の課題

① 大学院における教育の質評価の方法を具体的かつ定式化が必要である。

第 節 研究科委員会入試部会

１ 所掌事項

（ ）入試科目及び期日の選定に関すること、（ ）合否判定の基礎資料に関すること

（ ）入試の追跡調査に関すること、（ ）入試のあり方に関すること、

（ ）その他 入試に関すること

２ 活動と成果

（１）部会活動

） 第１回入試部会 平成 年４月 日（火） ： ～ ：

①入試部会の規程及び部会員の役割の確認

②今年度の入試日程の確認

③平成 年度学生募集要項の検討

④入試科目・システム等の見直し 
博士前期課程の英語試験の在り方について協議 

⑤今年度の活動計画・課題の確認

⑥大学院の定員数について

⑦その他

北山部会長の提案により、オブザーバーとして適宜、渡辺研究科長の出席を承認した。
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）第２回入試部会 平成 年 月 日（火） ： ～ ：

①平成 年度学生募集要項の確認

②受験者確保対策の検討

病院等の施設訪問の検討 
③大学院の定員数について

当面変更しないで、受験者増に努めることとした。

）第３回入試部会 平成 年 月 日（火）， ： ～ ：

①受験者リクルートのための訪問施設、訪問教員の確保及び持参する資料等の検討

②今年度の入試科目について

・｢英語｣について、昨年同様に準備を進める。

・｢小論文｣は当面維持する。

③募集要項を確認した。

④博士後期課程の外国人受験者への対応について

他の看護系大学の情報を収集し見直しを検討する。

）第４回入試部会 平成 年９月 日（火） ： ～ ：

①受験者リクルートの為の訪問施設と訪問教員の確定

・研究科委員会で病院等施設訪問に関するオリエンテーションを行う。

・受験者リクルート 訪問次第、持参する資料等の確認 について

②平成 年度大学院入試（ ）の担当者調整

③学報｢大学院だより｣について

来年度から後学期のみ 回作成発行に変更する。

）第５回入試部会 平成 年９月 日（木） ： ～ ：

①博士前期課程出願資格事前審査について

②平成 年度大学院入試（ ）組織表 案 の作成

）第６回入試部会 平成 年 月６日（火） ： ～ ：

①平成 年度大学院入試（ ）組織表の確定

②平成 年度大学院 次募集要項の確認

）第７回入試部会 平成 年 月 日（火） ： ～ ：

①平成 年度大学院 次募集入試、英語問題について

・昨年と同様に看護系教員で作問する。また英語担当教員には当面の間、作問委員会に

ご参加頂き助言をもらうが、最終判断は入試部会長が行う。

・２次募集用の作問委員会メンバーは部会長、副部会長、岡田先生、渡辺研究科長とオ

ブザーバーとして西垣内先生に参加を依頼する。

・過去 回の英語試験の評価ならびに学業における影響等を学生から聴取する。

②平成 年度博士後期課程入試改革（英語による入試）について

外国人留学生の日本語能力試験および日本人受験者の英語試験については外部成績を

活用することで意見が一致した。また修士課程においても英語の外部成績を活用する

ことが提案された。これらについては次回の部会で検討し、研究科委員会に諮る予定

である。

③平成 年度大学院 次募集要項の送付・配布先および数量について

例年通りの実績に基づき送付することが了承された。

）第８回入試部会 平成 年 月６日（土） ： ～ ：

①博士前期課程入試における英語問題などについて

・過去 回の英語試験の評価ならびに学業における影響等を学生から聴取した（北山委

員長）。看護系の出題はよかった。

・入試の英語について外部検定の導入は読解以外の能力問題を含んでいるので受験のハ
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ードルが高すぎる。

・今実施している入学後、英語教員による英語の授業は役に立っており、むしろ、英語

無しの入試で、入学後、英語の科目を｢必修｣にする方が学生の負担、学生の利益、入

試者増などの利点が考えられる。

・英語授業の必修（必須）の手続確認（佐々木課長補佐）、研究科委員会で審議する。

②平成 年度博士後期課程入試改革（英語による入試）について

・本学独自の英語入試を中止して、外部検定システムを導入する。英検２級相当が妥当。

５年以内の成績で評価。

・口頭試験は日本語或いは英語で実施する。外国人受験者の日本語レベルは入学後の日常

生活に支障のない ５相当（基本的な日本語を理解できる）が妥当。

）第９回入試部会 平成 年 月 日（金） ： ～ ：

① 次試験業務処理要領・試験実施配置表の確認について

②博士前期課程の入試改革について

・論文コースも英語の試験をなくす

・外部試験もなし

・入学後の英語プログラムをこれまで通り実施し、この内容及び分野教員の指導内容を

さらに充実させる

・時期としては平成 年度入学生から実施する

上記の改革の内容に関して、他大学の英語試験の実施状況に関する資料を添えて、部

会長から研究科長に、研究科委員会の前に報告しておく。

③博士後期課程の入試改革について

・外国人に関する対応では、 年以内の外部試験の成績評価（英検 級相当）で英語

試験を免除する、あるいは、本学の英語の試験を受けてもよい。日本語レベルは ５相

当とする。口述試験で英語による発表の場合は、主要内容の日本語資料を添付する。

④病院等施設訪問報告書について

・資料を研究科委員会で配布する。

）第 回入試部会 平成 年 月 日（木） ： ～ ：

①平成 年度大学院入学試験（ 次）判定会議

・博士前期課程受験者なし

・博士後期課程受験者 名について判定会議を行った。

受験者 名 広域看護学領域老年看護学分野 について、入試部会判定会議で｢合格｣とし、

火 臨時研究科委員会に諮るとこととした。

（２）成 果

）学報の｢大学院だより｣の作成

大学院の広報活動の一環として、学報の「大学院だより」に、新任教員の研究活動

や院生の学修状況等に関する記事を掲載するとともに、大学院入試部会の活動につい

て紹介した。来年度から後学期のみ 回作成発行に変更し内容の充実を検討する。

）受験者確保対策

今年度も県内病院等 施設に直接訪問して、本学の特長等について説明するととも

に、本学卒業生の仕事ぶり・印象・動向、遠隔授業のためのサラス導入の可能性等に

ついて意見交換した。

）看護系教員による英語試験問題作成等

今年度も昨年同様、入試部会内に｢英語問題作成委員会｣を設け、１次募集博士前期

課程試験で実施した。試験問題の適切性、公平性等を高めるために、引き続き精査し

ていく予定である。

）入試システムの検証と見直し
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①募集要項、②入試業務処理要領、③合否判定基準等の検証と見直しを継続的に行う

必要がある。

）博士前期課程および博士後期課程の入試改革について

・博士前期課程入試において、平成 年度入試から｢英語｣試験を廃止することとした。

・博士後期課程入試における外国人特別選抜の取扱変更と入学後の教育体制について、

課題を整理し、次年度 の新学長・研究科長体制下で引き続き検討することとな

った。

３ 今後の課題

（１）喫緊の課題

）受験者および入学者の確保（具体策の検討と実施・評価）

①県内病院等の施設訪問などによる継続的な広報活動

②サラスシステムによる『遠隔授業』の拡大と広報活動

③特に、博士後期課程の英語による口述試験の導入等

（２）将来的な課題

）受験者および入学者確保の対策を継続する。

）大学院博士前期課程の定員について検討する。

）県内で新たに開設予定の大学看護学部の人材育成に貢献する。

）公正・公平な入学試験実施と定期的な合否判定の適切性の検証を継続する。
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第６章 学生生活及び学生への支援

第１節 学生支援活動

１ 学生支援体制

１）目 的

学生支援に係る教職員及び健康センターの役割を見直し、学生の学習・生活の両面か

らの支援の充実・強化を図る他、大学として迅速な対応を行うための体制を整備する。

２）個人情報の厳正な取り扱い

① 相談窓口となる者は、学生のプライバシーの保護に努める。

② 相談窓口となる者は、学生個人の権利利益を保護するため、必要な措置を講ずるよ

う努め適正な取り扱いを行う。

３）相談窓口及び実施方法

① 学年顧問

・ 各学年に２人の学年顧問を置き、学生の生活・履修・進路・学習面の相談を受ける。

・ 休学、復学、退学、奨学金や就職推薦に係る書類作成及び、保護者との連絡・調整を

行う。

・ 卒業延期生は卒業まで同じ教員が担当する。

② 保健室保健師

健康管理（精神・身体）全般を扱う。

③ 学生支援員・就職支援員

学生支援員は日常生活全般に係る支援を、また就職支援員は、進路・国家試験に係

る支援を行う。

④ 臨床心理士（教員兼務）

臨床心理士として学生からの相談に応じる。

⑤ 健康センター

・ 学生のこころの健康相談に応じる。

・ 窓口は保健室保健師とし、必要に応じて精神看護 や健康センター相談員（外

部）の助言を得て対応する。

⑥ ハラスメント相談員

ハラスメント相談マニュアルに基づきハラスメントに関する相談等に対応する。

４）学生支援の責任者と責務

① 責任者は、学部にあっては学部長、研究科にあっては研究科長とする。

② 上記３）の窓口となっている者は、学生から相談を受けた場合、自身で解決出来な

いと判断した際は、責任者に相談する。

③ 相談を受けた責任者は、対処方法を検討して関係者に指示するものとする。なお、

必要があると認めた場合には、学長に相談・報告する。

④ 学生支援に関わる者の意識の高揚及び資質の向上を目的として、各委員会の協力を

得て教職員の自己研鑽を進める。

５）学長への報告

責任者は、生命への危険性が高い事案、ストーカー行為を受けている事案、親密な関

係にある者から身体的・精神的暴力を受けている事案等の重要な事象について、学長に

報告し、学長の指示を受けて対応する。

６）学生支援会議
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長野県看護大学学生支援会議設置規程による。

７）ハラスメントに当たる事象

相談窓口となる者は、相談を進めるに伴って学生の抱える問題が明らかになり、ハラ

スメントにあたると判断できる事象が確認された場合、ハラスメント相談として対応す

ることについて学生の了解を得たうえで、ハラスメント防止委員長に報告する。

８）学生支援体制の見直し等

支援体制の見直し等、学生の支援に関することは、教授会の審議を経て学長が決定する。

９）事務局

学生支援に係る事務は、教務・学生課が担当する。

２ 学年顧問

１）学年顧問の役割

学年顧問は、学生に身近な存在として学部長の指揮のもと学生の学習や生活に係る相談を受

ける。なお、原則として入学から卒業までを同一教員が担当する。 
２）学年顧問の主な仕事 
① 学生の生活面の困りごとの相談 
② 学生の学習面の相談（履修単位の修得、実習に関すること、休学・退学等） 
③ 学生の健康面に関する相談 
④ 学生の進学・就職、国家試験の準備等に関する相談、看護師国家試験不合格時の支援 
⑤ その他 奨学金の推薦状の作成等 
⑥ 学生支援会議に出席する 

 
 

〔平成 27 年 11 月 17 日教授会了承〕 
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※ 点線は必要に応じて対応する。 
※ 事務担当は教務・学生課 
 

各委員長（学生・教務・実習・ハラスメント防止等） 

〔必要に応じた迅速な相談〕 
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⑦ クラス委員との連絡・調整

３）学生からの相談に関して学年顧問が連携する部署／担当者

学生の相談内容や問題となっている事項に応じて、就職支援員、学生支援員、保健室保健師、

健康センター長、卒業研究担当教員、教務・学生課等の関係者と連携して対応する。

また、必要に応じて学部長に相談・報告をする。

４）保護者との連絡

学生の保護者への連絡が必要な場合は、学部長に相談のうえ、適任者が対応することとする。

また、その結果について学部長に報告する。

平成 年度学年顧問
学年 １年生 ２年生 ３年生 ４年生
顧問の
氏 名

座馬准教授 藤原准教授 有賀講師 千葉准教授
御子柴講師 小野塚講師 島袋助教 秋山講師

※ 卒業延期生の学年顧問は、卒業まで同じ教員が担当

５）学年顧問の活動報告

＜相談状況＞

人数等

相談内容

相談内容別実人数（人）
（１人の学生が、複数の相談をした場合は、相談内容毎に１人とカウント）

履修・

学習

アルバ

イト

進路・就

職
対人関係 健康 家庭環境 その他

１年 １

２年 １ １ １

３年 ２ ４

４年※ ４

※卒業延期生を除く

＜総括＞

①１学年

対人関係については、４月の入学当初は戸惑いがみられたものの、学内行事や科目履修

を通して、個々に友人関係を築いていたようだ。学習面については、授業態度もよく、単

位を落とす学生もきわめて少なく、課題の多さに戸惑いながらも真面目に努力して取り

組む姿勢が見受けられた。健康面については、不安を抱える学生もおり、見守りが必要で

ある。このような学生のかかえる問題については、保健室、事務、教員との情報共有を密

におこないながら学生に対するサポートをおこなってきており、今後とも連携を継続し

ていく必要がある。

②２学年

学習面においては、全体的に安定して授業や実習に取り組んでいる印象である。履修

上の問題を抱えた学生 名についても、履修計画通り進行することができている。

生活面や精神面に問題を抱え、学習面への影響がみられる学生もおり、保健室保健師を

窓口に対応した学生の中で、進路変更希望もあり休学を経て退学となった学生もいた。

また、後学期に入り、体調面に不安を抱える学生も見受けられ、保健室保健師と情報

共有し、学修支援を継続していく。

③３学年

多くの学生は、安定して授業や実習に取り組むことができていた。一方、授業の単位
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を複数落とす学生が見られ、それらの学生への対応を行った。留年の長期化を防ぐため

の指導を継続していく必要がある。

また、生活面や精神面に問題を抱え、学習面への影響が見られる学生も見受けられ、

相談を定期的に行った。保健室保健師と情報を共有して対応をしていくとともに、相談

の機会などで学生自身が成長できるよう見守っていく必要がある。

④４学年

卒業予定者においては看護専門領域実習後半や統合実習等で、大きな問題は見られな

かった。また国家試験に向け各自で順調に準備を進めていった。助産選択コース７名中、

辞退者は１名となったが、 名は履修を終えることができた。就職に関しても、全員ほ

ぼ希望通りの結果となった。国試については、模試の結果が好調であったものの、合格

率は看護師と助産師が ％、保健師が ％となったが、保健師志望者は全員が合格

したため就職等に影響はしなかった。

留年する学生は、フォローアップのもと各自がスケジュールを確認し、卒業準備を進

めた。 年度中休学した学生 名は年度内に 名復帰した。もう１名の休学者は引き

続き復学の意向を確認しているところである。

３ 新学期の学生生活ガイダンスの実施等

１）新学期の学生生活ガイダンスの実施

新学期開始直前に、各学年に対して学生生活ガイダンスを実施した。

２）防犯講習会の開催等

新学期開始直後に、すずらん寮に入居する 年生とアパート暮らしを始める 年を対

象に、駒ケ根警察署の警察官を講師に防犯講習会を実施した。また、 月の全国地域安

全運動に合わせ、駒ヶ根警察署と伊南防犯女性部に協力し、学生に対しストーカー被害

や個人情報の取り扱い、戸締りの徹底等防犯に関する啓発を行った。

３）ワーキングセミナー

アルバイトに関するトラブルを未然に防止するため、県労政事務所によるワーキング

セミナーを開催した。

第２節 キャリア形成支援

１ 在学時における進路支援

１ 支援の概要

１）就職・進学に関する支援

（１）キャリアガイダンスの実施

（２）進路希望調査の実施

月：求職票の提出（ 学年） 月：進路希望調査票の提出（ 学年）

（３）個別面談の実施 月：卒業予定者全員を対象

（４）求人票・募集要項等の整備

（５）「進路の手引き」 キャリア支援ハンドブック の作成：全学年および全教員に配布

（６）求人等に関する来訪への対応

（７）職場体験 インターンシップ ・職場見学等の紹介や斡旋

（８）各種進路関係情報の提供 合同説明会の開催等の情報提供、進路情報誌の配布など

（９）大学院等の募集要項の整備

（ ）大学等からの教員募集要項等の整理
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（ ）応募及び採用試験への支援

希望者に応募書類作成支援、面接試験個別練習、面接ビデオや関係図書の整備など

（ ）公務員・養護教諭等の受験対策

公務員対策講座への参加斡旋、参考図書等の整備、希望者への個別受験指導など

（ ）新社会人ワーキングセミナーの開催

（ ）県内市町村保健師採用合同説明会の開催

２）その他

（１）進路資料室の整備・充実

（２）キャリア支援のあり方についての見直し・検討

２ 支援の実施状況・結果

１）キャリアガイダンスの実施状況

＜一年次＞

キャリアガイダンスⅠ 月 日 火 ～

ねらい

○大学における進路選択や就職活動等についての基本的な知識を身につける。
○本学の卒業時に取得できる免許や資格等を理解する。
○卒業生の進路動向等により卒業後の進路の可能性を考える。
○卒業後の進路を見通すことによって学習意欲を高める。
○学内外の様々な進路選択に関するサポート資源を理解する。

内 容 ○本学の進路指導体制や卒業生の進路先など基本的な事項の説明を行う。

＜二年次＞

キャリアガイダンスⅡ（卒業生シンポジウム） 月 日 金 ～ ：

ねらい
○複数の卒業生による就職活動や職業生活に関してのシンポジウムに参加し、進路
意識を育むとともに看護職のキャリア形成について考えを深める。

内 容
○卒業生による体験等を踏まえたキャリア形成のためのシンポジウムを行う。
シンポジスト 福本 なつみ（伊那中央病院 看護師）、金子 あゆみ（飯田市役

所 保健師）、北澤 瑠奈（飯田市立病院 助産師）

＜三年次＞

キャリアガイダンスⅢ ① 月 日 月 ～

② 月 日 月 ～

③ 月 日 月 ～

ねらい
○卒業学年を控えて、希望や個性、特性に応じた進路先を考え、その実現を図るた
めの情報を得るなど就職活動に必要な知識や態度を養う。

内 容

①就職活動のための情報収集や施設見学・職場体験等のポイント、行政保健師（公
務員一般試験）および養護教諭 教員採用試験 等について、就職先の選び方など
についての指導を行う。
担当者：岡田 実（本学教授）、御子柴 裕子（本学講師）、

米窪 伸一郎（就職支援員）
②就職先として可能性のある職場の管理者等を招いて、医療現場の状況や県看護大
学生への期待などについて話をしていただく。
講師：真木 喜子（昭和伊南総合病院 看護師長）

白鳥 啓子（信州母子保健推進センター保健師）
③就職情報会社の社員を招いて、履歴書 エントリーシート の記入や筆記試験、面
接試験等就職活動の実際を知るとともに身だしなみ、挨拶、言葉遣い等社会人と
してのマナーについての具体的な説明をしていただく。

講師：村山 亨平（㈱マイナビ キャリアサポート課長）

＜四年次＞＜編入二年次＞

キャリアガイダンスⅣ 月７日 金 ～
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ねらい ○卒業学年として、就職活動に必要な知識や手続きを確認する。

内 容

○求職活動の手順、履歴書 エントリーシート の書き方、面接試験や小論文等の筆
記試験への対応、求職票の提出についてなど、具体的な就職活動を進めるにあた
って必要となる事項の説明を行う。

２）卒業生の就職・進路状況

（１）長野県内への就職者は 名（ ％）で、昨年度（ ％）を下回った。県内出身

者の県内就職率は で、高い水準にある。県外出身者の長野県内への就職者が

名あった。

（２）看護師は 名で、全就職者の ％を占めている。助産師は 名で、昨年度（ 名）

に比べ減少した。三病院（信州大学医学部付属病院・長野市民病院・伊那中央病院）へ

の就職者は 名で、全病院就職者の ％を占めている。

（３）行政保健師は県内４名、県外２名の６名で、昨年度（ 名）と比較すると減少した。

（４）養護教諭の就職希望者はなかった。

１．学部卒業生（ 76名：9月卒業生の1名を含む)

（１）　就　　職  （76名）

医療機関・行政機関等 看 保 助 教 他 計 医療機関・行政機関等 看 保 助 教 他 計

長野市民病院 虎ノ門病院（東京都）

伊那中央病院 東京医科大学八王子医療センター（東京都）

昭和伊南総合病院 神奈川県立こども医療センター（神奈川県）

佐久総合病院 横浜市立市民病院（神奈川県）

まつもと医療センター 横浜南共済病院（神奈川県）

信州大学医学部附属病院 埼玉県立小児医療センター（埼玉県）

飯田市立病院 新久喜総合病院（埼玉県）

北信総合病院 イムス富士見総合病院（埼玉県）

長野中央病院 つくばセントラル病院（茨城県）

篠ノ井総合病院 東北大学病院（宮城県）

相澤病院 新潟市民病院（新潟県）

信濃医療福祉センター 名古屋市立大学病院（愛知県）

長野赤十字病院 小牧市民病院（愛知県）

松代総合病院 一宮市立木曽川病院（愛知県）

浅間総合病院 名城病院（愛知県）

北アルプス医療センターあづみ病院 名古屋記念病院（愛知県）

松本協立病院 名古屋市立西部医療センター（愛知県）

岡谷市民病院 静岡県立総合病院（静岡県）

健和会病院 静岡市立静岡病院（静岡県）

長野市 聖隷三方原病院（静岡県）

木曽町 聖隷浜松病院（静岡県）

上松町 木沢記念病院（岐阜県）

飯島町 岐阜県立多治見病院（岐阜県）

岐阜県総合医療センター（岐阜県）

東近江総合医療センター（滋賀県）

安城市（愛知県）

新潟県

計

計 県内・県外　合計

（２）進　 学  （0名） （３）その他  （0名）

　　平成29年度 卒業生の進路状況           　　　　　　　　        平成30年3月31日現在

［看：看護師、助：助産師、保：保健師 教：教員］　　　（単位　名）

長      野     県     外長     野     県     内
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３ 課題及び方策

１ 就職希望者が少ない県内の地域中核病院や小規模自治体 行政保健師 について、関係

機関等との連携を図り、学生の関心を高め就職に結びつくような方策を検討していく。

２ 養護教諭を志望する学生に対する支援について、具体的な方策を構築するよう努めていく。

３ 生涯にわたるキャリア形成に資するため、各学年におけるキャリアガイダンスの充実

に努めていく。

４ 学生の確かな進路選択のために、病院説明会やインターシップへの参加を促し、個人

面談等をとおして、適切な指導助言に努めていく。

２．国家試験の対応状況

１ 国家試験への支援の概要

１）模擬試験の実施

看護師 回、保健師 回、助産師 回実施

本学教員に対して模試結果等の関係資料を情報提供

２）国家試験受験手続説明会の開催

月 願書の作成について指導、願書の取りまとめ、願書提出 郵送

月 受験票の交付及び受験に関する留意事項等の説明

３）国家試験受験関係業務

受験に必要な書類（願書、修業見込書等）の整備・点検および提出

４）免許申請手続き説明会の開催

月 免許申請書類の配布及び留意事項等の説明

５）合格発表後の進路指導

合否状況の確認 不合格者に対する支援

６）既卒不合格者の受験手続や模試等の支援

７）国家試験対策補講の実施（ 月に実施）

８）国家試験受験対策ガイダンス（ 月と 月に実施）

９）受験参考書籍等の整備

２ 国家試験に関する実績

平成 年 月に実施した国家試験では、看護師、助産師については全員が合格するこ

とができた。保健師については、 名の不合格者があったが、卒業生全員が希望職種に就

職することができた。

＜平成 年度国家試験の合否状況＞

３ 課題及び方策

受験者全員の合格を目指して、国家試験受験ガイダンスの充実や公開模擬試験および

特別補講など今までの取り組みを更に発展・充実するよう努めていく。助産師資格受験

出願者数 受験者数 合格者数 合格率 出願者数 受験者数 合格者数 合格率 出願者数 受験者数 合格者数 合格率

第104回保健師

第101回助産師

第107回看護師

総　　　　　　　　数 新　　　　　　　　卒 既　　　　　　　　卒
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者に対して、充分な受験準備が出来るよう支援していく。既卒の受験者に対しては、受

験手続きの相談に応じるとともに公開模試の受験促進などの支援を継続していく。

第３節 保健厚生

１ 概要

保健室では、学生が心身共に健康で充実した学生生活を送れるよう健康診断や健康相談、

傷病等緊急時の応急処置などを行っている。設備は、ベッド、応急セット、衛生用品、薬

品棚、書類保管庫、寝具入れ、車椅子１台、血圧計、身長体重計、視力計などがある。保

健室には、常勤保健師 名が配置されている。必要に応じて学校医へ相談し、学生支援員

（看護師）、学年顧問らと協力・連携して対応している。

○保健室の役割・業務内容

①傷病者の応急処置に関すること

②健康診断、健康管理に関すること

③保健指導及び健康相談に関すること

④教育研究活動中の災害を補償する保険に関すること

⑤感染症予防や予防接種に関すること

⑥学校行事等の救護

⑦その他保健に関すること

２ 実績

（１）保健室利用状況

平成 年度から 年度の保健室利用状況を表 に示す。相談内容は、体調不良、怪

我、月経に関すること、友人関係、進路、精神的問題に関することなど多岐に渡ってい

る。体調不良や怪我等の状況により、受診同行や保護者への連絡などの支援も行った。

また、平成 年度にはインフルエンザ（疑いを含む）等感染症のため 名の学生が

出席停止となった。発症した学生等に対する保健指導、大学全体に向けての注意喚起・

予防啓発を行い、その結果、重症化した学生や感染拡大・集団感染はなかった。

表 保健室利用状況

区分 年度 年度 年度 年度 年度

健康相談（身体）

健康相談（精神）

相談（その他）

合計

（２）定期健康診断の項目と受診状況

定期健康診断の項目は、①身体測定（身長と体重）、②血圧測定、③胸部 線検査（間

接撮影）、④血液検査（貧血）、⑤尿検査、⑥内科診察の 項目である。平成 年度から

年度の定期健康診断の受診状況（学部生）を表 に示す。未受診の未受診項目は、尿検

査だった。

定期健康診断の結果、各項目に異常が見られた者や自覚症状のある者には、受診指導

や保健指導を行っている。精神的不調の兆候が見られる者には、個別面接を実施し、必

要に応じて定期的な面接、受診勧奨などを行っている。

入学年度の定期健康診断では 型肝炎抗原・抗体検査を実施している。抗原・抗体い

ずれも陰性であった者に対しては、予防接種を実施している。また、小児ウィルス感染

― 97 ―



症（麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎）抗体検査に関しては、入学年度の定期健康診

断で実施してきたが、 年度からは、大学入学までに各自で抗体検査を済ませてくるこ

とを決定し、該当者には周知した。そして、この検査で抗体陰性及び陽性低値の者には、

予防接種を指導（勧奨）している。

表 定期健康診断受診状況（学部生）

年度 年度 年度 年度 年度

健診対象者

受診者数（全項目を受診した者）

受診率（％）

３ 今後の課題

学生相談の窓口としては、保健室、学生支援員、学生顧問など複数整備され、学生は相

談者を選択することができる。相談対応者は、学生支援会議や個別のカンファレンス等に

よる情報共有や支援の連携が必要であり、その際には本人の同意やプライバシー保護に十

分留意することが重要である。 
また、受診支援や救急搬送の際には家族への連絡が必要となるが、家族からの支援を受

けることが難しい学生もあり、支援体制の検討が必要である。 
心身の健康問題が学業に及ぼす影響は大きく、特に科目試験や課題提出が重なる時期や実習

期間などには食事の乱れや睡眠不足から体調を崩す傾向がみられる。激しい月経痛などから

失神する事例もあるため、学生が日頃からセルフケアできるよう指導していく必要がある。 

第４節 修学資金等

１ 修学資金

（１）資金の種類  
事務局で取り扱っている奨学金は「日本学生支援機構奨学金」、「長野県看護職員修学

資金」、「上伊那広域連合看護師等修学資金」の３種である。本学独自の奨学金はない。 
日本学生支援機構奨学金

大学全体の貸与率は ％、学部生では ％で３分の１を超える学生が利用して

いる。推薦者はすべて採用されている。大学院生の貸与者はいない。

長野県看護職員修学資金

大学全体の貸与率は ％と低い。これは、本資金の貸与対象者を「免許取得後（若し

くは大学院修士課程修了後）、直ちに県内の返還免除対象施設で就業する意思があるこ

と」としているためと考えられる。

＜学部生＞

・病床数 床未満の病院 ・精神病床を ％以上有する病院 ・過疎地域にある

病院（県立木曽病院、飯山赤十字病院） ・診療所 ・介護老人施設 ・指定発達

支援医療機関 ・重症心身障害児施設 ・母子健康センター（助産師に限る） ・

地域保健法に規定する特定町村（保健師に限る） ・訪問看護ステーション（上記

免除施設で３年以上の実務経験が必要）

＜大学院生＞

・医療法第１条の２第２項に規定する医療施設 ・母子健康センター ・地域保健法

に規定する特定町村 ・訪問看護ステーション（医療施設で３年以上の実務経験が必

要）
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上伊那広域連合看護師等修学資金

上伊那広域連合が、地域医療再生基金を原資として平成 年度に創設した制度で、

貸与対象者は、将来上伊那地域において看護職員の業務に従事しようとする者である。

地域を上伊那地域に限定していること、将来返還義務が生じない他の貸与制度との

併用ができないことから、貸与率は低い。

なお、平成 年度から、養成施設等の最終学年在学生への一回貸与支援へと制度改

正がなされたが、実績はない。

（２）実 績

各修学資金の貸与実績については、次のとおり。

 
 

２ 授業料の減免

（１）概要

長野県看護大学条例では、経済的理由により授業料を納付することが困難な者、休学

等の事情がある者に対して、授業料を減免することができることとしている。

また、希望する者について、年４回（４月、７月、９月、１月）に分納して授業料を納

付することができることとしている。

（２）経済的理由による減免の実績

２７年度 ２８年度 ２９年度

対象者数 １８人 １９人 １７人

減 免 額 ９，６４４，４００円 １０，１８０，２００円 ９，１０８，６００円

日本学生支援機構奨学金貸与状況（平成29年度実績）

学年

種別 4学年 3学年 2学年 1学年 計 修士課程 博士課程

第一種

第二種

併　用

計（A）

学生数（B）

貸与率（A/B）

学部生 大学院生
合計

長野県看護職員修学資金貸与状況（平成29年度実績）

学年

種別 4学年 3学年 2学年 1学年 計 修士課程 博士課程

貸与者数（A）

学生数（B）

貸与率（A/B）

学部生 大学院生
合計

上伊那広域連合看護師等修学資金貸与状況（平成29年度実績）

平成28年度までの制度 新制度

学年 学部生

種別 4学年 3学年 2学年 1学年 計 修士課程 博士課程 4学年

貸与者数（A）

学生数（B）

貸与率（A/B）

学部生 大学院生
合計
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第５節 サークル活動及び大学祭

１ サークル活動

正課の授業以外に行う課外活動を行うサークルは、平成 年度は 団体であった。

サークル活動は学生の自主性を尊重しつつ、サークル顧問として教職員が関わりサー

クル活動の相談・支援を行っている。

顧　問 構　成
氏　名 氏　名 氏　名 人　数

軽音楽サークル 福澤　拓真 大里　支乃 御子柴　裕子

茶道サークル 曽我　美梨香 加藤　優希 有賀　美恵子

ほがらかふれあい農園サークル 神林　千夏 岡田　麻美 太田　克矢

わらわらサークル 金山　寛奈 坂井　桃子 島袋　梢

美術・文芸サークル 依田　みちる 渡辺　知映里 御子柴　裕子

アカペラサークル 中澤　理紗 中川　航 千葉　真弓

よさこいサークル鼓魂 鈴木　晶久 藤本　恭子 伊藤　佑季

弓道サークル 熊谷　里奈 田口　綾菜 阿部　正子

硬式テニスサークル 棚原　陽香 今村　月香 太田　克矢

バスケットボールサークル 白鳥　魁人 長谷部　さやか 牛山　陽介

バドミントンサークル 中島　菜美 佐伯　瞳 森野　貴輝

バレーボール サークル 内村　彩華 宇佐美　朱理 酒井　久美子

スノーボード サークル 堀内　裕貴 林　真言 牛山　陽介

室内楽サークル 丸山　優花 石田　友香 千葉　真弓

卓球サークル 末福　誉博 佐々木　祥吾 喬　炎

剣道サークル 坂井　桃子 伊藤　沙記 三浦　大志

フットサルサークル 金子　夢翔 大島　武留 三浦　大志

写真サークル 熊谷　佳奈 山本　穂 森野　貴輝

子どもとあそぼう！ ちちんぷい 神谷　善之 林　真言 栗岡　真理子

ヘルシー＆ダイエット

ジョ ギング＆ウォ ーキング倶楽部
神谷　善之 林　真言 栗岡　真理子

現代視覚文化研究会 渡瀬　千乃 堀　清花 三浦　大志

二輪車サークル 竹村　公亮 臼田　馨 太田　克矢

小林　美智 落合　香葉 屋良　朝彦

三浦　萌 桒原　京香 三浦　大志

ボルダリングサークル 山岸　定智 竹村　公亮 有賀　智也

　　平成29年度団体・サークル等一覧表

団体・サークルの名称
代表責任者 副代表責任者
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２ 大学祭

長野県看護大学大学祭（名称「鈴風祭」：すずかぜさい）は、毎年９月上旬～中旬に２日

間の日程で開催している。運営は１・２年生が中心となり、約 名による鈴風祭実行委員

会を組織し、４月から約半年間をかけて準備を進めている。

平成 年度は９月９日 土 、 日 日 に開催した。看護大学ならではの特色ある企画

として、ヘルスチェックやハンドマッサージコーナーを開設するとともに、地域の方々や

子どもたちにも喜んでもらえるような催し物を開催し、近隣住民の方をはじめ、老若男女

問わず大勢の方々で賑わった。

また、会場の一角には「大学説明コーナー」を設け、広報交流委員会のメンバーが、本学

への進学を検討している高校生に対し、進学相談を行った。

○事前の周知活動

・ＰＲのための学校訪問 ：小学校６校、中学校３校

・パンフレット広告スポンサー：約 社

○ 当日の主な催し物

・ヘルスチェック、ハンドマッサージ等の健康サービス

・市町村保健師採用・合同説明会

・国際看護実習成果説明会

・大学説明コーナー

・サークル発表（よさこい、ハモネプ、室内楽、軽音楽、茶道、書道、美術・文芸）

・ビンゴ大会等の開催

・ものづくりコーナー

・ゲストによるパフォーマンスショー

・各種模擬店

第６節 関係団体の活動

１．大学生協

１ 概要 
（１）組織 

総会で選任された理事を構成員とする理事会の基に、生活協同組合活動を応援する

学生からなる学生委員会と教職員及び店舗職員が共同して、各種の学生生活を応援す

る活動を行っている。また、生協活動および決算等について監査を行う監事について

も、総会で選任され、財務等の監査を行っている。 
経営は、理事長の指示の元に、主として購買書籍部及び食堂部の職員が信州大学生

活協同組合と連携を図りながら、日々の業務を行っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 

①運営組織図

②経営組織図

総会

理事会

監事

学生委員会

店舗・職員

理　事　長
購買書籍部・食堂部

本部）
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（２）業務 
看護大学生活協同組合は、平成 年１月 日に前身の看護大学福利組合から業務を

引き継いで運営が開始され、今日に至っている。

その目的は、看護大教職員、学生等の組合員の生活の文化的、経済的な改善向上を目

指し、活動に取り組んでいる。

２ 活動実績

（１）主な日常の業務

大学生協パート職員により、以下の業務を行った。

食堂部：昼食及び臨時の夜の飲食を提供した。

購買書籍部：書籍、文具、生活用品及び保管食品を販売した。

（２）総会・理事会等開催

大学生協の理事及び理事等役員 理事： 名、監事：４名 による理事会等を以下によ

り開催した。

項目 開催日 主な議題
第一回理事会
総会

年 月 日
理事長、専務理事の互選について
代表理事の選出

第二回理事会 年７月 日
～ 月経営状況及び活動報告
夏期営業日程について

第三回理事会 年９月 日
～ 月経営状況及び活動報告
個人情報保護方針・個人情報保護規則の改正
長野県最低賃金の改定

第四回理事会 年 月 日
～ 月経営状況及び活動報告
メール審議 個人情報保護方針・保護規則の件

第五回理事会 年２月９日

～ 月経営状況
年度予算確認、生協総会の承認

（日程・選挙管理委員指名・開催公示と期間・役
員立候補受付及び締切日の提案ほか）

第六回理事会 年４月 日
年度決算及び活動報告

第 回総会議案及び運営について

※ 看護大学生協の会計年度は 月から翌年 月まで、役員の年度は 月の総会後から、

翌年の総会までとなっている。

（３） 学生委員会による取組

看護大学の学生により、生協の活動をＰＲするとともに、学生の生活を支援するた

め、学生委員会を組織し以下の活動を行った。

学生委員会の活動報告

月 主な活動内容

月 生協総会(看護大学 in 大講義室)（ ） 
月 七夕企画計画、「Ns の☆」制作 
月 食堂装飾（笹）、「Ns の☆」制作、七夕企画実行 ～  
月 「Ns の☆」完成、夏祭り、鈴風祭模擬店計画・準備 
月 鈴風祭模擬店出店 ) 
月 食堂装飾 

／ 月 お友達企画計画、卒業式生協食堂手伝い（ 実施）、引っ越しお助け隊

月
入学式生協食堂手伝い（ ）、お友達企画実行（ 生協食堂） 、
新入生歓迎パーティー企画・実行
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（４）その他の成果

近年の粗利の減少傾向および総供給高の減少から運営が危ぶまれていたが、信州大学生

協に委託していた業務の一部などを本生協で処理することにより委託費の削減と業務の効

率化を図るなど、相当の業務改善を行うことで、引き続き黒字を達成することができた。

３ 課題及び方策

（１）喫緊の課題

組合員から概ね支持された食堂運営や購買部の活動がなされ、利用者の増加につなが

っているが、この活動を維持していく手段が一部のパート職員のみに依存しており、多

忙を極めている。したがって、パート職員の増員と職員同士がお互いの分担をカバーし

あえる体制づくりが最も急がれる課題である。

（２）長期的な課題

・正規職員の不在による不安定な運営が持続している。

年に正規職員（店長）の退職後、パート職員のみで現場が運営されている。中で

も、歪を理解しないまま「黒字経営状態で健全運営ができている」との認識が広がって

いるのは、最も大きな問題の１つである。実態は、店長を雇用する余力がない状態であ

ることが、周囲の会員や大学に理解されていない。今後、理事を様々な教職員に経験さ

せるなど、経営の根幹的な問題に直面する機会を増やすとともに、教職員、大学生にこ

の状態を周知し取り組んでいく必要がある。

・学生委員会の活動を旺盛に進め、生協の活動を知らせるよう取り組む必要がある。

・自治会と協力しての企画も求め、その活動を周知する必要がある。

２．後援会

１ 概 要

長野県看護大学の運営に協力援助を行い、もって教育研究の発展に寄与するとともに、

学生が豊かで充実した学生生活を送れるよう福利厚生事業等を行うことを目的として、

平成７年４月８日に発足したものである。

組織は、総会並びに会員から選出された理事及び監事からなる役員会があり、業務･

立案は、理事から選ばれる会長及び副会長と理事により行われている。事務局は、会則に基

づき、看護大学事務局総務課に置き、看護大学事務局次長が事務局長として庶務会計の事務

を行っている。

主な業務

・学生の課外活動に対する援助。

・学生の生活指導・厚生等に対する援助。

・大学の運営・教育設備の設備充実等に対する協力 等

２ 活動実績

主な業務

①新入生オリエンテーション、学生自治会への補助

自治会活動（鈴風祭、サークル）へ補助

②進路指導や福利厚生のために必要な事業等への補助

Ｂ型肝炎ワクチン予防接種（ 年生： 回）、Ｂ型肝炎抗体検査（全学年）、国家試験

― 103 ―



対策ガイダンス経費・進路指導書等購入への補助

③卒業式及び卒業生を送る会等、地域との交流等に対しての補助・協力

送る会経費の補助、町内会費、区費、看住協議会への交付金

④後援会だよりの発行

第 号（ 部）の発行

総会・役員会等開催

項目 開催日 主な議題

第１回役員会 年 月 日 総会議題等について

総会 年 月 日
･平成 年度事業報告・収支報告書について
･平成 年度事業計画・収支予算、役員選任について

第２回役員会 年 月 日
･平成 年度中間報告、実習補助費、卒業式、就職求人状
況等について

・平成 年度役員体制案について

第３回役員会 年 月 日
･平成 年度事業・決算見込みについて
･平成 年度新役員体制の確認等について

３ 課題及び方策

平成 年度まで、後援会事業として実習交通費等に対する補助を実施していたが、実

習施設の増加及び遠隔地化に伴って年々経費が増加し、他の事業の実施に支障をきたす

恐れが生じてきたことから、平成 年度に大学管理の「実習交通費会計」を新たに設置

し、後援会から切り離した。

これに伴って、見直し後の予算規模に見合った会費を設定し直したことから、今後は、

新たな枠組みのもとで安定的な組織運営が行われるよう留意するとともに、大学の運営

或いは学生への援助（学生自治会補助・サークル補助等）のあり方について、有効性の

観点から、随時見直しを行っていく必要がある。

３．同窓会

１ 概要

同窓会「鈴風会」は平成 年、長野県看護大学創立 周年を機に設立された。会の

名称は、母校の学園祭「鈴風祭」と同様に、駒ヶ根市を象徴する「すずらん」と「風」

をイメージして付けられている。

鈴風会は、会員相互の親睦を図り、併せて母校と看護学の発展に寄与することを目的

として活動しており、その目標は、母校と会員（卒業生・修了生）とをつなぐ架け橋と

なることである。主な事業は、以下のとおりである。

会員名簿の作成及び会報の発行

総会、講演会、研修会等の開催

母校の後援及び相互の連携に関する事項

会員は、会員（卒業生・修了生等）、準会員（在学中の学生）に分けられる。最高議決

機関として総会があり、ここで鈴風会の活動に関する決定がなされる。実務機関として

執行部会があり、会長・副会長・会計・庶務の各役員で運営されている。

２ 活動実績

平成 年度基本方針

・会員同士のネットワーク強化
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・同窓会活動の充実

【活動内容】

＜会員同士のネットワーク強化に関すること＞

○ホームページの活用及び会員の参加しやすい活動方法の検討

ホームページには同窓会の活動報告を掲載し、配布物に を明記してホームペ

ージの周知を図っている。また、行事の案内について郵送に加えてホームページ

に掲載すること、会員宛の郵送物に コードを掲載し登録情報変更手続き方法へ

のアクセスの簡便化を図ることにより、連絡先不明者対策を行っている。

＜同窓会活動の充実に関すること＞

○今後の活動方法の検討

入学手続き時の入会案内方法を執行部会にて検討し、通知内容や会則の明示につ

いて見直しを図った。また、入学時未加入者への在学中の入会案内方法について

も検討し、試行的に学年末時期に当該学年の在学生への個人通知を配付した。活

動の様子を知ってもらうことで入会者の増加を図るため、試行的に新入生・在学

生に向けた活動報告を発行した。

○会員サービスの検討及び実施

大学祭に鈴風会ブースを設置した。ブースには、卒業生から在学生に向けてのメ

ッセージを収集し、働く様子等の写真と共に展示することで、在学生や保護者、

地域の方々に卒業生の活躍の様子を伝える機会とした。併せて大学祭パンフレッ

トへの広告掲出により、学生の活動支援を図った。

○母校との連携

同窓会パーティーを開催しない年度にあたるため、大学への貢献事業を実施した。

大学付属図書館の司書に相談して在学生の利用頻度の高い書籍を選定し、 冊を

寄贈した。また、大学の広報・交流委員会からの依頼に応じ、長野県看護大学学

報に新会長就任の挨拶を寄稿した。

平成 年度活動日程
活動 開催日 主 な 議 題 等

第１回
執行部会

年 月 日
・平成 年度入学生の同窓会入会状況について
・平成 年度の活動について
・同窓会名簿のデータ管理方法について

第２回
執行部会

年 月 日
・大学への貢献事業について
・新入生･在学生への入会案内･勧誘方法について

大学祭
同窓会ブース
設営

年 月 日
～ 月 日

卒業生からのメッセージおよび写真の展示

図書寄贈 年 月 日 大学への貢献事業として大学付属図書館へ図書を寄贈
第３回
執行部会

年 月 日
・定例総会の開催について
・新入生･在学生への入会案内･勧誘方法について

第４回
執行部会

年 月 日 ・在学生への同窓会入会案内･勧誘通知の配付準備

第５回
執行部会

年 月 日
・定例総会の開催について
・次年度の役員について

第 回
定例総会

年 月 日 定例総会開催

第６回
執行部会

年 月 日
・新旧役員引継ぎ
・平成 年度の活動について
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３ 課題及び方策

鈴風会設立以来、新入会員の会費徴収は大学にご協力いただいていたが、平成 年度よ

り徴収方法が変更となったことから、入会者及び会費収入が大幅に減少している。そのた

め、活動の拡大は困難であるが、入会促進を図るとともに、会員・準会員にとって有意義

な活動となるよう検討を進める必要がある。平成 年度の活動方針は以下のとおりである。

（ ）会員同士のネットワーク強化

・ホームページによる情報発信を継続し、同窓会活動に参加する会員の増加を図る。

（ ）同窓会活動の充実

・同窓会の活動継続に向け入会者の増加を図るため、新入生や在学生への入会案内方法

や会費徴収方法についてさらに検討を進める。

・大学祭に合わせた企画など、会員が参加できるとともに、在学生への同窓会の とな

る活動を検討し、実施する。

・多くの会員の参加が得られるよう、同窓会パーティーを企画･開催する。

・母校の発展に寄与できるよう、本会に対する要請に柔軟に対応していく。
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第７章 施設の管理運営等

第１節 施設の状況

（１）施設の全体概要

１．校地

本学の校地面積は、 ㎡と学生数の割に広大であり、東に南アルプス、西に中央

アルプスを望む恵まれた自然環境の中で、古代ギリシャ都市の｢アゴラ｣に倣って設けた

中央広場を中心に、その周りに図書館・教育研究棟・講堂・学生食堂・管理棟を配置し

ている。また、道路を挟んで屋内プール棟・有酸素運動研究コース・語らいの並木が併

設されている。

校舎敷地 運動場用地 寄宿舎用地 プール他用地 計

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

２．施設・設備

１）管理棟（ ㎡）

学長室、事務室、会議室、保健室、食堂、売店が配置されている。食堂については、

カフェテリア方式で 席の利用が可能となっており、また、売店が併設され、パン・

おにぎりなどの食品や文具等を販売している。両部門とも、長野県看護大学生活協同

組合が組織され、経営を行っている。

２）教育研究棟（ ㎡）

講義室､演習室､実験室､自習室､情報処理教室 パソコン 台 ､ＬＬ教室 機器 台）、

研究室 講師以上は個室、助教・助手は複数人で 室 、大学院生研究室等を配置している。

講義室が大・中・小合わせて８室、実習室が「基礎」「成人」「母性・小児」「地域・

老年」など看護領域ごとに６室、その他実験室、自習室などを完備している。その他

大学院生用として、大学院生研究室が４室ある。なお、中講義室のうちの１室には、

県内９大学を結ぶ遠隔講義システムを導入しており、他大学が配信する授業を自大学

で受講することが可能になっている。

３）講堂（ ㎡）

席を配置し、ＡＶ設備、音響設備等を備えたもので、ピアノも設置している。

利用は、入学式や卒業式の他、公開講座とともに、学生の音楽系サークル活動（練

習、ライブ、コンサート等）にも利用されている。

４）図書館（ ㎡）

閲覧室 席、教員学習室、グループ学習室、ＡＶルームを設置している。

開館時間は平日、９時～ 時。実習期間中は、平日は 時まで、土曜日は 時～

時まで利用可能としている。

５）体育館（ ㎡）

木材を多用した造りで、バスケットボール１面、バレーボール２面がとれる。

学生は、鍵の貸与により常時利用可能としている。

６）学生棟（ ㎡）

学生ホール、自治会室、クラブ室等を配置し、自治会活動や学生のサークル活動に

利用している。
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７）屋内プール棟（ ㎡）

通年で利用可能な６コース ｍ の温水プールを設置し、そのうち１コースがスロ

ープコースとなっている。また、筋力トレーニング機器を備えた健康増進研究室（ジ

ム）と講義・測定室が併設されている。

学生は常時これらの設備を使用できるほか、温水プールについては、本学主催の高

齢者水中運動教室等教育研究活動の一環としても活用されている。

また、長野県障害者福祉センターの南信地域における拠点である障害者水泳支援セ

ンターとして障害者に開放しているほか、地元駒ヶ根市の健康教室、消防署の救助訓

練等にも利用されている。

８）グラウンド・テニスコート（ ㎡）

ｍトラックが設置可能なグラウンドと、夜間照明を備えた全天候型テニスコート

が 面併設されている。

学生は常時利用できるほか、休日にはグラウンド・テニスコートを地域のスポーツ

少年団等を中心に開放している。

９）有酸素運動研究コース（ ㎡〔隣接の「語らいの並木」を含む〕

コース延長 ｍの歩経路のほか、地域住民と学生が協働して植付け・管理を行う

「ふれあい花壇」、「ほがらか農園」を設置している。

また、大学正面へ続く学園通りを囲んでケヤキ並木の語らいの並木を整備している。

）寄宿舎（ ㎡）

２棟 室（１ ）に学部 年生が入居しており、 年以降は地元のアパートを借り

ている。

）非常講師勤宿舎（ ㎡）

全国各地から非常勤講師を招聘できるよう、１棟８室の宿泊施設を整備している。

また、研究のために帰宅が遅くなる大学院生の宿舎としても活用している。

教育研究棟 管理棟 学生棟 図書館

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

体育館 講堂 寄宿舎 非常勤宿舎 合 計

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

○教育研究棟 

教 員 研 究 室 個人研究室 ４５室 
共同研究室 ５室 

講 義 室 

大講義室 １室 
中講義室 ４室 
小講義室 ３室 
認定看護師教育課程講義室 ２室 

演 習 室 演習室 ４室 

 
 

実 験 ・ 実 習 室 等 
 
 
 

生化学・生理学実験室 １室 
微生物・病理実験室 １室 
基礎看護実習室 １室 
母性・小児看護実習室 １室 
成人看護実習室 １室 
地域・老人看護実習室 １室 
在宅看護実習室 １室 
助産実習室 １室 

情 報 処 理 学 教 室 情報処理教室 １室 
語 学 学 習 室 ＬＬ教室 １室 

― 108 ―



３．設備機器

○情報処理機器等

学内 は、管理棟、教育研究棟、図書館、非常勤講師宿舎、寄宿舎の全域に配置し、

利便性を保つと同時に、教職員使用領域と学生の使用する領域を分離、高度な機密情報

の保持を徹底している。

教育研究棟内の情報処理教室にパソコン 台を設置し、授業以外の時間は学生に開放

し、随時使用できる体制となっている。

ＬＬ教室には、ＬＬ学習システムがインストールされた教員用パソコン及び学生用パ

ソコン 台（いずれもヘッドセット付き）を設置し、語学学習等に活用している。

４．課題及び方策

開学から 年が経過し、空調設備、温水プールの諸設備など修繕を必要とする箇所が

増えてきており、今後更に修繕箇所が増えることが予想される。

設備の修繕や更新には多大な費用がかかるため、緊急性等を勘案しながら優先順位を付け

て、改修計画を策定するとともに、予算の確保に努め、修繕、更新を行っていく必要がある。

また、今後も学内の植栽等を常時整備して、教育研究を行うにふさわしい緑豊かな環境を

維持しつつ、一層地域住民から愛され、誇りとされるような大学となるよう努めていく。 
 
（２）図書館

１．概要

図書館の利用状況

付属図書館は、在学生（学部生・院生）、教員の学習・研究に資するため、図書、雑誌、

電子資料などの学術情報の収集、提供を行っている。

）図書館施設・設備

閲覧スペースである開架と、閉架書庫に図書・雑誌がそれぞれ配架されているが、利

用者はどちらも自由に利用できる。

閲覧席は、個人閲覧席の利用が多い。国試前などの時期によっては席数が不足するこ

ともある。通常期は、 人掛けの閲覧席も含め席数はほぼ充足している。

平成 年度に、退館バーの外にソファを設置し、飲食可能スペースとした。

グループ学習室は、グループワークなどに活発に利用されていたが、平成 年度に

機器を設置したことで、視聴覚教材のグループ視聴にも利用されるようになった。

データベース検索用の端末は 台だが、利用が集中する時期は順番待ちで利用することも多

い。データベースのバージョンアップに機器のバージョンが対応できない状況も発生している。

蔵書の収容可能冊数は 万冊、現在の蔵書は 冊である。

表 館内面積および設備

総面積 ㎡

閲覧スペース ㎡ 書庫 ㎡ 事務室 ㎡ その他 ㎡

閲覧席 席内個人閲覧席 席 教員学習室 室 グループ学習室 ＡＶルーム 個人ブー

ス 席 館内検索用端末 台 データベース検索端末 台 コイン式複写機 台

２ 図書館資料

①図書

図書は看護学の新刊を中心にシラバスの内容に即したもの、教員・在学生（学部

生・院生）からの購入希望、その他関連領域の必要と思われるものを図書館司書が

選定し購入している。実習に必要な図書は、利用状況をみながら複本も整備している。

また、国家試験や、就職試験に対応するコーナーを設けるなど学生の資料要求に

応えられるよう取り組んでいる。
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表 図書館蔵書数の推移

年度 和図書 洋図書 合計

年度末

年度末

年度末

年度末

年度末

表 蔵書における分野別の割合

年度
看護学 医学 その他一般書 合計

冊数 割合 冊数 割合 冊数 割合 冊数

年度末

②雑誌・新聞

最新の研究成果や分野における動向を知るために雑誌は欠かせない資料であるが、

円安や雑誌高騰から洋雑誌については無料ダウンロードや記事複写依頼で対応する

ことで大幅に減らした。

表 受入雑誌タイトル数の推移

年度
和雑誌（種類） 洋雑誌（種類）

合計
購入 寄贈 購入 寄贈

年度

年度

年度

年度

年度

年度契約電子ジャーナル 和雑誌：メディカルオンライン 洋雑誌：

現在購読している新聞は、全国紙 紙地方紙 紙である。過去 年分を保存している。

③視聴覚資料

表 視聴覚資料数の推移

年度 その他 合 計

年度

年度

年度

年度

年度

④文献検索データベース

文献検索のデータベースは｢医中誌 ｣｢看護索引 ｣｢ ｣エブスコ社

「 ｣｢ 」が利用できる。

検索結果から該当雑誌の当館の所蔵がすぐ確認できる リンクを貼り利便性を

高めている。これらは学内 接続のパソコンであればどこからでも利用できる。

３）利用状況

①開館時間・日数

平日の開館時間は、 時から 時まで、長期休業中は 時までであり、土日祝日は

休館である。但し、実習期間である 月から 月については、平日は 時から 時、

土曜日は 時から 時まで開館している。
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利用対象者は、在学生（学生・院生）、教職員、学外者、 年度から開講された認

定看護師養成課程の受講生である。

年度は、入館者数の減少に歯止めがかかったものの、万人には遠く及ばなかった。

表 開館日数及び入館者数

年度 平日開館日数 土曜開館日数 開館日数合計 入館者数 日平均

年度

年度

年度

年度

年度

表 貸出条件

学 生 院 生 認定看護師 教 員 学外者

貸出期間 週間

貸出冊数

表 貸出冊数の推移

貸出冊数 学生 院生 教職員 合計

年度

年度

年度

年度

年度

４）外部開放

①概要

平成 年度より、 歳以上の一般の人を対象に、図書館を開放している。利用時間

は、 時から授業日は 時まで、休業日は 時までとなっており、貸出冊数は 冊、

貸出期限は 週間となる。初めて来館した際に身分証明書を提示してもらい、利用証

を発行する。 回目以降は、入館の際に利用証提示を求めている。貸出・複写のほか、

文献検索データベースの利用も提供している。

②利用状況

入館者数は、微増となった。

表 学外者の入館者数および貸出冊数の推移

区 分

年 度

学外入館者数（概数）
貸出冊数

医療関係者 他学学生 その他 合計

年度

年度

年度

年度

年度

２．成果及び課題

資料費は年々削減されているが、貸出、閲覧、複写などの状況から雑誌や図書の利用

動向を把握し、資料選定に反映させている。今後も在学生（学部生・院生）や教員から
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の購入希望も取り入れ学習・研究に必要な資料要求を満たせる蔵書構築を行っていく。

雑誌については、現在増加しているインターネットで公開されているデジタル化され

た学術資料へのアクセスを利用者に分かりやすく提示するなど、利用可能な資料を最大

限利用できるような工夫に努める。

入館者数、貸出数は増加に転じている。課題、実習との連携（コーナーの設置、利用

者に分かりやすい配架、資料の紹介、カウンター対応の向上、図書館利用の広報など資

料活用向上のため努める。

開学して 年以上経過し資料的価値が低くなった図書が増加したことと、研究室から

移管される図書が増加したことにより、書庫の狭隘化が進んでいる。今後は重複本の除

籍など、配架場所確保のための方策をとる必要がある。

以上、今後も、学生・教員の資料要求に応えられる蔵書の構築、資料活用のサポート、

設備の充実に努め、学習・研究支援の場としての機能を高めていく。

（３）施設の利用開放状況

１ 概要

大学のほとんどの施設は、学内利用との調整を図りながら、「長野県看護大学行政財産

の目的外使用に関する規程」に基づいて学外者に開放しており、テニスコート、グラウ

ンド、屋内プールなどスポーツ施設の学外者利用度が高くなっている。 
屋内プールについては、大学の使用しない時間帯は、長野県障害者福祉センターの南

信地域における拠点である障害者水泳支援センター施設として障害者に開放している他、

地元駒ヶ根市の健康教室、消防署の救助訓練等にも利用されている。 
グラウンド及び体育館は、災害発生時における地域住民の避難場所となっている。 
講堂は、１年に２回程度公開講座を開催しており、広く市民に利用されている。 
大学南側に道路を隔てて設置されている有酸素運動コースは、ふれあい花壇に隣接してい

ることもあり、近隣の市民の憩いの場ともなっており、随時ウォーキングなどに利用されて

いる。 
 

２ 利用実績

学外者に対する施設の開放については、学内利用との調整を図りながら行っていると

ころであるが、利用日数、利用者数とも一定の利用がある。

学外者の利用状況 

年度

施設名 テニス

コート
グラウンド

屋内

プール
講堂 講義室 体育館

平成 年度
利用日数

利用者数

３ 課題及び方策 
市民の交流によって地域に開かれた大学となっており、一定の利用もあるこの状況を

今後とも継続していく。しかしながら、施設開放にあたり、保安上の問題など構造的に

不便な箇所があることや、経年劣化等による施設の修繕や設備改修等が懸念され、予算

上の制約などにより万全な状況での開放が困難となることが予想されることから、でき

る限り必要な予算等の確保に努め、大学運営に支障のない限り、大学施設を障害者のス

ポーツ活動や地域住民などへ開放していくこととしたい。 
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第２節 財政の状況

１ 概要

（１）予算、決算

本学の予算編成は県全体としての予算編成の中に組み込まれており、県の財政担当

課から示される予算編成方針等に基づき予算を編成している。したがって大学独自に

財政計画を策定する状況にはなく、県全体の緊縮財政の流れの中で、厳しい財政運営

を強いられている。

予算執行は、県の条例、規則に基づき事務処理を行い、会計局会計センターによる

検査･指導や県監査委員事務局による監査を受けながら、適正な予算執行に努めている。

（２）外部資金の獲得

県全体の緊縮財政の流れの中で、教育を支える研究活動を積極的に行うため、外部

競争資金の獲得を図っている。

２ 実績

（１）予算、決算の状況（平成 年度）

歳入は、大学の自主財源である学生納付金（授業料など）が約３割、県の一般財源

が約７割を占めている。県立大学として、教育研究活動を安定的に遂行するために必

要な財政基盤を確立している。

歳出は、教職員及び非常勤講師等の人件費が約７割、大学の管理運営に必要な物件

費が約２割、教育研究に必要な物件費が約１割を占めている。

（歳入）

財源、歳入科目等 予算額 円 決算額（円） 構成比

特
定
財
源

自
主
財
源

使
用
料

授業料

寄宿料

行政財産使用料

手
数
料

入学料

入学審査料

証明事務手数料

財産収入

諸収入

計

基金繰入金

計

県債

一般財源

合計

（歳出）

歳出科目等 予算額（円） 決算額（円）
構成比

報酬

給料
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職員手当

退職金

共済費

賃金

報償費

旅費

交際費

需用費

役務費

委託料

使用料及び賃貸料

工事請負費

備品購入費

負担金・補助金及び交付金

公課費

合計

３ 課題及び方策

（１） 県予算全体の緊縮傾向が続く中、固定的経費である人件費の割合が高まっている

ため、物件費の効率的な予算執行が求められている。限られた予算を有効に活用す

るためには、物品購入等にあたり積極的に競争原理を導入する必要がある。

（２） 看護の発展に寄与する優秀な人材を確保、育成するとともに、安定的な財源を確

保するために、学部生、大学院生及び認定看護師養成課程受講生の積極的な募集を

行う必要がある。

（３） 施設、設備の適切な維持管理を行うことは、安全、安心な大学生活を送るために

欠かすことができないが、十分な予算が確保できていない。計画的な修繕・改修を

行うため粘り強く予算の確保に努める必要がある。

（４） 教育を支える研究活動を積極的に行うため、更なる外部資金を獲得していく必要

がある。 
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第 章 自己点検・評価総括

平成 年度の自己点検・評価の総括として長野県看護大学の中期構想の観点、その他

の課題から総括する。

１．長野県看護大学の中期構想

平成 年度より策定された、長野県看護大学の中期構想について 年目の状況について

評価すると共に、４年間の総括をする。中期構想では、長寿県としての長野県民の健康を支

える役割を担うこと、豊かな人間性と看護の心をたずさえた看護職者の育成を目指しながら、

学部教育の充実、大学院教育の強化、看護実践国際研究センターの強化、大学改革の推進を

進めた。

１）学部教育の充実

① 健康センターに専任の講師を配置していたが、健康センターの懸案事項が解決してい

ることから当面専任の配置をしないこととし、学生支援体制の見直しを行った。専任の

講師に代わり、必要時外部相談員に依頼する体制を整えるとともに、学部長、研究科長

に情報を一元化することとした。また、学年顧問は学部長の指揮のもとに位置付けた。

年度末には健康センター会議を開催し、センターとしての活動を総括し教授会報告して

いる。

② 平成 年末に看護連携型ユニフィケーション事業推進の一環として つの臨地実習

施設と基本協定を締結し、平成 年度は教育連携・相互研修・研究交流を軸とした教

育の協働の取り組みがスタートした。平成 年度より組織として、看護実践国際研究

センターの自治体連携部門のチームに位置づけ継承することになった。

③ カリキュラムポリシー、ディプロマポリシーを策定し、それに連動させてアドミッ

ションポリシーの見直しを行なった。平成 年度より Ｐを整備した教育がスタート

したことから、引き続いて教育の評価に関する サイクルについて取り組んでいく。

また、文部科学省が大学における看護系、モデル・コア・カリキュラムを、日本学術

会議 健康・生活科学委員会 看護学分科会が大学教育の分野別質保証のための教育課

程編成上の参照基準 看護学分野を策定した。加えて、日本看護系大学協議会において

看護学士課程におけるコアコンピテンシーと卒業時到達目標について検討されており、

将来的に分野別評価が行われていくことを視野に入れ、今後、評価委員会に設置した

教育の質保証小委員会においてカリキュラム等の点検評価を行なうこととしている。

④ 学生支援の充実を図るため初年時教育の検討を進め、平成 年度よりスタートアッ

プセミナーを始め、 年度も引き続き実施された。

⑤ 災害教育の充実の一環として、大学に防災委員会を位置づけ、防災マニュアルの策

定、防災訓練の充実、安否確認メール訓練など行った。

また、看護実践国際研究センターに、国際看護・災害看護部門を位置づけ活動を推

進している。駒ケ根市日赤奉仕団への参加や災害支援のサークルについても平成

年度より活動がスタートしている。平成 年度は、防災ハンドブックを配布するとと

もに、地震体験車による体験、防災訓練での学部生を対象としたシェイクアウト訓練
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や煙体験を実施した。

⑥ 同窓会の事務室を非常勤講師宿舎に設置した。平成 年度に同窓会から大学に図書

の寄付があった。また、岐阜県立看護大学同窓会の役員が本学を視察し、互いの大学

における同窓会活動など意見交換を行い交流した。

⑦ 後援会費の見直しを検討し、後援会理事会を経て総会で決定した。大きくは、実習

経費を別途入学時徴収することにして、後援会費から切り離した。そのため後援会費

としては減額とし、平成 年度より開始した。さらに、一部学生の負担となる高額な

実習経費の建て替え払いによる対応を改善した。

⑧ サークル活動への特別な支援として、後援会の特別支援枠 万円の中で大会参加の

交通費などを支援した。楽器の購入については、計画的に進めて行く予定である。 
⑨ 年次生を対象とした学長との学生面談は、時間割の関係で面談日程を組むことが

困難となり、平成 年度から国家試験模試の日程に合わせクラスに入り講話を行い、

平成 年度も同様に行った。

⑩ 編入試の中止による学部選抜枠並びに定員の検討については、文部科学省の高大接

続連携事業の推進に伴う大学入試改革とともに検討し、平成 年度入学から実施する

予定である。

⑪ 平成 年度から科目の成績評価を評価点で評価することとし、学内でその活用につ

いて検討することとした。

⑫ 学部に里山看護学教育を浸透させるべく平成 年秋にワーキンググループを立ち

上げたが、教員の体制など課題がある中で中座している。

 
２）大学院教育の強化 

① 研究科組織の明確化については、平成 年度よりスタートさせている。平成 年

度も該当する教員の審査を行い研究科委員会で確認された。

② 大学院生の安定的な確保については、入試問題の見直を検討し、平成 年度入試か

ら CNS の入試科目にある英語を課さないことを決めた。さらに、遠隔授業の拡充の

ための環境整備や卒業生・修了生を送り出している病院を訪問する等、大学院生の獲

得に取り組んだ。平成 年度には６名の修士課程、１名の博士課程の学生の入学が決

まった。また、平成 年度に入試部会において英語の出題について検討し、博士前期

課程については、英語試験を廃止することとした。引き続き、病院訪問等や看護連携

型ユニフィケーション事業協議会等により、大学院生獲得を推進していく。 
③ カリキュラムポリシー、ディプロマポリシー、アドミッションポリシーは、平成

年度よりスタートしており、教育評価に関するPDCA サイクルに取り組んでいる。平

成 年度には、学生に対する聞き取りに加え、修了生へのアンケートにより教育評価

を行った。

④ 論文博士の取り扱いについては、現在の内容を確認整備し、平成 年便覧に掲載

していく予定である。

⑤ 病院、教育機関等との人事交流については、教員や看護職員が充足していない状況

にあるが、その必要性があれば随時対応していく。
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⑥ 平成 年度に小児看護と老年看護の コース 単位の申請を行い、認定された。

３）看護実践国際研究センターの強化

① 創立 周年を期に平成 年度より部門の名称の見直しと内容の充実を図ることを

目的として看護実践国際研究センターを再編し、「看護地域貢献活動研究部門」、「国

際看護・災害看護活動研究部門」、「学外機関連携部門」、「キャリア形成支援部門」、

「認定看護師教育部門」の つの部門とした。同センターは、看護における臨床・教

育・研究の統合（アカデミックナーシングプラクティス）の機能をもつ活動の拠点と

して、その使命を果たすことにより、さらなる大学の発展を図ると共に地域社会に貢

献することを目指している。平成 年度は計画を引き続き推進し、各プロジェクト

の活動や、各部門の活動の充実につながった。この結果は、看護研究集会で報告する

とともに活動実績報告書を作成した。

② 認定看護師部門では、県の方針の確認やバックアップを求めながら入学者数を確保

すると共に、認定看護師教員の主任教員・専任教員体制の整備に取り組んだ。平成

年度からは、これまでに 人の修了生を輩出した感染管理の教育部門を休止し、それ

に伴って、認知症看護分野の定員を 名とした。平成 年度入試では面接や専門科

目の問題などの見直しを行い、受講生を選抜する体制を整えた。また、平成 年度は

全学的体制により実施し、前年度に引き続いて１次試験で受講生の確保ができた。今

後は、日本看護協会で検討されている認定看護師の教育内容の見直しの動向を注視し

ながら、本学の認定看護師教育の継続について検討していく必要がある。また、本学

を修了した感染管理認定看護師を核とした連携や協力体制の構築を課題としている。 
③ 看護大学研究集会の長野県看護学会への発展のための体制整備については、平成

年度以降大学の課題が山積している中で、学内合意を経て推進していくことは困

難な状況にあるため、当面は長野県看護研究集会の充実を図り運営していくこととし

た。なお、県内病院等へのご案内は、看護ユニフィケーションに関連している病院に

行う等工夫し、発表演題も定着している。

④ 国際交流の流れが加速しており、海外からの訪問（中国、台湾、ドイツ、インド、

ネパール）が多かった。揚州大学からは客員研究員の受け入れを行った。今後も、国

際交流の継続を進めながら、大学間交流が深められるような取り組みを進めていく。

⑤ 平成 年度に岐阜県立看護大学のFD委員会並びに看護研究センター担当者 名が

研修のため来学し、本学教員との交流を図った。

⑥ 県内看護職者との共同研究や特別研究・課題研究の審査を看護実践国際研究センタ

ーの看護地域貢献活動研究部門に研究審査担当として位置付けた。特別研究では、特

別Ａ研究、若手研究、課題研究として、おおむね研究費についても上限を定めた。平

成 年度に向けた公募では、県内看護職者との共同研究のついて 件 万円を上限

とし、一機関 件までの応募とした。また、病院への募集案内は実習施設のみとした。

⑦ 卒業生に対するキャリア形成の節目に遭遇する課題を支援するため、平成 年度

から卒業生相談窓口を設置した。

⑧ 出前講座事業が平成 年秋からスタートし、３件の出前講座が実施された。次年
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度に向けた依頼もあり、少しずつではあるが事業が定着しつつある。

⑨ 看護連携型ユニフィケーション事業は、平成 年度に新たに 施設を加えた

臨地実習施設と協議会を開催し、実施している。平成 年度の主な事業は、看護研

究研修の開催、大学教員の現場研修、臨床指導者の教育への参画、臨床指導者研修会

の開催、その他領域と病院との看護職者の連携や大学院の講義の聴講などであった。 
 

４）大学改革の推進 
① 大学の運営資金を有効活用し、学内の教育備品等の全体を把握して優先度を定め整

備するため、平成 年度にも検討を行った。教育資材の全学的なニーズ調査 を行い、

備品についてはその必要性を確認し、優先度をつけて購入を進めた。今後も計画的に

必要な物品の整備を図っていく。

また、大規模設備の改修については県との交渉の結果、平成 年度に教育棟のエ

アコンの工事を行った。また、県のモデル事業である ESCO 事業を活用し、平成

年度からはLED照明・窓枠の交換を、平成 年に熱交換機の交換を行う予定である。

引き続き、外壁モルタルや電話交換機、平成 年１月の強風で剥がれたプール棟屋

根の改修等について県と相談しながら対応していく。

② 図書館の人員削減について平成 年度の決定を受け、外部委託の可能性についてワ

ーキングを立ち上げて検討を行った。他大学の視察を行い、それをもとに引き続き検

討を進めたが、最終的には業者委託はせずに現体制の中で行っていくことが決まった。

さらに経費の削減に向けた見直しの中で PsycINFO の契約を中止し継続しないこと

を決定した。教員や学生に対するサポートを行い、中止に伴ったサービスの低下とな

らないようにした。また、JAIROCLOUD 継続加入を決定した。 
平成 年度には本学において日本医学図書館協会の北信越地区会定例会が開催さ

れた。

③ 大学の在り方を検討するため、平成 ・ 年度に独立行政法人で運営している大学

の訪問を行った。 法人 大学の大学には県職員も同行し、結果は教授会に報告した。

また、平成 年度には FD・SD 研修として、公立大学協会事務局長による「看護系

の公立大学の現状」について研修会を行った。引き続き、法人化に関する検討を継続

していく。 
④ 平成 年度には欠員となっていた成人・基礎・看護管理の教授 ポストを充てるこ

とができた。平成 年度には 分野の助教から講師への昇任の提案を行い、人事を確

定した。引き続き、小児看護学及び成人看護学分野の教授・准教授・講師のポスト、

基礎看護学分野及び母性助産看護学分野の講師・准教授のポスト等の人事が課題であ

るが、情報収集と柔軟な人事配置を進めていく必要がある。

⑤ 学校教育法に基づく大学評価について、平成 年度受審時に指摘された努力課題に

ついて、平成 年 月末に大学基準協会へ報告を行った。今年度は、平成 年度受

審に向け、専門部会を設け準備を進めた。 
 
 

― 118 ―



２．その他の取組

１）公的資金の不正利用に関する規則等の整備

不正利用に関する旧規定を廃止し、平成 年度に新たに公的研究費に係る不正防止対

策の基本方針を定め、管理監査に関する規定、事務処理手続きの基本ルール、研究活動に

おける不正行為への対応に関する規程、不正防止計画を整備した。平成 年度からは、

内部監査チームを指名し研究費の不正に関するモニタリングを行っている。 
２）研究活動に伴う倫理教育の実施とｅラーニング研修の継続 

グリーンブックのｅラーニング教材の完成に伴い、平成 年度に全員研修を受けるこ

ととした。また、CITIJAPAN の試験的導入により自主研修を促し、ほぼ全員が研修を終

えた。 
３）研究倫理に関連した本学の規定、倫理申請に関する見直し 

平成 年度に文部科学省が示している研究倫理に対する定めの変更に伴い、本学の諸

規定並びに倫理に関する書類の内容の見直しを行った。周知にあたり、説明会を開催した。 
４）動物実験委員会の外部評価 

平成 年 月に国立大学法人動物実験施設協議会・公私立大学実験動物施設協議会動

物実験に関する外部事業による外部評価を受けた。動物飼育環境の向上に向けた課題とし

て、動物を毎日観察するなどマニュアルを具現化し、よりきめの細かな対応に向け取り組

んでいる。廃止届等の一部未整備の書類については、平成 年度に対応した。

５）教員評価

①業務評価と職務遂行能力評価の検討と導入

教育公務員特例法の改正に伴い、公務員としての業務評価並びに職務遂行能力評価を

検討し導入した。従来の業績評価とは異なり、業務評価は年度当初に自己の業務目標を

掲げ、それを中間と年度末に評価した。また、職務遂行力評価の評価項目の設定につい

ては、本学独自の内容を検討し、教員の行動指針となる内容とし、年度末に評価した。 
②業績評価

平成 年度に実施したものを基本とし、教員からの要望や意見を踏まえて評価項目等

の見直しを毎年実施している。平成 年度は、大学教員の仕事の枠組み、教育・研究・

地域貢献・大学運営に対し、さまざまな大学の課題に取り組む上で大学運営並びに地域

貢献に対するウエイトを上げる見直しを行った。また、翌年度からは業績評価の趣旨か

ら考えて退職の有無にかかわらず評価対象とすることとした。

６）競争的資金に係る間接経費の使用方針について 
これまでは国の定めに基づいて運用していたが、平成 年度から間接経費の使用方針

を明確にした。教員の研究者としての学会年会費に対する使途を明確にするとともに、研

究倫理に関する ｅ－ラーニングの受講費を対象とした。今後も必要に応じ検討

していく。

７）委員会の名称変更 
平成 年度よりＦＤ委員会の規定を変更し、ＳＤの位置づけを明確にするとともに、

名称をＦＤ・ＳＤ委員会とした。 
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８）沿革の明示 
平成 年度より学生便覧、大学院学生便覧に、本学の沿革を加え、学生、教職員の本

学の成り立ちと今日までの歩み対する意識を高めることとした。 
９）大学ホームページの充実 

ネットワーク推進委員会の協力を得ながら洗練させ、効果的な内容とするための修正を

行った。英語版の準備をすすめ、バナーを作りアップできるところまで整備した。 
10）学長選挙等 

学部長並びに研究科長選考規定の一部見直しを行った。また、平成 30 年度の学長、学

部長、研究科長選挙を実施した。

客員研究員

平成 年度に臨床教授や研究機関の職に就いていない博士後期課程の学生等を支援す

るため、客員研究員規程を整備した。これまでに 名の客員研究員を迎え、科研費による

研究を行うための環境を整備した。また、揚州大学から 名の外国人客員研究員の受け入

れを行った。

）特別講座

健康増進や看護に係る製品開発等を行う地元企業等を支援するとともに、学生の教育に

役立てるため、平成 年度に特別講座の開催を決定した。現在も、基礎看護学分野にお

いてタカノによる特別講座が継続されている。

タグライン

周年記念事業で平成 年度に策定したタグラインは様々なところで活用されている。

今後はタグラインに込められた意味についても広めていく必要がある。 
 

学長 清水嘉子  
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